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一
、
は
じ
め
に 

 　

昭
和
初
期
に
東
京
・
大
阪
の
大
都
市
か
ら
始
ま
っ
た
反
百
貨
店
運
動
は
、

大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
（
以
下
、
呉
服
系
百
貨
店
）
に
よ
る
地
方
都
市
へ
の

出
張
販
売
お
よ
び
支
店
設
置
計
画
に
と
も
な
っ
て
、
全
国
の
主
要
都
市
へ
波

及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
拙
稿
に
お
い
て
確
認
し
た）

1
（

  

。
そ
の
う
え
で
当
時
呉
服

系
百
貨
店
の
代
表
格
で
あ
っ
た
松
坂
屋
が
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
十
一

月
静
岡
駅
前
へ
出
店
し
た
際
に
沸
き
あ
が
っ
た
猛
烈
な
反
対
運
動
の
全
体
的

経
過
と
そ
の
背
景
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
静
岡
駅
前
反

対
運
動
と
は
、
昭
和
初
期
に
立
て
続
け
に
生
じ
た
恐
慌
の
影
響
を
受
け
た
呉

服
系
百
貨
店
間
の
出
張
販
売
競
争
が
巻
き
起
こ
し
た
も
の
で
、
ま
た
松
坂
屋

の
支
店
設
置
が
全
国
各
地
の
地
元
小
売
商
を
中
核
と
し
た
商
業
問
題
、
さ
ら

に
は
社
会
問
題
へ
と
発
展
す
る
契
機
を
作
っ
た
反
百
貨
店
運
動
で
あ
っ
た
。 

 　

従
来
、
反
百
貨
店
運
動
に
関
す
る
諸
研
究
の
主
眼
は
、
反
対
運
動
側
の
動

向
に
置
か
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
て
拙
稿
で
は
、
反
対
運
動
側
の
動
向
を

掘
り
下
げ
る
だ
け
で
な
く
松
坂
屋
の
支
店
を
誘
致
し
た
地
元
企
業
側
の
意

図
・
計
画
・
対
応
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
言
い
換
え
れ
ば
拙

稿
作
成
の
理
由
が
、
百
貨
店
・
誘
致
側
の
事
情
ま
で
詳
細
に
深
め
ら
れ
た
研

究
が
大
変
少
な
い
こ
と
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
初
期

の
反
百
貨
店
運
動
の
個
別
具
体
的
な
実
態
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
百
貨

店
業
史
研
究
の
進
展
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
十
分
な
検
討
を
要
す

る
領
域
と
言
え
よ
う
。 

 　

昭
和
七
年
以
降
地
方
都
市
で
起
こ
っ
た
反
百
貨
店
運
動
に
つ
い
て
も
百
貨

店
・
誘
致
側
の
事
情
と
地
元
小
売
商
の
反
対
運
動
側
の
両
方
の
動
向
を
捉
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
が
昭
和
初
期
の
百
貨
店
の
経

営
動
向
と
商
業
を
取
り
巻
く
諸
問
題
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
肝
要
な
作
業
と

昭
和
十
一
年
浜
松
市
の
松
菱
開
設
反
対
運
動
と
そ
の
背
景
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な
る
か
ら
で
あ
る
。
呉
服
系
百
貨
店
に
よ
る
出
張
販
売
と
支
店
設
置
が
、
地

方
都
市
に
お
い
て
販
路
拡
大
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
経
営
・
営
業
展
開
は
、

地
元
の
呉
服
店
を
中
心
と
し
た
有
力
な
小
売
商
が
百
貨
店
化
に
踏
み
切
る
要

因
と
も
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
地
方
都
市
で
百
貨
店
が
勃
興
し
た
背
景
に
は
東

京
・
大
阪
・
名
古
屋
の
三
都
市
か
ら
の
呉
服
系
百
貨
店
進
出
に
対
抗
し
、
地

元
小
売
商
が
地
方
百
貨
店
を
設
立
し
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
る）

2
（

  

。
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
の
第
一
次
百
貨
店
法
施
行
の
時
期

ま
で
は
反
対
運
動
が
複
雑
化
し
て
い
き
つ
つ
、
既
述
の
よ
う
な
動
向
の
な
か

数
多
く
の
地
方
百
貨
店
の
開
業
が
相
次
い
だ
と
想
定
す
る）

3
（

  

。 
 　

拙
稿
に
お
い
て
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
静
岡
市
で

は
松
坂
屋
出
店
に
対
峙
す
る
よ
う
な
形
で
昭
和
六
年
十
二
月
に
市
内
の
呉
服

店
で
あ
っ
た
田
中
屋
が
百
貨
店
へ
の
転
換
を
果
た
し
て
い
る）

4
（

  

。
地
元
小
売
商

に
と
っ
て
は
誘
致
側
の
地
元
企
業
だ
け
で
な
く
、
百
貨
店
化
し
た
同
郷
の
小

売
店
に
対
し
て
も
競
争
意
識
以
上
の
敵
視
し
た
構
え
を
施
さ
ね
ば
な
ら
な
い

状
況
が
生
み
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
反
対
運
動
側
の
地

元
小
売
商
で
は
、
販
売
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
店
舗
に
お
け
る
営
業
方
法
の

近
代
化
を
模
索
し
た
。
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
進
出
が
、
昭
和
初
期
地
方
都

市
に
お
け
る
商
業
地
域
全
体
の
近
代
化
と
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
刺
激
す
る

こ
と
で
顧
客
集
客
に
繋
が
り
、
か
つ
芸
術
文
化
的
要
素
が
ロ
ー
カ
ル
な
場
に

深
く
浸
透
す
る
素
地
を
作
っ
た）

5
（

  

。 
 　

と
こ
ろ
で
百
貨
店
を
誘
致
す
る
主
体
が
、
拙
稿
で
み
た
地
元
の
大
手
企
業

だ
け
で
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
遠
城
明
雄
は
、
昭
和
十
年
八
月
か
ら
十
ヶ
月
余
に
及
ん
だ
小
倉
市
で
生

じ
た
「
白
崎
百
貨
店
問
題
」
に
お
い
て
、
市
当
局
が
九
州
の
地
元
大
手
百
貨

店
を
誘
致
し
、
呉
服
商
を
中
心
と
す
る
地
元
小
売
商
お
よ
び
商
工
会
議
所
と

対
立
し
た
点
を
鋭
く
指
摘
し
た）

6
（

  

。
地
方
都
市
発
展
の
た
め
の
都
市
間
競
争
と

重
な
り
合
っ
た
時
期
ゆ
え
に
市
当
局
の
後
押
し
が
、
地
方
百
貨
店
の
勃
興
に

結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
遠
城
の
研
究
は
、
昭
和
十
二
年

に
か
け
て
全
国
の
な
か
で
最
も
地
方
百
貨
店
が
出
現
し
た
福
岡
県
に
お
い
て
、

反
対
運
動
を
引
き
起
こ
し
た
要
因
が
多
様
化
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
優
れ

た
論
考
で
あ
る
。 

 　

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
筆
者
が
進
め
て
き
た
百
貨
店
業
史
研
究
の
観
点
か

ら
言
え
ば
、
地
方
都
市
の
急
速
な
発
展
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
呉
服
系
百
貨
店

を
は
じ
め
と
し
た
昭
和
初
期
以
降
に
急
浮
上
し
て
き
た
新
興
百
貨
店
を
率
い

た
有
能
か
つ
革
新
的
な
経
営
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い）
7
（

  

。
昭
和
初
期
以
降
の
地
方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
を
捉
え
る
場
合
に

は
、
当
時
の
地
方
都
市
の
政
治
・
経
済
状
況
と
中
小
小
売
商
の
反
応
・
動
向

に
加
え
て
、
百
貨
店
業
界
な
ら
び
に
個
々
の
百
貨
店
の
経
営
動
向
と
企
業
家

活
動
を
併
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課
題
を
念
頭
に
本
稿
で

は
、
拙
稿
に
引
き
続
き
静
岡
県
に
お
い
て
静
岡
市
に
匹
敵
す
る
地
方
都
市
と

し
て
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
っ
た
浜
松
市
で
生
じ
た
、
い
わ
ゆ
る
松
菱
開
設
反

対
運
動
の
経
過
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る）

8
（

  

。 
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二
、
先
行
文
献
と
松
菱
創
業
者
の
回
想
か
ら
み
え
る
松
菱
開
設

反
対
運
動
の
概
要 

 　

拙
稿
の
結
論
と
重
ね
て
課
題
と
し
て
あ
げ
た
昭
和
十
二
年
六
月
一
日
に
浜

松
市
に
お
い
て
開
店
し
た
松
菱
は
、
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）
年
十
一
月
ま

で
存
続
し
、
中
部
地
方
で
は
老
舗
の
地
方
百
貨
店
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い

た
。
松
菱
に
つ
い
て
は
、
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
に
お
い
て
平
成
二
十
一

（
二
〇
〇
九
）
年
十
月
に
『
思
い
出
の
松
菱
展
』
が
開
催
さ
れ
、
松
菱
の
開

業
か
ら
経
営
展
開
、
そ
し
て
経
営
破
綻
ま
で
に
関
す
る
内
容
が
小
冊
子
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
る）

9
（

  

。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
小
冊
子
『
思
い
出
の
松
菱
展
』
以
外

で
は
管
見
の
限
り
詳
細
に
説
明
し
た
文
献
は
見
当
た
ら
な
い
。
松
菱
に
つ
い

て
記
述
さ
れ
た
先
行
文
献
と
し
て
は
、
表
1
に
掲
げ
た
自
治
体
史
が
あ
げ
ら

れ
る）

10
（

  

。 
 　

（
1
）『
静
岡
県
史　

通
史
編
六
』
に
は
、
浜
松
市
の
百
貨
店
開
設
お
よ
び

表1　先行文献にみえる浜松市の百貨店開設と反対運動の状況

（1）『静岡県史 通史編6 近現代2』より

　百貨店の地方進出に対しては、小売商側からの反対運動が起こった。浜松市
では32年11月26日に生活権擁護の小売商人大会が開かれることになり、事前
の代議員会において、日本百貨店協会の地方進出自制案は不徹底なので、商工
省による「百貨店法」制定を進めるように、との決議を採択した。同年に浜松
商工会議所は、百貨店の地方進出を制限するように、との建議を行った。しかし、
百貨店の地方進出および地元有力商店の百貨店化を抑えることはできず、浜松
市では36年6月27日に棒屋百貨店が開店し、また翌37年6月1日には松菱百貨
店が開業した。

（2）『浜松市史　3』より

　このような傾向は郊外交通（二俣線・奥山線の開通。隣接市町村を連絡する
近郊乗合バスの発達）の発達による買物圏の拡大となって商業近代化に拍車を
掛け、物品販売業者も昭和5年には浜松市4,938戸と全戸数の22％を占め、同10
年には5,745軒と増加し小売商同士の競争は激化ともなった（『浜松発展史』『商
工会議所60年史』）。そのために店舗の改装や近代化も行なわれ、小間物化粧品
商の田町ぬいやは3階の洋風建築に（大正9年『浜名之栞』）、呉服太物商の老舗
田町の笠井屋が経営方法をデパート化し、昭和11年には棒屋（中村藤吉）が棒
屋百貨店と称する新店舗を鍛冶町に開業した。そして昭和12年6月には、建築
様式近代式鉄筋コンクリート造地下1階地上8階、建築面積建坪1,414平方㍍延
坪8,215平方㍍、全館暖房換気装置・客用エレベーター 2基を備えた松菱百貨店が、
鍛冶町に浜松最初の本格的百貨店として開業した（『松菱20年史』）。

（3）『浜松市史 新編史料編4』：『浜松高工同窓会誌』第13号の「松菱開店」より

　松菱はいよいよ6月1日から開店しました。東海の新名所とか、明朗百貨の殿
堂とか、盛に宣伝して居りますが、何といっても目下の所、市内外の人気を独
占の形です。
　場所は鍛冶町通を三松館の方へ曲る角の所で、筋向の安田銀行其他を睥睨し
て居り、確に浜松市の一偉観たるを失ひません。
　内容については今更驚く程の事もなく、全国大都市の百貨店に比べて見れば
小さいものですが、浜松位の所では小売商人に大々的脅威を感ぜしめて居ります。
其方面の影響について少し御報告いたします。
　第1段階としては松菱の進出を阻止する運動でしたが、それが不可能と見る
と第2の方策として、専門店連盟を組織してこれに対抗することにしました。所
がいよいよ開店が逼って来ると、この連盟に加はって居ると否とに拘らず、居
ても立っても居られなくなり、各種各様の示威運動が行はれました。まづ田町
通の各商店は夜の客を獲得せんがために、ネオン街を現出して、人の目をひき
つけやうとし、また市内の全呉服店の主人はチンドンやを先頭に立て各店名を
表はした旗を押し立て、揃の衣服に赤のトルコ帽といふ出立で市内を練り歩き、
市民の同情に訴へるといふ悲愴な挙に出でたり、其他今迄はあまりにも無愛想
であった浜松商人が急にサービスをよくしたり、例年7月1日から行はれる夏の
大売出しを1ヶ月繰り上げて、大福引付で6月1日からこれを行ふなど有らん限
りの作戦を以て打倒松菱の意気込を見せましたが、消費者の方にはあまり効果
もなく、財布の口を固くして松菱の開店を待ちあぐむ連中の方が多く、開店を
報ずる花自動車が市内を通行したり、開店挨拶の団扇が配布されるやうになると、
市民の心は一層何物かに憑かれたやうな有様になり、いざ蓋を開けたとなると、
潮のやうに押し寄せたものです。身動きの出来ないやうな人浪が揉み合ふやう
な中で、其大部分は新しい物を見たさの心理で心太式に押し出されたのであり
ませうが、とにかく開店第1日の売り揚げは3万円だといはれて居ります。それ
から日を経るに従って市民も平静にかへったやうでしたが、夜間開店の第1日
だった5日の土曜日の夜はまた大変な賑で、松菱の店内に入り切れない群衆が
鍛冶町通りや田町通りに溢れ、其一部は諦めて棒屋に入る人も沢山ありました。
そんなこんなで此処松菱に押されて居る浜松商人は、何とかして再生の道を講
じやうとして居るやうです。
　其風評の1つとしては、かねて声明書を発した事のある笠井屋が棒屋を買収
して、松菱に対抗するものを造るといふ話が何処からか聴えて来て居ます。ま
た松菱付近の中央デパートなどの今後の動向等も見物でせう。いずれにせよ浜
松市の一角に聳え立つ松菱によって画かれた波紋が今後如何なる展開を見せる
かは、市民にとっては少からず関心を持たされる問題でありませう。

出所） 『静岡県史 通史編6 近現代2』（静岡県、1997年）121頁、『浜松市史  3』（浜松市、
1980年）375～376頁、『浜松市史 新編史料編4』（浜松市、2006年）507～ 508頁。

備考）漢数字を算用数字に書き換えている。
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反
対
運
動
の
動
向
に
つ
い
て
、
す
で
に
昭
和
七
年
に
商
工
省
に
よ
る
「『
百

貨
店
法
』
制
定
」
を
推
進
す
る
決
議
採
択
や
浜
松
商
工
会
議
所
（
以
下
、
商

工
会
議
所
）
に
よ
る
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
を
制
限
す
る
」
建
議
を
行
っ
て

い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
六
月

の
棒
屋
百
貨
店
、
翌
十
二
年
六
月
に
松
菱
の
開
業
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
松
菱
開
設
に
際
し
て

生
じ
た
具
体
的
な
反
対
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
の
記
載
は
み
ら
れ
な
い
。
ま

し
て
や
松
菱
と
棒
屋
百
貨
店
（
以
下
、
棒
屋
）
の
両
成
立
史
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
地
方
百
貨
店
史
研
究
に
お
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
の

が
実
状
で
あ
る）
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。
両
百
貨
店
の
経
営
史
に
つ
い
て
不
明
瞭
な
部
分
が
多
い
こ

と
か
ら
し
て
も
、
浜
松
市
の
百
貨
店
開
設
と
そ
れ
に
対
す
る
反
対
運
動
を
掘

り
下
げ
る
こ
と
の
意
義
は
十
分
あ
る
。 

 　
（
2
）『
浜
松
市
史 

三
』
の
内
容
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
棒
屋
と
松
菱
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五
年
以
降
浜
松
市
の
交
通
手
段
の
発
達
に
よ
る
都
市
化
の

進
展
を
背
景
に
、
地
元
小
売
商
同
士
の
競
争
激
化
に
と
も
な
う
商
業
の
近
代

化
の
な
か
で
開
業
し
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
（
1
）
で
登
場
し

て
い
た
棒
屋
と
松
菱
以
外
で
は
、
笠
井
屋
が
経
営
方
法
を
デ
パ
ー
ト
化
し
た

と
書
か
れ
、
昭
和
十
年
以
降
浜
松
市
に
お
い
て
三
つ
の
百
貨
店
の
存
在
が
判

明
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、（
2
）
に
お
い
て
も
反
対
運
動
の
記
述
は
全
く

み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

 　

一
九
八
〇
年
刊
行
の
（
2
）『
浜
松
市
史 

三
』
に
対
し
て
、
二
〇
〇
六
年

刊
行
の
（
3
）『
浜
松
市
史 

新
編
史
料
編
四
』
に
は
反
対
運
動
の
経
過
が
掴

め
る
非
常
に
興
味
深
い
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
文
は
、
松
菱
開

設
直
後
の
昭
和
十
二
年
七
月
十
五
日
に
浜
松
高
等
工
業
学
校
同
窓
会
が
発
行

し
た
会
誌
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た）

12
（

。
当
時
の
状
況
が
、「
松
菱
開
店
」
と

題
さ
れ
克
明
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た  

。
松
菱
の
開
店
・
立
地
・
建
物
の

状
況
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
松
菱
開
設
に
対
し
て
生
じ
た
反
対
運
動
の
経
過

が
見
事
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
松
菱
開
設
反
対
運
動
が
「
進
出
を
阻
止
す
る

運
動
」
か
ら
開
始
さ
れ
、
次
に
「
専
門
店
連
盟
を
組
織
」
し
た
「
対
抗
」
的

な
運
動
の
第
二
段
階
、
そ
し
て
開
店
が
迫
っ
て
来
る
と
第
三
段
階
の
地
元
商

店
街
を
盛
り
上
げ
る
「
示
威
運
動
」
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
も
、
消
費
者
に
対
し
て
示
威
運
動
の
効
果
が
な
か
っ
た
こ
と

や
松
菱
開
店
の
影
響
で
棒
屋
も
繁
盛
し
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
笠
井
屋
に

よ
る
棒
屋
買
収
の
噂
話
や
松
菱
付
近
に
デ
パ
ー
ト
と
名
の
付
く
第
四
の
百
貨

店
の
存
在
が
み
ら
れ
た
こ
と
な
ど
複
雑
な
様
相
を
呈
し
た
こ
と
が
汲
み
取
れ

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。反
対
運
動
を
へ
て
松
菱
が
開
店
し
た
こ
と
で
、却
っ

て
松
菱
近
隣
の
商
店
街
が
賑
わ
っ
て
い
た
こ
と
さ
え
も
判
明
す
る
貴
重
な
記

述
で
あ
る
。 

 　

以
上
、
松
菱
開
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
先
行
文
献
の
確
認
を
含
め
て
内
容

を
探
っ
た
結
果
、
松
菱
進
出
の
阻
止
・
対
抗
運
動
よ
り
は
示
威
運
動
の
方
が

あ
り
あ
り
と
書
か
れ
て
お
り
、
阻
止
・
対
抗
運
動
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
の

余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
表
2
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
松
菱

の
社
内
報
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
創
業
者
の
谷
政
二
郎
が
創
業
三
十
周
年

と
四
十
周
年
を
受
け
て
松
菱
開
設
前
後
の
時
期
を
回
想
し
た
二
つ
の
記
事
で

あ
る
。
以
下
、
本
稿
の
問
題
設
定
を
行
う
う
え
で
反
対
運
動
の
状
況
に
つ
い

て
さ
ら
に
探
っ
て
お
こ
う）
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表
2
か
ら
は
、
当
時
の
谷
に
よ
る
開
設
へ
向
け
た
準
備
活
動
や
開
設
の
思

惑
、
さ
ら
に
は
開
設
背
景
と
し
て
の
浜
松
市
の
発
展
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
表
2
か
ら
反
対
運
動
が
激
し
く

展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
表
1
（
3
）
と
は
異
な
っ
た
状
況
を

含
め
て
理
解
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
か
ら
は
「
猛
反
対
の
声
」
が

あ
が
り
、「
地
元
資
本
を
糾
合
し
た
新
百
貨
店
を
建
設
」
し
、「
松
菱
に
対
抗
」

す
る
動
き
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
は
、「
一
時
は
松
菱
を

含
め
三
社
鼎
立
の
様
相
」
と
な
っ
て
「
新
聞
紙
上
を
賑
わ
し
た
」
こ
と
で
あ

る
。（
2
）
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
な
の
で
一
層
客
観
性
を
欠
く
こ
と
も
否

め
な
い
が
、「
反
対
運
動
や
対
抗
運
動
が
非
常
に
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
」

表2　松菱創業者谷政二郎の開設動機と反対運動に関する回想

（1）「松菱三十年を語る」の「取締役会長谷政二郎」より

「松菱百年の地を選ぶ」：私が浜松に百貨店松菱を創設すべく、準備を進めたのは昭和11年
のことである。日本の経済が欧米に比肩すべく躍進を重ね、昭和の中興が言われた頃であっ
た。当時の浜松市は人口約15万、東海の要衝にありながら、商業活動に於て立遅れを見せ、
物価も一般に高かったが、私はこの地に将来性を見出し、百貨店を建設して、適正な価格で
大量の販売を行い、以て市民生活に寄与せんものと、松菱の創立に踏み切ったのである。建
設の候補地として、田町と鍛冶町の2ヵ所が挙げられたが、私は鍛冶町を選んだ。田町は繁
華であり、鍛冶町は閑散とした所であったが、駅に近く、道路が広いという理由から後者を
採ったのである。それに百貨店を建設すれば、鍛冶町は必然的に繁華街となるであろうし、
また必ず繁華街にして見せる。という確信があったのである。百貨店の設立は、大方の市民
の等しく希望するところでもあり、松菱の進出は好感を以て迎えられたが、一部地元業者か
ら猛反対の声が上がった。地元資本を糾合した新百貨店を建設し、松菱に対抗しようとの気
運が起こったのである。一時は松菱を含め三社鼎立の様相ともなり、新聞紙上を賑わしたも
のである。

「勇気で競争相手を退ける」：正直云って私も不安であり、眠れぬ夜が続いたのも事実であっ
た。何の実績もない当時の田舎町に、100万円の資本金を投入し、近代的デパートを建設す
ることは大きな賭けであり、まして3社鼎立ともなれば、企業として成り立たないことは明
白であった。しかしながら、私は事業は信念と勇気ある者に味方すると信じている。私はこ
の点に於て、他の2社に打勝ったのである。対抗的な計画はいつしか流れ、以後、松菱は遠
州地方唯一の百貨店としての地歩を獲得したのである。地元との協調を痛感し、地元の繁栄
なくして会社の発展はあり得ない。と感じた私は、松菱設立に際し、地元の方々に松菱の株
をお持ち戴き、共存共栄を願ったのであるが、希望者はまことに少数であった。いきなり相
当規模の百貨店を建設し、果して採算がとれるのか、という危惧の念を抱かれても、或いは
当然であったかも知れない。中西六郎氏設計、大林組の施行により延8,215平方米、地下1階、
地上7階、当時の地方都市百貨店としては、他に遜色のない、画期的な近代ビルが、百貨店
として開店したのは昭和12年6月1日のことであった。

（2）「谷政二郎会長に聞く」「市民と共に躍進40年」の「松菱百年の地に浜松を選ぶ」より

（花井）会長が松菱百年の地として浜松を選ばれたのは、何か浜松と関係があったんですか。
（会長）いえ別に、縁といいますかやはり。もちろん研究はしましたが。東京と京都の中間
にあっていちばん開けてなかった。（笑）当時12万（人口）ぐらいでしたか。
（花井）15万と聞いています。今は48万人。松菱も関係会社を含めて年商ざっと230億円に
なりました。
（会長）浜松も松菱も大きくなりましたね――。浜松は人口で3倍チョットぐらいですか。
松菱も面積で3倍チョット。年商は比較も出来んが、本当に浜松と共に大きくなったという
感じですね。
（花井）反対運動や対抗運動が非常にあったと聞きますが……。
（会長）近年は各地に大型店進出反対の動きがあって社会問題になっていますが、当時は君
も知っているように反対運動といっても今とは違います。百貨店というものを皆さん知らな
かったんですよ、まだ。エレベーターも見たことがない。鉄筋コンクリートの8階建などと
いう建物は想像もつかない。そこにいっぱい商品があって呉服から金物から食料品……、そ
して正札販売する……ともかく想像もつかないことばかりで、そんなものが出来たら大変だ。
よくわからないけど大変だ。（笑）そんな感じでしたね。
（花井）今でいうUFO（笑）
（会長）まあ、そこまでいかないだろうけど、反対運動というより、大騒ぎだったという感
じですかね。
（花井）私はまだ10才そこそこで良くわからなかったんですが、対抗運動の方はどうでしたか。
（会長）私は信念がありましたからね。当時松菱に対抗して、3社ですか、名前は申し上げ
られないが、百貨店を作るという動きが……。しかし私はあまり問題にならないと思いまし
たよ。百貨店なんてそう簡単に作れるものではないですからね。そして、私は思いきり大き
くしました。大きくすれば勝つと思っていましたよ。
（花井）結局対抗派は空中分解したんですね。
（会長）そうですね。1つも出来なかった。
（花井）田町と鍛冶町と2つの候補地があったと聞きますが、鍛冶町には何か利点が……？
（会長）田町は商店がいくつかありました。鍛冶町には何もなかった。荒地でした。だから
選んだのですよ。開けていない方が市場としてのパイは大きい。それに、あとから大きくす
るにも土地の確保が容易だ。これは1つの経済原則ですよ。（笑）たまたま駅も近かったで
すね。

出所） 『まつびし 株式会社松菱社報  通巻30巻新年号』（株式会社松菱、1967年）6~7頁、『まつびし 創
業満40周年記念号 株式会社松菱社報  No. 148』（株式会社松菱、1977年）1頁。

備考） （2）の（花井）は聞き手の監理課花井準課長、（会長）は谷政二郎を指す。漢数字を算用数字に書
き換えている。
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（6）109昭和十一年浜松市の松菱開設反対運動とその背景

と
あ
る
点
か
ら
も
、
反
対
運
動
と
対
抗
運
動
と
が
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
や
は
り
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
全
体
的
経
過
を
探
る
必
要
性
が
あ

る
。
そ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
は
、
拙
稿
同
様
に
地
元
新
聞
を
活
用
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
の
作
業
と
な
る
。 

 　

表
1
・
2
か
ら
は
、
谷
が
松
菱
を
開
設
し
た
た
め
に
巻
き
起
こ
っ
た
反
対

運
動
の
大
方
の
概
要
が
把
握
で
き
る
。
一
方
で
は
、
熾
烈
な
反
対
運
動
が
表

面
化
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
全
体
像
を
捉
え
る
に
は
極
め
て
不

十
分
で
あ
る
と
の
解
釈
も
で
き
よ
う
。
次
節
か
ら
は
、
浜
松
市
の
松
菱
開
設

反
対
運
動
の
経
過
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
表
1
・
2
の
内
容
以
上
に
分
析
を

進
め
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
に
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
影
響
と
、
表
2
か

ら
み
え
る
よ
う
に
浜
松
駅
近
く
の
立
地
条
件
あ
る
い
は
土
地
の
確
保
や
市
場

問
題
を
念
頭
に
置
き
、
な
お
か
つ
支
店
開
設
が
困
難
な
時
期
に
開
設
を
進
め

た
手
腕
を
持
つ
谷
の
思
惑
と
松
菱
開
設
の
背
後
関
係
を
一
層
明
ら
か
に
し
、

同
時
に
浜
松
市
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展
の
視
点
か
ら
も
考
察
を
進
め
て
い

く）
14
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三
、
新
聞
記
事
か
ら
み
え
る
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
経
過 

 　

本
節
で
は
、当
時
の
静
岡
県
の
新
聞
と
し
て『
静
岡
民
友
新
聞
』（
以
下
、『
民

友
』）
と
『
静
岡
新
報
』（
以
下
、『
新
報
』）、お
よ
び
百
貨
店
新
聞
社
刊
行
『
百

貨
店
新
聞
』
か
ら
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
経
過
を
探
り
、
全
体
像
を
描
き
出

す
こ
と
に
す
る
。
民
政
党
系
の
『
民
友
』
に
は
、
多
く
の
関
連
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
『
民
友
』
を
中
心
に
、
政
友
会
系
の
『
新
報
』
と
『
百

貨
店
新
聞
』
は
『
民
友
』
を
補
完
す
る
形
で
使
用
し
、
時
間
の
経
過
に
し
た

が
っ
て
み
て
い
こ
う
。
最
初
に
松
菱
開
設
の
話
が
、『
民
友
』
に
掲
載
さ
れ

た
の
が
次
の
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
三
日
付
の
記
事
で
あ
っ
た
。 

 （
記
事
1
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
三
日
付）
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 「
デ
パ
ー
ト
進
出
に
脅
ゆ
る
浜
松
商
人　

す
で
に
鈴
木
幸
作
氏
と
の
間

に
敷
地
売
買
契
約
締
結
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
市
に
一
大
デ
パ
ー
ト
が
出
現
す
る
―
こ
の
デ
パ
ー
ト

の
正
体
は
厳
秘
と
な
っ
て
い
る
が
、
設
置
場
所
と
し
て
決
定
し
て
ゐ
る

の
は
浜
松
市
鍛
冶
町
百
二
十
番
地
浜
松
委
托
株
式
会
社
で
、
す
で
に
計

画
の
代
理
人
と
同
社
々
長
鈴
木
幸
作
氏
と
の
間
に
敷
地
四
百
坪
を
一
坪

四
百
円
総
額
十
六
万
円
を
以
て
売
買
契
約
を
締
結
し
、
同
社
で
は
こ
れ

が
た
め
に
、
そ
の
東
隣
元
浜
松
委
托
運
送
会
社
跡
に
移
転
す
る
こ
と
に

決
定
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
か
ら
、
従
来
屡
々
伝
へ
ら
れ
た
如
き
単
な
る
空

宣
伝
で
無
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
然
も
計
画
者
の
代
理
人
と
し
て
浜

松
委
托
会
社
の
買
収
契
約
に
調
印
し
た
の
は
名
古
屋
市
の
金
融
業
者
萩

原
某
と
い
ふ
の
み
で
、
果
し
て
何
人
の
委
托
を
受
け
て
買
収
し
た
か
は

関
係
方
面
に
も
厳
秘
に
付
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
こ
ろ
か
ら
、
早
く
も

種
々
の
怪
聞
や
憶
測
が
伝
へ
ら
れ
、
殊
に
浜
松
商
店
連
盟
で
は
こ
の
大

デ
パ
ー
ト
出
現
に
脅
え
、
二
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
商
工
会
議
所
に
役

員
会
を
開
き
、
こ
れ
が
対
策
を
練
る
処
で
あ
っ
た
。 

 　

浜
松
市
に
開
設
さ
れ
る
百
貨
店
の
正
体
は
「
厳
秘
」
と
記
さ
れ
、
百
貨
店
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の
正
式
な
名
称
も
見
当
た
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
見
出
し
に
み
え
る
「
鈴

木
幸
作
氏
と
の
間
に
敷
地
売
買
契
約
締
結
」
を
し
た
百
貨
店
に
つ
い
て
は
、

前
節
の
表
1
・
2
か
ら
以
後
「
松
菱
」
と
判
断
し
て
論
を
進
め
て
い
く
。
つ

ま
り
、表
2
（
1
）（
2
）
に
お
い
て
谷
政
二
郎
が
松
菱
の
候
補
地
と
し
て
「
鍛

冶
町
」
を
選
ん
だ
と
述
べ
て
い
た
の
で
、
こ
の
記
述
か
ら
も
「
一
大
デ
パ
ー

ト
」
と
は
松
菱
だ
と
大
凡
の
見
当
が
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
の
松
菱

と
契
約
し
た
誘
致
側
の
地
元
企
業
と
そ
の
社
長
が
、
鍛
冶
町
に
あ
る
「
浜
松

委
託
株
式
会
社
」（
以
下
、委
托
会
社
）社
長
の
鈴
木
幸
作
と
い
う
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る）

16
（

  

。

　

と
こ
ろ
が
、
委
托
会
社
と
契
約
調
印
し
た
松
菱
側
の
人
物
と
し
て
登
場
し

た
の
は
、
谷
で
は
な
く
「
名
古
屋
市
の
金
融
業
者
萩
原
某
」
で
あ
っ
た
こ
と

に
細
心
の
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
記
事
が
松
菱
開
設
に
関
す
る
地

元
新
聞
の
初
記
事
で
、
ま
だ
松
菱
開
設
の
背
後
関
係
が
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め

種
々
の
怪
聞
や
憶
測
の
段
階
で
あ
っ
た）

17
（

  

。
松
菱
開
設
に
つ
い
て
不
鮮
明
の
部

分
が
多
か
っ
た
と
は
い
え
、
即
刻
、
浜
松
商
店
連
盟
（
以
下
、
商
店
連
盟
）

で
は
商
工
会
議
所
に
お
い
て
役
員
会
を
開
い
て
対
策
を
練
り
始
め
た
。
こ
の

状
況
の
前
段
階
と
し
て
拙
稿
で
み
た
よ
う
に
浜
松
市
の
地
元
小
売
商
が
、
昭

和
五
年
の
時
点
で
は
松
坂
屋
の
出
張
販
売
に
か
な
り
脅
え
、
昭
和
七
年
に
は

白
木
屋
の
支
店
進
出
の
噂
が
立
つ
こ
と
で
呉
服
系
百
貨
店
進
出
問
題
に
神
経

を
尖
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た）

18
（

。   

 （
記
事
2
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
四
日
付）

19
（

   

 「
京
都
〝
丸
物
〞
浜
松
進
出
に
商
店
連
盟
対
策
狂
奔　

す
で
に
鍛
冶
町

通
り
に
敷
地
買
収
」 

 【
浜
松
発
】
既
報
、
浜
松
市
目
貫
通
り
鍛
冶
町
の
浜
松
委
托
株
式
会
社

敷
地
を
買
収
し
て
一
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
覆
面
デ

パ
ー
ト
の
正
体
は
、京
都
駅
前
に
本
店
を
置
き
岐
阜
、豊
橋
等
全
国
数
ヶ

所
に
支
店
を
有
す
る
資
本
金
百
五
十
万
円
の
丸
物
デ
パ
ー
ト
と
判
明
、

然
も
同
デ
パ
ー
ト
で
は
名
古
屋
市
の
萩
原
芳
朗
氏
を
手
先
に
去
る
十
二

日
委
托
会
社
と
の
間
に
仮
調
印
を
な
し
、
十
四
日
更
に
買
収
手
付
金

二
万
円
を
入
れ
て
本
契
約
が
締
結
し
た
こ
と
ま
で
明
瞭
と
な
り
、
浜
松

商
店
連
盟
の
狼
狽
は
そ
の
極
に
達
し
対
策
に
狂
奔
中
で
あ
る
。 

 「
地
元
商
人
結
束　

対
抗
せ
ん
大
デ
パ
ー
ト
を
建
て
」 

 

別
項
、
京
都
一
を
誇
る
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
浜
松
進
出
に
関
す
る
浜
松
商

店
連
盟
の
対
抗
策
と
し
て
は
、
単
に
百
貨
店
商
業
組
合
の
申
し
合
せ
規

約
を
盾
に
抗
議
を
申
し
込
ん
だ
り
、
商
工
省
に
陳
情
し
た
り
す
る
だ
け

で
は
何
等
の
効
目
が
な
い
と
い
ふ
の
で
、
斯
か
る
消
極
的
な
反
対
運
動

よ
り
も
む
し
ろ
こ
の
際
積
極
的
に
資
本
金
百
万
円
位
の
地
方
的
大
デ

パ
ー
ト
を
建
設
し
て
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
が
得
策
で
あ
る
と
い
ふ
意
見

が
有
力
と
な
り
、
前
記
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
よ
っ
て
最
も
打
撃
を

蒙
る
笠
井
屋
呉
服
店
や
金
井
屋
呉
服
店
等
一
流
商
店
を
網
羅
し
た
株
式

組
織
の
大
デ
パ
ー
ト
実
現
機
運
が
濃
厚
と
な
っ
て
来
た
。 

 　

翌
一
月
二
十
四
日
に
な
る
と
前
者
の
見
出
し
記
事
で
は
、「
覆
面
デ
パ
ー

ト
の
正
体
」
が
「
京
都
駅
前
に
本
店
を
置
」
く
「
丸
物
デ
パ
ー
ト
と
判
明
」

し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
丸
物
の
「
手
先
」
と
な
っ
て
い
る
「
名
古
屋
市
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の
萩
原
芳
朗
」
と
「
委
托
会
社
と
の
間
」
で
、す
で
に
「
仮
調
印
」
か
ら
「
本

契
約
」
の
「
締
結
」
ま
で
が
済
ま
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
商
店
連
盟

で
は
、
相
当
「
狼
狽
」
し
つ
つ
も
「
対
策
に
奔
走
中
で
あ
る
」
と
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

 　

そ
の
う
え
後
者
の
見
出
し
記
事
に
お
い
て
は
、「
浜
松
商
店
連
盟
の
対
抗

策
」
は
単
な
る
「
百
貨
店
商
業
組
合
の
申
し
合
せ
規
約
を
盾
に
」
し
た
抗
議

や
「
商
工
省
」
へ
の
「
陳
情
」
と
い
っ
た
も
の
で
は
「
何
等
の
効
目
が
な
い

と
い
ふ
」
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
消
極
的
な
反
対
運
動
」
で

は
な
く
「
積
極
的
に
資
本
金
百
万
円
位
の
地
方
的
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
」
す

る
方
向
で
の
対
抗
策
が
「
得
策
」
と
い
う
「
意
見
が
有
力
」
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
「
地
方
的
大
デ
パ
ー
ト
」
の
中
核
と
な
っ
て
店
名
が
あ
げ
ら
れ
た
の

は
先
述
の
「
笠
井
屋
呉
服
店
や
金
井
屋
呉
服
店
」
と
い
っ
た
地
元
の
老
舗
呉

服
店
で
あ
っ
た
。
と
く
に
笠
井
屋
は
享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
三
六
）
の
創

業
で
、
東
海
道
屈
指
の
呉
服
商
と
し
て
隆
盛
を
極
め
、
当
時
も
浜
松
市
を
代

表
す
る
豪
商
と
言
わ
れ
た
名
家
で
あ
っ
た）

20
（

  

。 

 （
記
事
3
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
六
日
付）

21
（

   

 「
丸
物
デ
パ
ー
ト
に
反
対
運
動　

浜
松
商
店
連
盟
大
童
」 

 【
浜
松
発
】
既
報
、
京
都
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
浜
松
進
出
計
画
に
対
す
る

浜
松
市
商
店
連
盟
の
反
対
運
動
は
愈
々
猛
烈
と
な
り
、
二
十
三
日
の
幹

部
会
で
三
十
名
の
委
員
を
挙
げ
て
徹
底
的
対
抗
策
に
関
し
秘
策
を
練
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
一
方
浜
松
商
工
会
議
所
で
も
同
デ
パ
ー
ト
が
日
本

百
貨
店
連
盟
員
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
、
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
の
定
款

に
よ
る
営
業
統
制
規
程
第
三
条
「
組
合
員
は
当
分
の
内
支
店
及
び
分
店

を
新
設
せ
ざ
る
も
の
と
す
、
但
し
形
式
上
別
個
の
経
営
に
属
す
る
物
と

雖
も
実
質
上
組
合
員
の
支
店
分
店
の
新
設
と
認
め
ら
る
べ
き
も
の
ま
た

同
じ
」
と
い
ふ
条
項
を
根
拠
と
し
て
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
進
出
が
、
そ
の

形
式
の
如
何
を
問
は
ず
、
こ
の
統
制
条
項
に
抵
触
せ
ざ
る
も
の
な
り
や

否
や
に
関
し
、
二
十
四
日
連
盟
宛
詰
問
状
を
発
し
、
そ
の
回
答
を
求
め

た
。 

 　

二
十
六
日
の
記
事
の
冒
頭
に
は
、「
京
都
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
浜
松
進
出
計

画
」
に
対
し
て
「
商
店
連
盟
の
反
対
運
動
は
愈
々
猛
烈
」
に
な
っ
た
と
具
体

的
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
商
店
連
盟
の
「
幹
部
会
」
に
お
い
て
「
徹
底
的
対

抗
策
に
関
し
秘
策
を
練
る
」
こ
と
で
一
致
団
結
し
、
す
ぐ
さ
ま
進
出
を
阻
止

す
る
反
対
運
動
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
日
本
百
貨
店
商
業

組
合
の
定
款
」
に
お
け
る
「
支
店
分
店
の
新
設
」
禁
止
の
規
定
ま
で
引
き
合

い
に
出
さ
れ
、
松
菱
開
設
が
そ
れ
に
「
抵
触
」
す
る
の
で
は
な
い
か
と
「
日

本
百
貨
店
商
業
組
合
」
に
対
し
て
「
詰
問
状
」
が
発
せ
ら
れ
て
い
た
。
新
聞

紙
上
を
賑
わ
せ
て
わ
ず
か
数
日
後
に
は
、
丸
物
の
支
店
か
ど
う
か
と
い
う
点

に
問
題
の
焦
点
が
移
っ
て
進
出
の
阻
止
策
を
講
じ
て
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
、
創
業
者
谷
の
思
惑
に
繋
が
っ
て
い
く
た
め
節
を
改
め
て
後
述
す
る
こ

と
に
す
る
。 

 （
記
事
4
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
二
日
付）

22
（

   

 「
浜
松
・
デ
パ
ー
ト
騒
動　

商
店
連
盟
・
鈴
木
幸
作
氏
め
が
け
て『
丸
物
』
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と
の
契
約
破
棄
を
詰
め
寄
る
」 

 【
浜
松
発
】
京
都
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
浜
松
進
出
に
狼
狽
し
、
大
童
の
阻

止
運
動
を
試
み
て
ゐ
る
浜
松
商
店
連
盟
で
は
、
殆
ど
連
日
に
わ
た
り
之

れ
が
対
策
を
協
議
の
結
果
、
い
よ
〳
〵
最
後
案
と
し
て
丸
物
と
の
敷
地

買
却
契
約
会
社
で
あ
る
浜
松
委
托
株
式
会
社
々
長
で
現
浜
松
商
工
会
議

所
会
頭
鈴
木
幸
作
氏
に
働
き
か
け
、
丸
物
と
の
契
約
破
棄
に
尽
力
、
労

を
依
頼
し
、
若
し
契
約
破
棄
が
成
功
せ
ね
ば
一
大
勇
猛
心
を
以
て
丸
物

に
対
抗
の
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
、
十
四
万
市
民
の
絶
対
的
支
持
を
受
け

て
丸
物
を
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
す
る
と
い
ふ
肚
を
か
た
め
、
一
両
日
中
に
代

表
者
を
挙
げ
て
鈴
木
氏
に
こ
の
旨
陳
情
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
。 

 　

二
月
に
入
っ
て
も
無
論
、松
菱
が
浜
松
市
へ
進
出
す
る
こ
と
に
対
す
る「
大

童
の
阻
止
運
動
」
は
続
け
ら
れ
た
。
商
店
連
盟
で
は
、懸
命
な
「
阻
止
運
動
」

の
「
最
後
案
」
と
し
て
委
托
会
社
社
長
鈴
木
に
、「
丸
物
と
の
契
約
破
棄
に

尽
力
、
労
を
依
頼
し
」
て
「
若
し
契
約
破
棄
が
成
功
」
し
な
け
れ
ば
、「
大

デ
パ
ー
ト
」
の
建
設
を
実
現
し
、
松
菱
に
対
抗
す
る
こ
と
を
決
断
し
て
陳
情

す
る
ま
で
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
鈴
木
が
当
時
の
商
工
会
議
所
会
頭
の
重
職
に

就
い
て
い
た
こ
と
と
、
商
店
連
盟
で
は
市
民
の
絶
対
的
支
持
を
得
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
読
み
が
あ
っ
た
二
点
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
菱

が
開
店
し
た
の
ち
の
状
況
が
表
1
（
3
）
の
浜
松
高
等
工
業
学
校
同
窓
会
会

誌
に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
市
民
の
目
は
松
菱
に
向
く
こ
と
と
な
っ
た
。

商
店
連
盟
の
自
信
は
、
当
初
の
予
想
と
大
き
く
外
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。 

 （
記
事
5
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
八
日
付）

23
（

   

 「
浜
松
の
『
丸
物
』
進
出
絶
対
的
の
も
の
と
な
る　

工
費
五
十
万
円
・

鉄
筋
八
階
建　

 

地
元
商
人
飽
迄
対
抗 

」 
 【
浜
松
発
】
京
都
丸
物
デ
パ
ー
ト
の
浜
松
進
出
計
画
は
地
元
商
店
連
盟

の
反
対
運
動
に
耳
も
か
さ
ず
、
そ
の
後
着
々
と
進
捗
し
目
下
の
処
そ
の

建
設
は
絶
対
的
の
も
の
と
な
っ
て
来
た
。
右
デ
パ
ー
ト
は
前
東
京
美
松

デ
パ
ー
ト
の
三
木
営
業
主
任
が
丸
物
を
バ
ッ
ク
に
工
費
五
十
万
円
で
八

階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
と
す
る
も
の
で
、
浜
松
委
托
会
社
と
の
契

約
で
は
来
る
五
月
三
十
一
日
限
り
建
物
の
一
切
を
取
払
ひ
、
六
月
一
日

よ
り
着
工
す
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
同
社
で
は
四
月
中
に
一
切
の
移

転
を
了
す
る
事
と
な
っ
て
ゐ
る
と
。 

 「
商
店
連
盟
の
対
策
」 

 

別
項
、
丸
物
を
バ
ッ
ク
と
す
る
八
階
建
大
デ
パ
ー
ト
は
地
元
中
小
商
業

者
の
反
対
等
は
一
切
眼
中
に
お
か
ず
、
飽
く
ま
で
浜
松
に
建
設
の
既
定

方
針
で
進
む
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
浜
松
商
店
連
盟
で
は
然
ら
ば
此

方
に
も
覚
悟
あ
り
と
ば
か
り
、
笠
井
屋
呉
服
店
を
中
心
に
そ
の
建
設
敷

地
と
な
っ
て
ゐ
る
現
在
の
駅
前
委
托
会
社
の
真
向
ひ
金
原
金
三
郎
氏
所

有
の
空
地
を
買
収
、
資
本
金
百
万
円
の
地
方
的
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す

べ
く
肚
を
か
た
め
一
切
の
準
備
を
進
め
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
某

大
商
店
で
も
連
繋
運
動
を
開
始
し
、
目
下
折
衝
を
重
ね
つ
ゝ
あ
り
、
成

行
を
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。 

 　

松
菱
が
敷
地
確
保
の
み
な
ら
ず
、
松
菱
側
の
担
当
者
と
し
て
「
三
木
営
業
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主
任
」
が
現
地
に
お
い
て
建
設
計
画
を
進
め
て
い
た
こ
と
や
、
具
体
的
な
工

費
、
建
造
物
の
規
模
な
ら
び
に
建
設
着
工
の
日
程
ま
で
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
「
前
東
京
美
松
デ
パ
ー
ト
の
三
木
営
業
主
任
」
を
目
立
た
せ
て
、
丸

物
関
係
者
を
表
沙
汰
に
し
な
か
っ
た
こ
と
が
汲
み
取
れ
る
。
三
木
の
出
自
を

わ
ざ
わ
ざ
記
者
に
話
し
、
東
京
の
百
貨
店
経
験
者
が
建
築
に
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
こ
と
に
も
谷
の
思
惑
が
隠
さ
れ
た
と
捉
え
た
い）

24
（

  

。

　

商
店
連
盟
で
は
、
笠
井
屋
を
中
心
に
松
菱
の
建
設
予
定
地
の
真
向
か
い
に
、

「
資
本
金
百
万
円
の
地
方
的
大
デ
パ
ー
ト
」
の
建
設
を
遂
行
す
る
「
肚
を
か

た
め
」
て
対
抗
す
る
べ
く
準
備
を
進
め
た
。
そ
の
一
方
で
新
た
に
「
某
大
商

店
」
が
商
店
連
盟
と
の
「
連
繋
運
動
」
を
始
め
、
両
者
の
「
折
衝
」
が
展
開

さ
れ
て
い
た
状
況
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
勘
案

し
て
、（
記
事
4
）
に
あ
っ
た
鈴
木
へ
の
交
渉
の
結
論
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

 （
記
事
6
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
一
日
付）

25
（

   

 「
丸
物
デ
パ
ー
ト
進
出　

反
対
運
動
一
頓
挫
か　

も
が
く
浜
松
商
店
連

盟
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
十
五
万
市
民
の
注
視
の
的
と
な
っ
て
ゐ
る
デ
パ
ー
ト

の
進
出
は
、
愈
々
実
現
の
第
一
歩
と
し
て
契
約
敷
地
で
あ
る
浜
松
駅
前

委
托
会
社
の
取
壊
し
を
開
始
し
、
九
分
通
り
片
づ
い
た
が
、
一
方
浜
松

商
店
連
盟
で
は
外
来
の
資
本
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
資
本
吸
収
に
困
難
な

事
情
を
も
た
ら
し
て
ゐ
る
や
う
で
、
今
の
処
反
対
運
動
も
一
頓
挫
の
形

で
あ
る
と
い
っ
て
一
旦
反
対
運
動
を
起
し
た
以
上
、
こ
の
ま
ゝ
放
置
し

て
も
置
け
ぬ
の
で
広
く
市
民
の
援
助
を
仰
ぎ
、
市
民
デ
パ
ー
ト
建
設
準

備
の
暗
躍
を
開
始
し
、
遠
か
ら
ず
何
等
か
の
形
と
な
っ
て
現
は
れ
る
筈

で
あ
り
、
成
行
を
注
視
さ
れ
て
ゐ
る
。 

 　

松
菱
の
実
現
は
委
托
会
社
の
取
壊
し
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
商
店
連
盟
で
は
対

抗
す
る
百
貨
店
を
「
地
方
的
大
デ
パ
ー
ト
」
か
ら
「
市
民
デ
パ
ー
ト
」
と
い

う
呼
称
に
変
え
て
「
建
設
準
備
」
に
動
き
始
め
た
。
そ
の
一
方
で
、「
外
来

の
資
本
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
資
本
吸
収
」
が
困
難
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、（
記
事
2
・
5
）
に
お
い
て
「
市
民
デ
パ
ー
ト
建
設
」
の
中
心

的
存
在
で
あ
っ
た
笠
井
屋
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
た

と
解
釈
で
き
る
記
述
で
あ
る
。

　

商
店
連
盟
に
よ
る
反
対
運
動
は
「
一
頓
挫
」
し
た
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
る
が
、「
一
旦
反
対
運
動
を
起
し
た
以
上
」、
こ
の
ま
ま
で
は
合
点
が
行
か

な
い
「
も
が
く
」
商
店
連
盟
の
姿
が
記
者
に
は
映
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

市
民
か
ら
の
援
助
を
期
待
し
て
松
菱
開
設
に
対
抗
し
た
地
元
小
売
商
に
よ
る

地
方
百
貨
店
が
出
現
す
る
様
相
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
静
岡
市
の
ケ
ー
ス

と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
お
け
る
反
対
運
動
側
の
結

束
の
醸
成
と
対
比
し
て
み
た
場
合
、
浜
松
市
の
商
店
連
盟
が
決
し
て
一
枚
岩

の
団
結
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
の
記
事
か
ら
受
け
取
れ
る）

26
（

  

。 

 （
記
事
7
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
十
一
日
付）

27
（

   

 「『
丸
物
』
浜
松
進
出
結
局
立
消
え　

契
約
破
棄
の
交
渉
進
む
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
市
鍛
冶
町
浜
松
委
托
株
式
会
社
跡
三
百
八
十
坪
の
敷
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地
へ
建
設
準
備
中
の
京
都
丸
物
百
貨
店
を
バ
ッ
ク
と
す
る
大
デ
パ
ー
ト

は
浜
松
商
店
連
盟
の
阻
止
運
動
効
を
奏
し
、
目
下
丸
物
代
表
た
る
名
古

屋
市
萩
原
芳
朗
氏
と
浜
松
委
托
会
社
々
長
で
あ
り
商
工
会
議
所
会
頭
た

る
鈴
木
幸
作
氏
と
の
間
に
契
約
破
棄
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
、

結
局
今
月
中
に
は
こ
れ
が
交
渉
成
立
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
い
よ
〳
〵
商
店
連
盟
で
は
笠
井
屋
を
中
心
に
市
民
デ
パ
ー

ト
の
実
現
に
一
路
邁
進
す
る
事
と
な
る
模
様
で
あ
る
。 

 　

こ
の
三
月
十
一
日
の
（
記
事
7
）
で
は
、
二
月
二
十
一
日
の
（
記
事
6
）

と
は
真
逆
の
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
萩
原
と
鈴
木
と
の
間
で

「
契
約
破
棄
の
交
渉
」
が
進
め
ら
れ
、（
記
事
4
）
で
報
じ
ら
れ
た
「
最
後
案
」

の
「
阻
止
運
動
」
が
奏
功
し
つ
つ
あ
る
と
把
握
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
り
商
店
連
盟
で
は
、
笠
井
屋
を
中
核
と
し
た
「
市
民
デ
パ
ー
ト
の
実
現

に
一
路
邁
進
」
し
始
め
て
い
た
。（
記
事
6
）
の
反
対
運
動
が
頓
挫
し
か
か
っ

て
い
た
状
況
と
は
、
一
変
し
た
反
対
運
動
側
の
勝
利
が
三
月
中
旬
に
伝
え
ら

れ
た
か
の
よ
う
に
み
て
と
れ
る
。 

 （
記
事
8
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
九
日
付）

28
（

   

 「『
丸
物
』
浜
松
進
出
闇
か
ら
闇
へ　

今
度
は
市
民
デ
パ
ー
ト
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
市
民
デ
パ
ー
ト
実
行
委
員
会
で
は
京
都
の
丸
物
が
手

に
入
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
浜
松
委
托
会
社
敷
地
を
買
収
し
て
、
市
民
百
貨

店
を
経
営
す
べ
く
浜
松
委
托
会
社
と
丸
物
と
の
間
に
結
ば
れ
た
売
買
契

約
を
破
棄
せ
し
む
る
こ
と
ゝ
な
り
、
こ
れ
が
実
現
に
狂
奔
し
て
ゐ
る
が
、

浜
松
委
托
会
社
も
市
民
デ
パ
ー
ト
の
資
本
金
三
分
の
二
を
棒
屋
（
中
村

藤
吉
氏
）
が
支
出
し
、
他
の
三
分
の
一
を
商
店
連
盟
に
お
い
て
支
出
す

る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
遂
に
丸
物
と
の
契
約
を
破
棄
し
、
い
よ
い
よ

市
民
デ
パ
ー
ト
実
行
委
員
会
へ
前
記
敷
地
の
売
却
を
決
意
、
丸
物
よ
り

不
動
産
（
敷
地
）
登
記
の
交
渉
あ
り
次
第
市
民
商
人
代
表
を
交
へ
て
懇

談
的
に
契
約
を
破
棄
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
ゝ
に
市
民
デ
パ
ー
ト
は
漸

く
実
現
の
曙
光
を
見
る
に
至
っ
た
。 

 　

商
店
連
盟
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
「
浜
松
市
民
デ
パ
ー
ト
実
行
委
員
会
」

は
、
松
菱
と
委
托
会
社
の
間
で
契
約
が
破
棄
さ
れ
た
敷
地
を
買
収
し
、
そ
こ

に
市
民
デ
パ
ー
ト
を
建
て
て
経
営
を
開
始
す
る
話
を
進
め
て
い
た
と
報
じ
ら

れ
、（
記
事
7
）
の
具
体
案
が
理
解
で
き
る
。
同
時
に
、
そ
の
「
市
民
デ
パ
ー

ト
の
資
本
金
三
分
の
二
を
棒
屋
（
中
村
藤
吉
氏
）
が
支
出
し
」、残
り
の
「
三

分
の
一
を
商
店
連
盟
」
が
出
資
す
る
合
同
案
で
市
民
デ
パ
ー
ト
が
実
現
す
る

将
来
の
可
能
性
が
書
か
れ
て
い
る
。（
記
事
5
・
7
）
で
は
、
市
民
デ
パ
ー

ト
の
中
核
は
笠
井
屋
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
記

事
に
お
い
て
棒
屋
に
変
更
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
大
変
関
心
が
湧
き
、
筆
者
は

棒
屋
の
存
在
が
委
托
会
社
と
松
菱
と
の
契
約
破
棄
に
お
い
て
効
果
が
あ
っ
た

と
解
し
て
い
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
（
記
事
5
）
の
最
後
に
お
い
て
商
店
連
盟
が
、
笠
井
屋
以
外

と
の
連
携
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
記
述
が
み
ら
れ
、そ
の「
某

大
商
店
」
が
棒
屋
で
あ
っ
た
と
推
察
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
棒
屋
の
出
現
が
、

委
托
会
社
社
長
鈴
木
の
意
向
を
変
え
さ
せ
た
と
汲
み
取
る
こ
と
も
で
き
、
笠
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井
屋
よ
り
も
棒
屋
の
方
が
商
工
会
議
所
内
で
も
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
商
店
連
盟
考
案
に
よ
る
市
民
デ
パ
ー
ト
の
中
核
の
存
在
が
入
れ

替
っ
た
こ
と
で
、
反
対
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
様
相
が
記
事
か
ら
み
て

と
れ
る
。
こ
の
棒
屋
の
中
村
藤
吉
に
つ
い
て
は
、
節
を
改
め
鈴
木
と
の
関
係

を
含
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。 

 （
記
事
9
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付）

29
（

   

 「
丸
物
側
強
硬　

あ
く
ま
で
も
浜
松
進
出　

浜
松
の
百
貨
店
騒
ぎ
な
ほ

続
く
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
駅
前
鍛
冶
町
の
浜
松
委
托
株
式
会
社
の
敷
地
四
百
坪

を
買
収
し
て
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す
べ
く
着
々
準
備
を
す
ゝ
め
つ
ゝ
あ

る
。
京
都
『
丸
物
』
は
地
元
浜
松
商
店
連
盟
の
反
対
に
遭
ひ
委
托
と
の

敷
地
受
渡
し
さ
へ
出
来
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
が
、
丸
物
と
し
て
は
こ
れ
ら

の
反
対
に
耳
を
か
さ
ず
、
飽
く
ま
で
既
定
方
針
に
基
き
工
費
三
十
五
万

円
を
以
て
六
階
建
の
大
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
筈
で
、
た
ゞ
地
元
の
反

対
運
動
が
こ
こ
暫
く
下
火
に
な
る
ま
で
敷
地
の
受
渡
し
を
四
月
三
十
日

ま
で
一
ヵ
月
延
期
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
然
る
後
一
気
呵
成
に
デ
パ
ー
ト

の
実
現
を
計
る
予
定
で
あ
る
。 

 「
旭
デ
パ
ー
ト
を
活
動
館
に
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
市
田
町
笠
井
屋
呉
服
店
横
へ
さ
き
に
新
設
さ
れ
た
旭

デ
パ
ー
ト
は
場
所
が
悪
く
、
そ
の
後
閉
鎖
の
止
む
な
き
に
至
り
今
日
に

至
っ
た
が
、
最
近
付
近
の
有
志
間
に
内
部
を
改
造
し
て
大
衆
向
活
動
常

設
館
と
す
べ
く
議
が
持
ち
上
り
、
こ
れ
が
実
現
に
奔
走
中
で
あ
る
が
、

商
店
の
発
展
策
と
し
て
も
十
分
に
可
能
性
が
あ
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。 

 　

こ
の
記
事
で
は
（
記
事
8
）
に
対
す
る
松
菱
側
の
方
針
が
報
じ
ら
れ
、「
飽

く
ま
で
既
定
方
針
」
を
「
強
硬
」
し
、
浜
松
市
へ
の
進
出
計
画
に
変
更
は
な

く
、
表
2
の
谷
の
述
懐
に
あ
る
事
業
に
対
す
る
信
念
と
一
致
す
る
。
谷
は
商

工
会
議
所
会
頭
で
も
あ
っ
た
鈴
木
を
誘
致
側
と
し
て
味
方
に
も
つ
け
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
地
元
小
売
商
に
よ
る
思
わ
ぬ
反
対
運
動
を
受
け
て
、
取
敢
え

ず
「
下
火
に
な
る
ま
で
敷
地
の
受
渡
し
」
日
を
「
一
ヵ
月
延
期
」
す
る
方
針

を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
表
2
に
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
、
谷
自
身
さ
え
も
「
不
安
」
か
ら
「
眠
れ
ぬ
夜
が
続
」
い
た
と
あ
る
。

そ
れ
に
加
え
て
委
托
会
社
の
鈴
木
も
改
め
て
思
案
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

迫
ら
れ
、
長
き
に
わ
た
る
攻
防
戦
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

 　

ま
た
、笠
井
屋
の
隣
地
に
新
設
さ
れ
た
「
旭
デ
パ
ー
ト
」
な
る
も
の
は
「
場

所
が
悪
く
、
そ
の
後
閉
鎖
」
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
「
内
部
を
改
造
し
て
大

衆
向
活
動
常
設
館
」
に
し
て
対
抗
策
の
一
つ
に
す
る
展
開
も
現
れ
て
い
た
。

旭
デ
パ
ー
ト
と
は
、
笠
井
屋
が
関
与
し
て
新
設
し
た
百
貨
店
も
ど
き
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
記
事
に
は
、
商
店
連
盟
内
で
棒
屋
側
と
笠
井
屋
側
に

分
か
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
文
面
が
現
れ
、
地
元
小
売
商
と
の
小
競
り
合

い
が
続
い
た
状
況
下
で
松
菱
開
設
の
準
備
が
一
歩
一
歩
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 （
記
事
10
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
付）

30
（

   

 「
京
都〝
丸
物
〞強
硬　

飽
く
迄
浜
松
進
出　

鍛
冶
町
通
り
を
新
に
買
収
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
駅
前
浜
松
委
托
株
式
会
社
跡
敷
地
を
買
収
し
て
大
デ
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パ
ー
ト
を
建
設
す
べ
く
着
々
準
備
を
進
め
つ
ゝ
あ
る
丸
物
は
、
現
在
の

敷
地
中
鍛
冶
町
三
松
館
通
り
寄
り
が
将
来
四
間
ば
か
り
道
路
拡
張
の
た

め
狭
め
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
補
ふ
た
め
隣
接
の
太
陽
自
動
車
会
社
所

在
地
（
遠
銀
所
有
）
百
六
十
坪
を
買
収
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
三
十
日
手

付
金
五
千
円
を
渡
し
て
買
収
契
約
を
締
結
し
た
。 

 　

松
菱
側
は
、
敷
地
の
受
け
渡
し
が
延
期
し
た
こ
と
に
た
だ
単
に
手
を
こ
ま

ね
い
て
反
対
運
動
が
下
火
に
な
る
時
期
を
待
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
記
事
か
ら
谷
が
地
元
小
売
商
に
対
抗
し
、
建
設
予
定
地
の
敷
地
の
拡
大

策
に
打
っ
て
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
反
対
運
動
が
生
じ
て
い
る
最

中
で
も
土
地
を
松
菱
へ
明
け
渡
す
者
が
、
浜
松
市
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は

当
時
の
反
百
貨
店
運
動
を
考
え
る
う
え
で
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
谷
が
、

そ
こ
に
目
を
つ
け
て
「
買
収
契
約
」
を
進
め
て
い
た
と
い
う
手
慣
れ
た
進
出

戦
略
も
勿
論
見
逃
せ
な
い
。
表
2
の
谷
が
述
べ
た
松
菱
開
設
は
、「
大
き
な

賭
け
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 （
記
事
11
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
六
日
付）

31
（

   

 「
京
都
丸
物
の
浜
松
進
出
実
現　

◇
…
…
七
階
の
大
建
物
で
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
駅
前
委
托
会
社
敷
地
を
手
に
入
れ
た
京
都
「
丸
物
」

デ
パ
ー
ト
は
既
に
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
終
了
し
、
近
く
建
築
に
着
手
す

る
模
様
で
あ
る
が
、
丸
物
デ
パ
ー
ト
浜
松
支
店
は
元
美
松
系
の
高
畠
営

業
主
任
ら
が
引
受
け
て
一
切
の
営
業
を
行
ふ
筈
。
建
築
は
七
階
建
で
地

下
室
を
食
料
品
、
六
階
を
食
堂
、
屋
上
を
公
園
と
し
、
デ
パ
ー
ト
は
最

初
明
年
四
月
開
店
の
予
定
で
あ
っ
た
が
六
月
に
な
る
模
様
で
あ
る
。 

 　

わ
ず
か
五
日
後
の
四
月
六
日
に
な
る
と
、
松
菱
の
建
設
が
真
実
味
を
帯
び

て
き
た
よ
う
な
記
事
が
み
え
始
め
た
。
こ
の
内
容
か
ら
は
昭
和
十
二
年
四
月

の
開
店
予
定
が
同
年
六
月
に
延
期
に
な
っ
た
が
、「
元
美
松
系
の
高
畠
営
業

主
任
ら
」
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
建
物
の
特
色
を
的
確
に
述
べ
た
よ
う

に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
丸
物
系
の
新
設
と
し
て
紙
面
を
飾
っ
て
い
た

松
菱
の
幹
部
社
員
は
、（
記
事
5
）
同
様
に
東
京
の
元
百
貨
店
の
社
員
が
主

力
に
な
っ
て
い
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
谷
は
丸
物
系
の
社
員
に
は
直
接

タ
ッ
チ
さ
せ
な
い
戦
術
を
と
っ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
み
て
き
て
も
谷
や
萩
原

に
代
わ
っ
て
、
美
松
と
い
う
東
京
に
お
い
て
営
業
を
経
験
し
て
き
た
ベ
テ
ラ

ン
百
貨
店
マ
ン
の
活
躍
が
松
菱
開
設
の
裏
側
に
存
在
し
て
い
た）

32
（

。
谷
は
、
松

菱
開
設
に
あ
た
っ
て
丸
物
関
係
者
に
よ
る
刺
激
を
な
る
べ
く
与
え
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
の
で
あ
ろ
う  

。 

 （
記
事
12
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
十
六
日
付）

33
（

   

 「
浜
松
市
民
百
貨
店
建
設
決
定　

地
階
共
九
階
の
豪
壮
建
物
で　

工
事

着
手
は
七
月
頃
」 

 【
浜
松
発
】
浜
松
市
田
町
『
棒
屋
』
中
村
藤
吉
氏
等
が
中
心
と
な
っ
て

奔
走
中
で
あ
っ
た
丸
物
デ
パ
ー
ト
に
対
抗
の
市
民
百
貨
店
は
い
よ
い
よ

建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
敷
地
は
鍛
冶
町
現
棒
屋
支
店
を

拡
張
し
た
も
の
で
、
建
物
は
地
上
塔
屋
と
も
八
階
、
地
下
一
階
、
計
九

階
で
、
延
坪
二
千
有
余
坪
、
高
さ
地
上
九
十
三
尺
、
最
高
百
十
三
尺
で
、
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地
下
室
は
食
堂
、
買
上
品
渡
し
場
、
各
階
は
商
品
売
場
に
充
て
、
六
階

に
も
食
堂
を
設
け
、
七
階
は
ホ
ー
ル
そ
の
他
の
催
し
物
に
充
て
る
こ

と
ゝ
な
っ
て
ゐ
る
。
南
正
面
入
口
か
ら
見
付
の
と
こ
ろ
に
大
階
段
と
超

速
度
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
二
台
を
併
列
し
て
各
階
に
通
ず
る
来
客
の
便
を

計
り
、
冷
房
、
暖
房
の
装
置
を
設
備
し
て
四
季
同
一
の
暖
度
を
保
つ
た

め
電
気
フ
ロ
ン
を
以
て
完
全
な
る
喚
気
を
行
ふ
や
う
に
な
っ
て
ゐ
る
。

工
事
着
手
は
六
、七
月
の
予
定
で
あ
る
。 

 　

こ
れ
は
、（
記
事
10
・
11
）
の
松
菱
の
進
捗
状
況
に
関
す
る
対
抗
的
な
内

容
に
対
し
て
、「『
棒
屋
』
中
村
藤
吉
等
が
中
心
と
な
っ
」
た
「
浜
松
市
民
百

貨
店
」
の
建
設
が
間
近
で
あ
る
こ
と
を
大
き
く
知
ら
せ
て
く
れ
る
記
事
と

な
っ
て
い
る
。
構
想
中
の
建
物
内
に
お
け
る
売
場
の
実
状
が
、
松
菱
に
比
べ

て
は
る
か
に
子
細
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。「
地
階
共
九
階
の
豪
壮
建
物
」
と

の
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
見
出
し
か
ら
も
、
松
菱
よ
り
大
き
な
市
民
デ
パ
ー
ト

を
建
設
す
る
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
市
民
デ
パ
ー
ト
建
設
の
背
後
に
は
、
三

月
下
旬
頃
か
ら
新
聞
記
事
に
急
浮
上
し
て
き
た
棒
屋
の
中
村
藤
吉
な
る
人
物

が
存
在
し
、
彼
が
浜
松
市
の
小
売
商
の
な
か
で
有
力
な
商
店
経
営
者
で
あ
っ

た
こ
と
が
汲
み
取
れ
る
。 

 　

さ
て
『
百
貨
店
新
聞
』（
以
下
、『
百
貨
店
』）
に
は
、
松
菱
開
設
に
関
し

て
五
つ
の
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
最
初
の
記
事
は
五
月
中
旬
に
み
ら
れ

た
。
次
の
『
百
貨
店
』
の
一
つ
目
の
記
事
に
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
が
書
か

れ
て
い
た
の
か
を
記
者
の
観
点
に
も
注
意
し
つ
つ
検
証
し
、こ
れ
ま
で
の『
民

友
』
の
記
事
を
補
う
意
味
で
比
較
も
含
め
て
論
を
深
め
て
い
こ
う
。 

 （
記
事
13
）『
百
貨
店
新
聞
』
昭
和
十
一
年
五
月
十
八
日
付）

34
（

   

 「
浜
松
市
に
突
如
棒
屋
百
貨
店
出
現
―
萩
原
、
中
村
両
氏
一
騎
打　

軍

配
は
果
し
て
何
れ
に
―
」 

 

今
春
浜
松
市
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
鍛
冶
町
に
嘗
て
麻
業
界
に
雄
飛
し

た
萩
原
合
資
会
社
々
長
萩
原
芳
朗
氏
を
経
営
者
と
す
る
敷
地
五
〇
〇
坪
、

総
建
坪
二
、〇
〇
〇
坪
、
地
下
一
階
、
地
上
六
階
の
萩
原
氏
経
営
（
通

称
丸
物
）
の
百
貨
店
が
出
現
す
る
と
伝
へ
ら
れ
、
新
春
早
々
浜
松
市
の

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
兎
角
業
界
の
話
題
に
の
ぼ
っ
た
が
、
そ
の
後

資
本
的
工
作
も
略
成
り
資
本
金
八
十
万
円
（
内
三
十
万
円
借
入
）
の
株

式
組
織
に
決
定
を
見
た
が
、
重
役
連
は
萩
原
氏
の
親
族
関
係
を
網
羅
し

た
も
の
で
、
実
際
的
に
同
族
会
社
の
形
態
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
又

設
計
図
等
も
完
成
し
、
先
月
中
旬
県
庁
へ
建
築
認
可
を
届
け
出
た
が
、

未
だ
に
認
可
が
下
り
ず
用
意
万
端
整
っ
て
も
建
築
工
事
に
着
手
不
能
で

や
ゝ
行
悩
ん
で
ゐ
る
形
で
あ
る
。
し
か
る
に
突
如
通
称
丸
物
の
敷
地
に

対
峙
し
て
浜
松
市
に
於
け
る
有
数
な
る
実
業
家
棒
屋
商
店
主
中
村
藤
吉

氏
を
経
営
主
と
す
る
資
本
金
百
万
円
（
内
七
割
は
中
村
氏
負
担
）、
敷

地
三
〇
〇
坪
、
建
坪
二
、〇
〇
〇
坪
、
地
下
一
階
、
地
上
六
階
の
棒
屋

百
貨
店
が
設
立
さ
れ
る
事
と
な
り
、
現
在
の
予
定
で
は
本
年
七
月
工
事

着
手
、
明
春
三
月
に
竣
成
す
る
筈
で
工
事
請
負
店
も
竹
中
組
と
決
定
を

見
て
ゐ
る
と
云
は
れ
、
建
築
許
可
を
既
に
許
可
さ
れ
着
々
と
準
備
を
進

め
て
ゐ
る
模
様
で
あ
る
。
従
っ
て
最
近
に
於
け
る
浜
松
市
は
萩
原
氏
経

営
（
通
称
丸
物
）
と
棒
屋
百
貨
店
を
中
心
に
種
々
な
噂
が
乱
れ
飛
び
、

市
民
の
注
視
の
的
と
な
っ
て
ゐ
る
が
、
浜
松
市
の
小
売
店
並
に
専
門
店
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の
支
持
を
う
け
て
、
環
境
的
に
有
利
な
立
場
に
あ
る
棒
屋
百
貨
店
が
一

足
先
に
百
貨
店
界
に
登
場
す
る
か
、
資
本
的
に
脆
弱
性
の
称
あ
る
棒
屋

百
貨
店
の
実
現
性
を
否
定
し
て
、
環
境
的
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
通
称

丸
物
が
荊
道
を
切
抜
け
て
初
志
を
貫
徹
す
る
か
、
ど
ち
ら
に
軍
配
が
あ

が
る
か
全
く
混
沌
た
る
状
態
で
、
そ
の
成
行
は
業
界
を
初
め
各
方
面
か

ら
多
大
の
関
心
を
も
っ
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
。 

 　
『
百
貨
店
』
で
は
、
松
菱
の
「
重
役
連
は
萩
原
氏
の
親
族
関
係
」
で
占
め

た
「
同
族
会
社
の
形
態
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事

は
そ
の
「（
通
称
丸
物
）」
と
、（
記
事
8
）
で
み
た
よ
う
に
資
本
金
三
分
の

二
を
出
資
す
る
「
浜
松
市
に
於
け
る
有
数
な
る
実
業
家
棒
屋
商
店
主
中
村
藤

吉
氏
を
経
営
主
と
す
る
」
対
抗
馬
の
「
棒
屋
百
貨
店
」
の
二
つ
が
開
設
さ
れ

る
予
定
を
強
調
し
て
い
た
。
こ
の
記
事
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
地
元
棒
屋
が
「
環

境
的
に
有
利
な
立
場
」
に
あ
る
が
ゆ
え
に
一
歩
先
に
建
物
が
完
成
す
る
か
、

建
設
認
可
は
ま
だ
で
あ
る
も
の
の
資
本
的
に
盤
石
な
松
菱
が
荊
の
道
を
乗
り

越
え
て
百
貨
店
を
完
成
さ
せ
る
か
が
、
浜
松
市
以
外
か
ら
も
関
心
が
寄
せ
ら

れ
る
ほ
ど
の
焦
点
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

 　

百
貨
店
建
設
の
た
め
の
資
本
額
で
は
、
一
見
棒
屋
の
方
が
上
で
あ
る
も
の

の
「
資
本
的
に
脆
弱
性
の
称
あ
る
棒
屋
百
貨
店
」
は
実
現
し
な
い
可
能
性
が

あ
る
と
百
貨
店
新
聞
社
の
記
者
が
見
抜
き
、
見
出
し
の
タ
イ
ト
ル
の
両
経
営

者
の
百
貨
店
の
「
一
騎
打
」
ち
の
表
現
で
記
事
を
ま
と
め
て
い
る
。
百
貨
店

側
の
観
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、『
民
友
』
で
は
明
確
で
は
な

か
っ
た
萩
原
芳
朗
な
る
人
物
の
素
性
が
把
握
で
き
る
。
こ
の
記
事
と『
民
友
』

の
（
記
事
1
）
か
ら
（
記
事
12
）
ま
で
と
組
み
合
わ
せ
る
と
一
段
と
反
対
運

動
の
経
過
が
鮮
明
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
『
百
貨
店
』
に
お
い
て
も
萩
原

と
谷
お
よ
び
丸
物
と
の
関
係
が
今
一
歩
不
分
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
関
係
に
つ

い
て
は
後
節
に
詳
述
す
る
。 

 　

さ
て
、『
新
報
』
に
書
か
れ
て
い
た
記
事
を
活
用
し
た
ケ
ー
ス
は
、
小
冊

子
『
思
い
出
の
松
菱
展
』
と
先
行
文
献
で
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
松
菱

開
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、『
民
友
』
の
記
者
が
取
材
し
た
内
容
が
前
面

に
押
し
出
さ
れ
市
民
に
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

重
要
な
動
向
に
関
し
て
は
『
新
報
』
も
取
り
上
げ
て
い
た
。
そ
の
内
容
が
次

の
記
事
に
み
ら
れ
た
。 

 （
記
事
14
）『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
五
月
十
九
日
付）

35
（

   

 「
百
貨
店
進
出
を
商
連
阻
止
陳
情　

浜
松
か
ら
代
表
出
県
」 

 

浜
松
市
の
中
小
商
工
業
者
を
脅
か
す
百
貨
店
の
進
出
は
同
市
中
村
藤
吉

氏
申
請
に
か
ゝ
る
市
民
デ
パ
ー
ト
に
次
い
で
、
今
回
京
都
丸
物
を
資
本

系
統
と
す
る
松
越
百
貨
店
の
設
立
認
可
決
定
で
、
中
小
商
工
業
者
は
大

脅
威
を
来
し
、
浜
松
商
店
連
盟
で
は
松
越
の
進
出
に
絶
対
反
対
し
、
高

柳
理
事
長
外
二
十
一
名
は
十
八
日
大
挙
出
県
、
神
田
商
工
課
長
、
斎
藤

知
事
と
会
見 

 

松
越
の
認
可
を
取
消
す
か
、
又
は
市
民
デ
パ
ー
ト
と
合
同
し
浜
松
市

の
百
貨
店
を
一
ヶ
所
に
す
る
様
御
配
慮
あ
り
た
い 

 

と
陳
情
し
た
。 
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松
菱
で
は
な
く
「
松
越
」
と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
新
聞
情
報

の
不
確
か
さ
の
点
で
気
に
な
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
（
記
事
13
）
で
は
ま

だ
松
菱
に
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
建
築
認
可
が
下
り
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
見
出
し
の
通
り
「
阻
止
陳
情
」
の
た
め
商
店
連
盟
か

ら
「
高
柳
理
事
長
外
二
十
一
名
」
が
「
大
挙
出
県
」
し
、「
神
田
商
工
課
長
、

斎
藤
知
事
と
会
見
」
し
て
い
た
。
加
え
て
、
陳
情
の
内
容
が
松
菱
の
「
認
可

を
取
消
す
か
」、
そ
れ
と
も
「
市
民
デ
パ
ー
ト
と
合
同
」
に
し
て
「
浜
松
市

の
百
貨
店
を
一
ヶ
所
に
す
る
」
か
の
内
容
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
詳
し
い
内
容

は
、
次
の
同
日
付
け
の
『
民
友
』
の
記
事
か
ら
判
明
す
る
。 

 （
記
事
15
）『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
五
月
十
九
日
付）

36
（

   

 「
デ
パ
ー
ト
進
出
に
浜
松
商
店
連
盟
起
つ　

代
表
者
出
県
阻
止
運
動
」 

 

静
岡
に
反
産
運
動
が
展
開
さ
れ
て
未
だ
ケ
リ
も
つ
か
な
い
今
日
こ
の
頃

浜
松
市
で
も
デ
パ
ー
ト
騒
動
が
捲
き
起
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
人
口

十
八
万
を
数
ふ
る
浜
松
市
に
は
現
在
一
つ
も
デ
パ
ー
ト
が
無
く
、
今
月

初
め
中
村
藤
吉
氏
が
個
人
名
義
を
以
て
デ
パ
ー
ト
建
築
を
出
願
し
、
浜

松
市
商
店
連
盟
で
も
こ
れ
を
認
め
て
支
持
を
決
議
し
、
中
小
商
人
自
ら

の
手
に
よ
り
市
民
デ
パ
ー
ト
建
築
に
猛
進
し
て
ゐ
た
と
こ
ろ
、
数
日
前

同
市
萩
原
某
な
る
名
義
に
よ
り
同
じ
く
デ
パ
ー
ト
設
立
の
申
請
あ
り
、

そ
の
許
可
も
発
令
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
報
に
驚
い
た
の
は
市
民
デ

パ
ー
ト
を
支
持
し
た
商
人
側
で
、
今
朝
同
連
盟
理
事
長
高
柳
儀
作
氏
外

二
十
三
名
の
代
表
者
出
県
、
斎
藤
知
事
、
商
工
課
長
に
対
し
、 

 

浜
松
市
に
二
つ
百
貨
店
を
作
る
事
は
統
制
上
か
ら
も
、
又
小
売
商
人

の
利
益
擁
護
の
上
か
ら
も
認
め
る
事
は
出
来
ぬ 

 

と
新
出
願
に
反
対
し
、
こ
れ
を
一
つ
に
統
一
す
る
様
要
望
し
た
。
商
店

側
で
は
新
出
願
者
の
背
後
に
は
京
都
の
丸
物
百
貨
店
が
動
い
て
ゐ
る
こ

と
を
強
調
し
、
こ
れ
と
共
に
丸
物
系
デ
パ
ー
ト
の
代
弁
者
と
し
て
浜
松

商
工
会
議
所
会
頭
鈴
木
幸
作
氏
が
商
工
団
体
の
意
向
を
無
視
し
て
暗
躍

し
、
我
等
の
利
益
を
奪
ふ
も
の
で
あ
る
と
憤
っ
て
ゐ
る
。
県
と
し
て
は

す
で
に
両
デ
パ
ー
ト
に
対
し
て
許
可
を
与
へ
て
ゐ
る
関
係
上
、
こ
れ
を

如
何
に
処
理
す
べ
き
か
に
迷
っ
て
を
り
、
今
後
の
成
行
が
注
目
さ
れ
る
。 

 　

こ
の
記
事
の
冒
頭
で
静
岡
市
に
お
い
て
「
未
だ
ケ
リ
も
つ
か
な
い
」
反
産

運
動
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
触
れ
て
お
り
、
松
坂
屋
の
開
設
後
も
静
岡
市
に

お
い
て
地
元
小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動
が
鎮
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

拙
稿
で
考
察
し
た
よ
う
に
静
岡
駅
前
反
対
運
動
時
の
浜
松
市
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
商
工
会
議
所
の
理
事
の
談
話
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

既
述
の
通
り
昭
和
七
年
時
点
で
は
浜
松
市
に
対
し
て
は
白
木
屋
の
支
店
進
出

が
噂
さ
れ
、
そ
れ
以
前
の
昭
和
五
年
で
は
松
坂
屋
の
出
張
販
売
騒
動
が
起

こ
っ
た
ほ
ど
で
、
浜
松
市
は
絶
え
ず
呉
服
系
百
貨
店
の
営
業
攻
勢
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
き
た
県
内
で
は
静
岡
市
と
双
璧
の
有
望
な
地
方
都
市
で
あ
っ
た）

37
（

。

し
た
が
っ
て
、
記
者
は
両
都
市
の
情
勢
を
注
視
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う  

。 
 　

一
月
か
ら
巻
き
起
こ
っ
て
い
た
松
菱
開
設
反
対
運
動
は
、
五
月
の
時
期
に

お
い
て
最
終
段
階
に
き
て
い
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
松
菱
開
設
の
対
抗
策
で

あ
っ
た
棒
屋
の
百
貨
店
化
に
つ
い
て
は
、
商
店
連
盟
の
支
持
に
お
い
て
市
民

デ
パ
ー
ト
と
し
て
実
現
に
向
け
猛
進
し
、
松
菱
よ
り
も
早
く
の
完
成
を
目
指
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し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
松
菱
（
谷
）・
萩
原
側
に
対
し
て
県
が
建
設
を
認

可
し
た
こ
と
が
、
商
店
連
盟
の
代
表
者
が
知
事
に
直
談
判
を
申
し
込
む
事
態

を
招
い
た
。
拙
稿
で
は
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
お
け
る
誘
致
側
の
地
元
企
業

の
動
向
に
着
目
し
た
。

　

本
稿
の
松
菱
誘
致
に
成
功
し
た
鈴
木
に
関
し
て
は
、
次
節
で
み
て
い
き
た

い
。
鈴
木
を
検
討
す
る
理
由
と
し
て
は
、
行
政
と
は
異
な
る
が
中
立
の
立
ち

位
置
を
キ
ー
プ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
商
工
会
議
所
の
会
頭
で
あ
っ
た
鈴
木

が
商
工
団
体
を
無
視
し
て
暗
躍
し
た
と
ま
で
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
再
び
松
菱
開
設
ま
で
の
経
過
を
追
っ
て
い
こ
う
。
静
岡
の
両
新

聞
に
は
六
月
上
旬
の
記
事
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
が
、『
百
貨
店
』
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。 

 （
記
事
16
）『
百
貨
店
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
一
日
付）

38
（

   

 「
難
産
だ
っ
た
浜
松
百
貨
店　

店
名
は
松
菱
」 

 

浜
松
市
鍛
冶
町
に
萩
原
芳
朗
氏
を
経
営
主
と
す
る
百
貨
店
が
計
画
さ
れ
、

建
築
認
可
未
下
附
の
た
め
待
機
中
で
あ
る
と
は
既
報
の
如
く
で
あ
る
が
、

五
月
十
六
日
附
で
建
築
認
可
も
下
附
さ
れ
た
の
で
愈
々
六
月
上
旬
よ
り

工
事
に
着
手
す
る
筈
で
、
問
題
視
さ
れ
て
ゐ
る
店
名
は
ど
う
や
ら
「
松

菱
」
に
落
ち
つ
く
模
様
で
あ
る
。 

 　
（
記
事
14
）
で
は
「
松
越
」
と
書
か
れ
、
そ
れ
以
前
で
は
丸
物
系
列
と
さ

れ
て
い
た
店
名
が
「
松
菱
」
と
よ
う
や
く
定
ま
り
、
そ
の
店
名
が
ど
う
や
ら

「
問
題
視
」
さ
れ
て
い
た
と
あ
る
。
松
菱
開
設
時
の
「
経
営
主
」
は
あ
く
ま

で
も
萩
原
で
あ
り
、
丸
物
系
列
を
悟
ら
れ
る
店
名
を
付
け
な
か
っ
た
こ
と
が

そ
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
店
名
は
建
築
許
可
が
認

め
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
て
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、

（
記
事
13
）
以
前
の
五
月
十
六
日
に
建
築
許
可
を
受
け
て
い
た
こ
と
も
読
み

取
れ
る
。
し
た
が
っ
て
『
民
友
』『
新
報
』
両
新
聞
の
五
月
十
九
日
付
（
記

事
14
・
15
）
に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
商
店
連
盟
の
理
事
長
以
下
二
十
数

名
が
県
へ
の
陳
情
に
出
向
い
た
こ
と
は
無
駄
足
と
な
り
、
松
菱
は
六
月
上
旬

か
ら
建
設
に
着
手
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
た
。
松
菱
側
は
、
百
貨
店
法
案
成
立

の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
た
時
期
と
重
な
っ
た
た
め
に
反
対
運
動
の
圧
力
を

受
け
つ
つ
、
当
初
よ
り
数
カ
月
遅
れ
と
な
っ
た
も
の
の
、
遂
に
建
設
の
目
途

が
立
っ
た
。 

 　

こ
の
の
ち
『
民
友
』
に
は
、
立
て
続
け
に
松
菱
の
建
築
工
事
に
関
す
る
記

事
が
現
れ
る
。
表
3
の
（
記
事
17
）
に
は
松
菱
建
設
に
対
す
る
激
し
い
阻
止

運
動
を
へ
て
、
六
月
十
五
日
頃
地
鎮
祭
が
執
行
さ
れ
た）

39
（

。
そ
の
後
に
建
設
工

事
に
着
手
で
き
、
年
内
に
建
物
が
竣
工
し
仮
営
業
の
予
定
ま
で
記
さ
れ
て
い

る  

。
名
称
に
つ
い
て
は
「
京
都
丸
物
系
松
菱
百
貨
店
」
と
表
現
さ
れ
、
松
菱

側
と
し
て
は
丸
物
を
表
立
っ
て
出
し
た
く
は
な
い
が
、
こ
れ
以
上
防
ぐ
手
立

て
は
難
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

翌
日
の
（
記
事
18
）
に
は
、松
菱
の
み
な
ら
ず
棒
屋
ま
で
が
六
月
の
「
二
十

日
前
後
か
ら
建
設
に
着
手
す
る
」
予
定
が
書
か
れ
て
い
る）

40
（

。
二
つ
の
百
貨
店

の
「
建
築
材
料
」
で
あ
る
「
骨
組
と
な
る
鉄
材
は
全
部
大
阪
」
か
ら
浜
松
駅

に
殺
到
す
る
状
況
下
で
、
駅
自
体
が
「
デ
パ
ー
ト
合
戦
の
直
接
影
響
で
大
繁

忙
を
呈
し
て
ゐ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た  

。
こ
れ
は
、
近
代
的
大
型
百
貨
店
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が
建
設
さ
れ
る
う
え
で
の
直
接
的
効
果
が
現
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な

記
事
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
都
市
に
お
け
る
百
貨
店
の
出
現
に
は
店
員
の

雇
用
面
だ
け
で
な
く
、
建
設
材
料
に
つ
い
て
も
景
気
を
上
向
き
に
さ
せ
る
即

効
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
記
事
で
あ
る
。

　
（
記
事
19
）
に
は
、
六
月
十
八
日
午
前
十
時
に
松
菱
の
建
築
工
事
の
「
起

工
式
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
ま
で
載
せ
ら
れ
て
い
る）

41
（

。
挙
行
直
後
に
七
階
建
て

の
松
菱
の
着
工
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、「
総
工
費
」が「
六
十
万

円
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
建
物
の
威
容
が
想
像
で
き
る  

。 
 　

松
菱
側
が
建
築
許
可
を
受
け
て
阻
止
運
動
が
失
敗
し
て
以
後
、
ど
の
よ
う

な
対
抗
運
動
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
記
事
を
表
4
に
一
覧
に

し
て
み
た
。（
記
事
20
）
の
見
出
し
に
あ
る
よ
う
に
商
店
連
盟
を
中
軸
と
す

る
市
民
デ
パ
ー
ト
は
、（
記
事
12
）
に
あ
っ
た
当
初
計
画
さ
れ
た
「
地
階
共

九
階
の
豪
壮
建
物
」
よ
り
や
や
低
い
七
階
建
て
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
た）

42
（

  

。
棒
屋
の
中
村
は
、（
記
事
8
）
と
（
記
事
13
）
に
書
か
れ
て
い
た
よ

う
に
市
民
デ
パ
ー
ト
の
建
設
資
金
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
予
定
に
な
っ
て

い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
中
村
は
、
市
民
デ
パ
ー
ト
と
は
別
に
中
村
個

人
と
し
て
素
早
く
「
百
貨
店
仮
営
業
所
」
を
建
設
・
竣
工
・
開
業
し
、
松
菱

に
一
歩
先
ん
じ
た
経
営
戦
略
に
踏
み
出
し
て
い
た
。
静
岡
市
の
田
中
屋
が
、

松
坂
屋
よ
り
一
年
前
に
百
貨
店
化
し
て
い
た
こ
と
と
類
似
し
て
お
り
、
中
村

の
進
取
的
な
活
動
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
反
対
運
動
側
の
対
抗
策

と
し
て
は
、
市
民
デ
パ
ー
ト
建
設
と
棒
屋
に
よ
る
先
行
的
な
仮
営
業
の
開
始

が
あ
っ
た
。
た
だ
し
（
記
事
18
）
に
は
「
棒
屋
の
高
層
楼
」
と
表
現
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
市
民
デ
パ
ー
ト
の
こ
と
か
個
人
の
こ
と
か
、
新
聞
の
一
記
事

表3　松菱の建築工事に関する記事一覧

（記事17）『静岡民友新聞』昭和11年6月13日付：「松菱百貨店愈々地鎮祭　15日から工事に着手」

【浜松発】揉みに揉んだ浜松のデパート建設騒ぎはどうやら火の手が静まったが、飽くまで頑張り
浜松駅前の浜松委托株式会社敷地跡に建つ京都丸物系松菱百貨店は、いよいよ今月15日頃に地鎮祭
を執行、直に建築工事に着手する段取となったが、同デパートは写真の如く7層建（地下を加へて8層）
の堂々たるもので、年内に3層建位を竣工し仮営業を開始の運びである。（写真はその建築模型）
（記事18）『静岡民友新聞』昭和11年6月14日付：「百貨店建設競争で浜松駅は転手古舞　片や松菱・
片や棒屋の高層楼　建築材料早くも殺到」
【浜松発】浜松市の丸の内街を現出する松菱デパート・棒屋デパートの二大高層楼はいよいよ今月

20日前後から建設に着手するので、之が建築材料は早くを浜松駅に殺到しつゝあり、之が骨組となる
鉄材は全部大阪より入荷の予定で、11日同駅へ材料輸送に関し大阪から打合わせがあった。両デパー
トに使用される鉄材は総トン数、実に800余トンに達し、之が輸送に要する貨車は10トン貨車積みに
して80車の多きに達するが、その他に木材、セメント石材等が相当多数に上るので、同駅ではデパー
ト合戦の直接影響で大繁忙を呈してゐる。
（記事19）『静岡民友新聞』昭和11年6月19日付：「松菱百貨店起工式」
浜松駅前鍛冶町御幸通りに総工費60万円を以て建築企画中の松菱百貨店は、いよいよ18日午前10

時より起工式を挙行し、直ちに7階の高層楼建築に着工することとなった。
備考）漢数字を算用数字に書き換えている。
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表4　松菱建設認可以後の対抗運動の記事一覧

（記事20）『静岡民友新聞』昭和11年6月21日付：「松菱デパートに商店連盟対抗　華々しき商業戦」
【浜松発】浜松商店連盟を中心とする市民デパートは松菱デパートの向ふを張って近く発企人を決定、100万
円の株式を以て現在の田町棒屋支店及び喜久本旅館、信友会社敷地に堂々 7階建の大建築を行ふことゝなったが、
一方棒屋中村藤吉氏は安田銀行際の300坪に百貨店仮営業所を建設中のところ竣工したので、20日午前10時よ
り落成式を挙行、来る27日華々しく開業の運びとなった。
（記事21）『静岡民友新聞』昭和11年6月26日付：「デパート対抗　専門店で行く　浜松中小商業者憤起」
【浜松発】大資本をバックとするデパート阻止運動に失敗した浜松市内の中小商業者は、これら百貨店並に産
業組合の不当進出、消費組合の発展等に対抗、今後に備えるため今回『浜松専門店会』を組織し、25日午前11
時より田町共生会館において発会式を挙げたが、今後同業者殊に専門店は各その特売を主眼に大に団結をなし、
共同の偉力によって旧来の信用を確保し、営業の向上隆盛を計ることゝし、左記事業を行ふ筈である。なほ会
長には現商店連盟会長高柳儀作氏が当り、当分田町石橋屋洋品店に仮事務所を置くことゝなった。
　一、専門店の特徴を宣伝広告　　　　　　一、専門店の経営とその商業の研究
　一、団体力による得意先の開拓　　　　　一、共同売出し出張販売展覧会開催
　一、営業経費の節約並に店員指導研究　　一、会報及顧客名簿その他印刷物の刊行
　一、共同売掛その他
（記事22）『静岡民友新聞』昭和11年7月18日付：「浜松のデパート戦　一時に三巴戦へ　松菱・棒屋に対抗笠
井屋も」
浜松市内に3つの百貨店が一時に出現して大争覇戦が展開されることゝなり、浜松商店街は大脅威を受けて
ゐる。即ち松菱、棒屋の両デパートに続いて新たに名乗りを上げたのは同町笠井屋呉服店で、同店の後盾は京
都の丸桝呉服問屋であり、同店の絶対的後援の下に現在の営業地を拡張、百貨を並べやうといふのであるが、
その拡張区域に含まれる大黒屋糸店、ぬいや小間物店の移転譲渡は今のところ非常に難色がある模様である。
備考）漢数字を算用数字に書き換えている。

を
一
瞥
し
た
だ
け
で
は
判
断
が
し
づ
ら
い
点
は
否
め
な
い
。
と
り
わ
け
新
聞

記
事
は
、
記
者
の
経
験
・
知
識
や
そ
の
時
点
で
の
提
供
さ
れ
た
情
報
に
左
右

さ
れ
や
す
く
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
史
料
で
あ
る
こ
と
を
、

筆
者
が
承
知
し
て
考
察
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
念
の
た
め
本
文
に
書
き
記
し

て
お
く
。 
 　

（
記
事
21
）
は
百
貨
店
を
建
設
す
る
以
外
に
、
商
店
連
盟
が
「
浜
松
専
門

店
会
」（
以
下
、
専
門
店
会
）
を
組
織
し
、
松
菱
が
出
現
す
る
前
に
「
旧
来

の
信
用
」
を
繋
ぎ
と
め
、専
門
店
一
斉
の
「
特
売
」
に
よ
る
「
営
業
の
向
上
」

を
狙
っ
た
新
た
な
「
共
同
」
の
販
売
戦
略
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
重
要
な
記
事
で
あ
る）

43
（

  

。
専
門
店
会
の
組
織
化
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
は
、

平
面
デ
パ
ー
ト
を
強
化
す
る
趣
旨
や
そ
の
延
長
線
上
で
出
現
し
て
き
た
商
店

街
の
対
抗
策
と
な
っ
て
い
っ
た
。
た
だ
し
、
内
容
を
み
る
と
必
ず
し
も
百
貨

店
業
界
に
対
す
る
だ
け
で
な
く
、「
産
業
組
合
の
不
当
進
出
」
や
「
消
費
組

合
の
発
展
」
な
ど
へ
の
対
抗
も
あ
っ
た
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
「
専
門
店
の
経
営
と
そ
の
商
業
」、
お
よ
び
「
店
員
指
導
」
な
ど
の
研

究
や
積
極
的
な
営
業
活
動
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
に
大
都
市
系
（
呉
服
系
・
新

興
）
百
貨
店
が
、
地
方
都
市
へ
進
出
し
て
い
っ
た
痕
跡
＝
役
割
が
浮
上
す
る
。

な
お
、（
記
事
14
・
15
）
に
も
登
場
し
て
い
た
商
店
連
盟
の
会
長
で
専
門
店

会
の
会
長
に
も
な
っ
た
高
柳
儀
作
と
は
、
商
工
会
議
所
議
員
で
、
浜
松
に
お

い
て
代
表
的
人
気
店
で
あ
っ
た
洋
服
店
の
店
主
で
あ
っ
た）

44
（

  

。 
 　

さ
て
（
記
事
22
）
の
七
月
中
旬
に
な
る
と
、
松
菱
と
棒
屋
以
外
に
一
月
当

初
か
ら
松
菱
の
対
抗
馬
と
し
て
名
前
が
あ
が
っ
て
い
た
笠
井
屋
の
百
貨
店
化

の
話
が
出
て
い
る）

45
（

。「
浜
松
商
店
街
」が
三
つ
の
百
貨
店
の
登
場
に「
大
脅
威
」
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表5　『百貨店新聞』からみえる松菱の動向一覧

（記事23）昭和11年6月29日付：「愈々基礎工事着手　浜松の松菱百貨店　18日盛大な起工式挙行」

　萩原芳朗氏を店主として浜松市鍛冶町通りに敷地550坪を擁する松菱百貨店は去る5月18日建築が認可されて爾来工事着手に鋭意準
備中であったが、6月18日華々しく起工式を挙行し、大林組の手により愈々基礎工事が開始されたが、総工事費60万円で11月末には1階、
2階、別館が竣工し、12月1日より一部開店の予定で、全館完成は明春3月で4月1日より開店の筈である。
　工事内容は建坪1,000坪、設計者は中西六郎氏、地下1階、地上7階鉄筋コンクリート式、エレベーター 3機、別館木造建2階―で
ある。
　慶應大学出身、コロンビヤ大学修学の履歴をもつ支配人山岸勇次郎氏は語る。『現在浜松は熾烈なる需要性に対して完備した配給機関
が存在してゐない為、松菱の出現は市民の欲求を満し、商品経済方面に於ては勿論の事、その他文化的な方面に於ても市民に貢献する
処があると信じます。近き将来に於て大浜松へと躍進する浜松市は20万以上の人口となるわけで、松菱の前遂は実に洋々たるものがあ
ると思ひます』。

（記事24）昭和11年7月6日付：「浜松市に出来る百貨店　松菱の設計内容―総延坪1,487坪―」

　既報の如く浜松松菱百貨店は去る6月18日より建築工事に着手したが、これと共に事務所を浜松市中山町警察裏に設置し、竣工を急
ぐ事となったが、設計内容は左の通りである。
　　設計内容
　本屋鉄筋コンクリート造、7階建（総地下室、塔屋付）1棟
　此建坪193坪5合8勺0才　　総延坪1,487坪7合3勺0才、外にテラス10坪6合3勺
　　内　訳
　地　階　181坪6合0勺 第 1階　193坪5合8勺 第 2階　173坪1合5勺
　第 3階　173坪1合5勺 第 4階　173坪1合5勺 第 5階　171坪2合0勺
　第 6階　171坪2合0勺 第 7階　171坪2合0勺 塔　屋（機械室）　59坪5合0勺
　　別　館
　別館売場木造2階建高陽スレート葺1棟
　此建坪　97坪5合0勺 総延坪　188坪0合0勺
　　内　訳
　第 1階　97坪5合0勺 第 2階　90坪5合0勺
　　事務室
　附属事務室木造2階屋根スレート葺1棟
　此建坪　67坪1合5勺 総延坪　21坪6合0勺 外に渡廊下　13坪8合0勺
　　内　訳
　1階　　67坪1合0勺 2階　　54坪5合0勺

（記事25）昭和11年10月26日付：「浜松の新興百貨店『松菱』の工事進捗……総延坪3,000坪……」

　浜松市の近代的配給機関の重枢として百貨店界へ登場せんとする松菱百貨店（総延坪3,000坪、地下1階、地上6階）は、6月18日新
築工事に着手して以来順調な工事進捗を示し、既に地階1階を竣工し現在では2階工事に鋭意着手中であるが、今回工事内容を設備その
他に万全を期することゝなり、従って12月1日より一部開店（地階、1階、2階）の筈であったが、一部開店は明春3月中旬となり全館
完成は6月と変更された。尚幹部並に準幹部方面の人事工作も11月一杯には終了されるものと見られてゐる。社長萩原芳朗氏は次の如
く語った。
　『元来名古屋の出身者である私が浜松に於て百貨店を新設することに就いて波瀾曲折の末、遂に浜松市民に対する私の正しく真摯な社
会的使命が諒解されたのである。百貨店経営は新時代の投資事業として最前線に立つもので、今後に於けるその社会性は益々重要的な
色彩を濃化して来るものと思はれる。こうした観点から私はこの配給機関の育成に全幅的な努力を打ち込んで行く考へであるから、人
の和と経営方針の新鮮さとを中心として明春生れ出ずる我松菱百貨店の御指導と御後援を御願ひしたい云々』。

備考）漢数字を算用数字に書き換えている。

を
感
じ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る  

。
笠
井
屋
が
、

京
都
の
大
店
を
バ
ッ
ク
に
「
拡
張
」
の
た
め
に
、

隣
接
し
て
い
る
「
大
黒
屋
糸
店
、
ぬ
い
や
小
間

物
店
の
移
転
譲
渡
」
の
交
渉
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
交
渉
は
、
難
航
し
て
い
た
と
報
じ
て
い

る
。
商
店
連
盟
の
動
向
を
最
初
か
ら
辿
っ
て
み

る
と
、
こ
の
記
事
か
ら
も
商
店
連
盟
の
結
束
が
、

静
岡
駅
前
へ
の
松
坂
屋
出
店
時
の
反
対
運
動
側

に
比
べ
て
決
し
て
一
枚
岩
に
な
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。 

 　

百
貨
店
側
の
観
点
か
ら
記
事
を
掲
載
し
て
い

た
『
百
貨
店
』
に
は
、
松
菱
開
設
反
対
運
動
に

関
し
て
六
月
以
降
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
書
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
5
は
、

『
百
貨
店
』
の
残
り
の
三
つ
の
記
事
を
一
覧
に

し
て
み
た
。（
記
事
23
）
と
（
記
事
24
）
の
二

つ
か
ら
は
、
松
菱
の
工
事
の
進
捗
状
況
が
わ
か

る
。
表
5
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
、（
記
事
23
）

に
は
順
に
山
岸
支
配
人
、
起
工
式
風
景
、
玉
串

を
捧
げ
る
萩
原
氏
の
三
枚
の
写
真
が
付
け
ら
れ

て
い
た  

。
山
岸
支
配
人
の
発
言
か
ら
は
、
浜
松

市
の
将
来
性
お
よ
び
市
民
へ
の
期
待
か
ら
松
菱

を
開
設
し
た
理
由
が
窺
え
る
。『
民
友
』
に
登
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場
し
て
い
た
の
は
美
松
の
元
社
員
で
あ
り
、
松
菱
の
営
業
主
任
以
上
の
山
岸

支
配
人
の
登
場
は
『
百
貨
店
』
の
記
事
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時

浜
松
市
の
人
口
は
、『
民
友
』
に
お
い
て
は
十
四
万
七
千
人
と
掲
載
さ
れ
て

い
た）

46
（

。
山
岸
は
そ
れ
ら
市
民
に
対
し
て「
商
品
経
済
方
面
」だ
け
で
な
く
、「
文

化
的
な
方
面
」
に
お
い
て
も
貢
献
で
き
、
な
お
か
つ
近
い
将
来
に
お
い
て

「
二
十
万
人
以
上
の
人
口
」
を
誇
る
「
大
浜
松
へ
と
躍
進
す
る
」
こ
と
を
述

べ
て
い
た
。
な
お
、「
慶
應
大
学
出
身
、
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
修
学
の
履
歴
を

も
つ
支
配
人
」
の
山
岸
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

 　

ま
た
（
記
事
24
）
の
設
計
内
容
か
ら
松
菱
の
建
物
は
、
地
方
都
市
に
お
け

る
百
貨
店
と
し
て
は
な
か
な
か
壮
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
容
易
に
掴
め

る）
47
（

  

。
ち
な
み
に
、
松
菱
の
施
工
は
大
林
組
に
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

（
記
事
23
）、
棒
屋
の
市
民
デ
パ
ー
ト
は
竹
中
組
で
あ
っ
た
こ
と
が
載
せ
ら
れ

て
い
た
（
記
事
13
）。
表
3
の
（
記
事
18
）
に
「
鉄
材
は
全
部
大
阪
よ
り
入
荷
」

と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
大
林
・
竹
中
両
組
に
お
け
る
当
時
の
本
社
の
位

置
か
ら
頷
け
よ
う
。 

 　
（
記
事
25
）
に
は
総
延
坪
が
三
千
坪
と
あ
り
、
福
岡
市
の
岩
田
屋
や
岡
山

市
の
天
満
屋
に
次
ぐ
規
模
に
ま
で
最
終
的
に
は
拡
大
し
て
い
た）

48
（

  

。
こ
の
記
事

に
は
、
順
に
松
菱
百
貨
店
の
全
景
、
社
長
萩
原
芳
朗
、
支
配
人
山
岸
勇
次
郎

の
写
真
三
枚
が
み
ら
れ
る
。（
記
事
23
）
の
山
岸
支
配
人
に
対
し
て
、
今
度

は
社
長
の
萩
原
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
松
菱
開
設
に
つ
い
て
は
、

彼
が
「
名
古
屋
の
出
身
者
」
で
あ
っ
た
ゆ
え
に
「
波
瀾
曲
折
の
末
」
と
あ
る
。

そ
し
て
、
最
終
的
に
は
松
菱
開
設
が
「
浜
松
市
民
」
へ
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ

と
や
、
百
貨
店
経
営
が
「
新
時
代
の
投
資
事
業
」
で
あ
り
、「
人
の
和
と
経

営
方
針
の
新
鮮
さ
」
で
努
力
し
て
い
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
記
事
25
）

は
人
事
面
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
る
な
ど
、（
記
事
23
）
と
合
わ
せ
て
み
て
も

百
貨
店
側
の
観
点
か
ら
述
べ
ら
れ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
商

店
連
盟
に
よ
る
反
対
運
動
側
の
視
点
が
完
全
に
欠
け
た
記
事
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、『
百
貨
店
』
を
史
料
と
し
て
取
り
扱
う
場
合
に
は
注
意
し
て

解
釈
を
施
す
必
要
が
あ
る
。 

 　

そ
こ
で
表
6
に
は
、
昭
和
十
一
年
秋
以
降
翌
十
二
年
六
月
一
日
の
開
店
ま

で
の
記
事
を
整
理
し
て
み
た
。
こ
の
の
ち
『
民
友
』
に
は
記
事
が
見
当
た
ら

な
く
、『
新
報
』
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
（
記
事
26
）
に
は
、

十
一
月
下
旬
に
「
関
西
丸
物
系
松
菱
」
に
対
し
て
「
地
元
財
閥
棒
屋
」
を
中

心
に
「
小
資
本
業
者
の
結
成
を
遂
げ
」
て
、「
一
大
商
戦
」
を
仕
掛
け
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
と
あ
る）

49
（

  

。
こ
の
記
事
に
は
「
新
春
の
大
売
出
し
を
前
に
」
対

抗
戦
と
し
て
準
備
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
松
菱

と
棒
屋
と
の
「
合
同
説
」
ま
で
出
て
し
ま
う
始
末
で
、
商
店
連
盟
の
足
並
み

が
揃
っ
て
い
な
い
こ
と
が
十
二
分
に
汲
み
取
れ
る
。 

 　

翌
十
二
年
三
月
下
旬
の
（
記
事
27
）
に
は
、（
記
事
26
）
よ
り
さ
ら
に
足

並
み
が
乱
れ
て
い
る
様
子
が
具
体
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る）

50
（

  

。
松
菱
が
開
店
す

る
前
に
、
す
で
に
専
門
店
会
が
「
完
全
に
瓦
解
に
瀕
し
」
て
い
た
。
そ
し
て

専
門
店
会
が
、
六
月
一
日
の
松
菱
開
店
ま
で
持
ち
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

ど
う
か
ま
で
心
配
さ
れ
た
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。（
記
事
21
）
で
専
門

店
会
の
会
長
と
書
か
れ
て
い
た
高
柳
は
副
会
長
で
、
会
長
は
大
木
屋
呉
服
店

の
店
主
中
津
川
清
七
で
あ
っ
た
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
刊
行
『
躍
進

の
浜
松 

人
物
編
』
の
中
津
川
の
欄
に
は
、「
浜
松
商
店
連
盟
の
幹
部
と
し
て
、
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業
界
発
展
に
努
力
精
進
を
為
し
、（
略
）
デ
パ
ー
ト
対
抗
運
動
を
起
し
て
生

活
権
を
擁
護
（
略
）」
と
記
さ
れ
て
い
る）

51
（

  

。  

ま
さ
し
く
（
記
事
27
）
の
こ
と
が
、

の
ち
に
記
録
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
兎
角
業
者
の
足
並
揃
は
ず
」

の
状
況
は
甚
だ
し
く
、「
有
力
会
員
」
が
専
門
店
会
を
次
々
に
「
脱
会
」
し

て
い
っ
た
。 
 　

（
記
事
28
）
の
『
新
報
』
は
、
松
菱
の
六
月
一
日
開
店
の
記
事
で
あ
る）

52
（

  

。

松
菱
の
建
物
が
、
当
時
浜
松
一
の
建
築
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と
と
も

に
、
市
民
側
で
は
「
浜
松
一
の
高
層
ビ
ル
」
に
お
い
て
百
貨
店
が
開
業
す
る

期
待
感
が
如
実
に
表
れ
て
い
た
。（
記
事
29
）
の
『
民
友
』
に
も
松
菱
開
店

記
事
が
二
日
遅
れ
で
載
せ
ら
れ
て
い
た）

53
（

  

。
松
菱
が
「
福
引
景
品
付
き
」
で
開

店
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
に
対
し
、
旧
東
海
道
に
あ
っ
た
「
田
町
大
通
り
商

店
街
」
が
対
抗
策
と
し
て
、「
ネ
オ
ン
祭
り
大
売
出
し
」
を
企
画
し
開
催
し

て
い
た
。 

 

四
、
松
菱
誘
致
の
背
景
と
浜
松
商
工
会
議
所
会
頭
鈴
木
幸
作 

 　

松
菱
開
設
に
関
わ
る
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
一
年
一
月
か
ら
翌

十
二
年
五
月
ま
で
の
新
聞
記
事
か
ら
複
雑
な
経
過
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
松
菱
を
誘
致
し
た
の
は
、
委
托
会
社
社
長
の
鈴
木
幸
作
で
あ
り
、

彼
は
商
工
会
議
所
会
頭
と
い
う
重
責
を
担
っ
て
い
た
。
鈴
木
が
（
記
事
15
）

の
『
民
友
』
に
「
商
工
団
体
の
意
向
を
無
視
し
て
暗
躍
」
と
報
じ
ら
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
静
岡
県
・
浜
松
市
の
行
政
側
は
松
菱
側
に
対
し
て
比

表6　松菱開店までの記事一覧

（記事26）『静岡新報』昭和11年11月28日付：「浜松の玄関に起ち華やかなデパート戦　片や関西の松菱―片や地元の棒屋デパート
　新春を前に着々準備」

　商戦秘術を尽す新春の大売出しを前に商工都市浜松の玄関口へ華やかにも開かれたデパート合戦―片や関西丸物系松菱、片や地元
の棒屋デパート、今春来幾多の変遷反対を経て鈴木浜松商工会議所会頭等と用地買収契約成り、目貫通り鍛冶町の一角に工費50万円7
階建のビル建設へ着手した松菱は、既に地階から4階まで工事進捗し、明春3月竣工の目鼻がついた。名古屋、神戸、大阪等の関係財
閥を背後に持つ松菱デパートは、
◇開店までに100万円を投ずるもよしと云ふ大きさを見せてゐるが、これに対して生活権擁護の立場からデパートの地方進出絶対反対
を叫んでゐた地元商人は大資本の圧迫下に窮余の一策を講じ、今まで小規模な綜合商店を経営してゐて地元財閥棒屋を擁して小資本業
者の結成を遂げ、松菱に対抗して一大商戦を展開せんとしてゐるが、
◇最近では地元商人の足並み以外に揃はず松菱、棒屋合同説まで現はれてゐるが、成行は注目さる。

（記事27）『静岡民友新聞』昭和12年3月24日付：「商権ブロックにひゞが入る　浜松の専門店会に投げられた爆弾声明」

　浜松発＝浜松中商工業者有志はさきに松菱デパートに対抗して浜松専門店会を組織し、会長に神明町大木屋呉服店主中津川清七氏、
副会長に紺屋町洋服商高柳儀作氏当選会員30余名が肴町柳月堂を事務所として、1店15人の得意先を照会、掛売その他を申し合せ、中
小商店商権擁護のブロックを結成し、昨年12月末来活動を続けて来たが、一利一害あるため兎角業者の足並揃はず、去る21日、有力
会員である連尺町足立楽器店主足立平七氏が爆弾的声明を発するとゝもに、役員辞表をたゝきつけ、会を脱退したのに端を発し、栄町
平野孝作、肴町佐藤五八郎、鍛冶町夏目金平その他2氏が、これに合流連袂脱会したので折角築き上げんとした専門店会はこゝに完全
に瓦解に瀕し、6月1日の松菱百貨店開店までにはもちこたへるかどうかを危ぶまれてゐる。

（記事28）『静岡新報』昭和12年5月24日付：「反対をよそに松菱デパート　愈々 6月1日開業」

　浜松市鍛冶町の一角に昨年来工事を進めてゐた松菱デパートは商店連盟、小資本商店の反対を外にいよいよ工事完成近づき、6月1
日開店する運びとなった。建物は鉄筋コンクリート6階建、クリーム色の近代的なもので浜松一の高層ビルとして行人を仰がしめてゐる。

（記事29）『静岡民友新聞』昭和12年5月26日付：「浜松の商戦　松菱デパートに対抗してネオン街をつくる」

　浜松発＝浜松駅前に近代式6階建高層ビルを新設した株式会社松菱デパートは、いよいよ6月1日福引景品付きで華々しく開店するの
で、市内の中小商店はこれが対策に頭をしぼってゐるが、田町大通り商店街では同百貨店に対抗して、ぬいや洋品店角から同町丸三洋
品店にいたる間ネオン街を設け、昼をあざむく不夜城を築き、来る30日から一斉に点灯、当日から6月8日まで変ったネオン祭り大売
出しを行ふことゝなった。

備考）漢数字を算用数字に書き換えている。

□  □  □  □  □
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較
的
ス
ム
ー
ズ
に
建
設
許
可
を
出
し
て
い
た
。
で
は
、
商
店
連
盟
の
猛
烈
な

反
対
運
動
が
展
開
し
た
な
か
で
、
鈴
木
の
誘
致
活
動
や
県
・
市
に
よ
る
開
設

許
可
に
は
ど
の
よ
う
な
理
由
・
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
登

場
し
て
い
た
鈴
木
の
人
物
像
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
考
察
し
て
い
こ
う
。 

 　

ま
ず
、
松
菱
開
設
に
関
す
る
最
初
の
（
記
事
1
）
が
昭
和
十
一
年
一
月

二
十
三
日
『
民
友
』
に
掲
載
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
前
に
次
の
興
味
あ
る
三
つ

の
見
出
し
と
内
容
が
『
民
友
』
に
み
ら
れ
た
。
そ
れ
が
表
7
（
1
）〜（
3
）

で
あ
る
。
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
七
日
の
見
出
し
に
は
、「
浜
松
市
内
に
出

来
る
平
面
的
デ
パ
ー
ト　

九
十
九
戸
を
指
定
し
て
各
種
の
設
備　

商
工
会
議

所
で
指
導
統
制
」
と
書
か
れ
て
い
た）

54
（

。
表
7
（
1
）
は
、
商
工
会
議
所
が
指

導
し
て
、「
昭
和
通
り
、
銀
座
通
り
」
に
「
平
面
的
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
」

こ
と
に
な
っ
た
記
事
で
あ
っ
た  

。
こ
の
「
平
面
的
デ
パ
ー
ト
」
が
計
画
さ
れ

た
地
域
と
は
浜
松
市
に
お
い
て
旧
東
海
道
沿
い
メ
イ
ン
の
商
店
街
通
り
で
あ

り
、
浜
松
市
内
に
「
デ
パ
ー
ト
」
的
存
在
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

な
お
、「
商
店
街
ニ
関
ス
ル
調
査　

浜
松
商
工
会
議
所
」（
昭
和
十
年
十
二

月
十
日
現
在
）
に
は
、
御
幸
通
り
と
昭
和
田
町
通
り
と
砂
山
町
通
り
の
三
つ

の
商
店
街
が
「
商
店
街
更
生
振
興
策
」
と
し
て
、（
一
）「
強
固
ナ
ル
地
区
組

合
ヲ
設
立
シ
テ
共
同
諸
施
設
ノ
遂
行
ニ
便
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
」、（
二
）「
地

区
内
ニ
小
売
商
店
経
営
上
ノ
支
障
ト
ナ
ル
ベ
キ
各
種
ノ
営
業
、
建
設
物
等
ヲ

認
メ
ザ
ル
コ
ト
」、（
三
）「
百
貨
店
ノ
新
設
、
出
張
販
売
、
見
本
陳
列
会
（
一

種
ノ
出
張
販
売
ナ
リ
）
及
百
貨
店
以
外
ノ
他
都
市
大
商
店
等
ノ
地
方
進
出
ヲ

防
止
ス
ル
コ
ト
」
を
あ
げ
て
い
た
と
あ
る）

55
（

  

。
こ
の
時
期
に
は
、
浜
松
市
内
の

通
り
ご
と
の
商
店
街
で
は
強
く
結
束
を
固
め
た「
地
区
組
合
ヲ
設
立
」し
、「
百

貨
店
ノ
新
設
」
に
備
え
て
い
た
。 

 　

表
7
（
2
）
の
翌
十
一
年
一
月
十
六
日
付
に
は
、「
公
設
市
場
を
廃
止　

小
売
市
場
を
設
置　

浜
松
市
産
業
課
計
画
」
と
い
う
見
出
し
が
現
れ
た
。
浜

松
市
で
は
「
分
散
」
し
て
い
た
「
公
設
市
場
を
廃
止
」
し
、
一
ヶ
所
に
代
替

の
「
市
立
小
売
市
場
」
を
設
置
す
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
即

座
に
理
解
で
き
る
。
表
7
（
3
）
の
『
新
報
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
二
日

付
に
同
じ
内
容
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
見
出
し
に
は
「
デ
パ
ー
ト
式
公

設
市
場　

浜
松
で
開
設
計
画　

一
部
に
反
対
運
動
起
る
」
と
書
か
れ
、
反
対

運
動
さ
え
も
生
じ
る
事
態
と
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、（
2
）
と
（
3
）

の
内
容
を
重
ね
て
み
る
と
、
当
時
の
「
三
ヶ
所
」
か
ら
「
四
ヶ
所
」
に
「
分

散
」
さ
れ
た
「
現
在
の
貧
弱
な
公
設
市
場
」
を
「
全
廃
」
し
て
、「
デ
パ
ー

ト
式
公
設
大
市
場
」
を
「
浜
松
市
産
業
課
」
が
「
計
画
」
を
試
み
よ
う
と
し

て
い
た
。
そ
の
動
き
に
対
し
て
「
一
般
消
費
者
か
ら
は
こ
の
実
現
を
期
待
さ

れ
て
ゐ
る
」
声
が
あ
が
る
も
の
の
、「
市
会
議
員
」
か
ら
「
反
対
意
見
を
唱

へ
る
向
も
」
あ
っ
た
。
ま
た
、「
デ
パ
ー
ト
大
資
本
家
等
の
地
方
進
出
」
の

み
な
ら
ず
「
産
業
組
合
法
」
に
対
す
る
記
述
が
み
ら
れ
た
の
は
、
茶
の
産
地

で
あ
る
静
岡
県
で
茶
業
組
合
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う）

56
（

  

。（
3
）

に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
全
国
的
不
況
と
相
ま
っ
」
た
浜
松
市
と
そ
の
周

辺
の
「
四
苦
八
苦
の
土
壇
場
」
的
状
況
と
「
近
代
都
市
構
成
上
の
考
慮
」
を

受
け
て
、
浜
松
市
に
お
け
る
「
デ
パ
ー
ト
式
公
設
大
市
場
」
の
開
設
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
た
直
後
に
、『
民
友
』
で
松
菱
開
設
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た
。 

 　

と
こ
ろ
で
、
浜
松
市
で
は
昭
和
十
一
年
六
月
三
日
に
商
工
会
議
所
と
連
携
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表7　松菱誘致の背景に関する記事一覧

（1） 『静岡新報』昭和10年12月27日付：「浜松市内に出来る平面的デパート　99戸を指定して各種の設備　商工会議所で指導統制」
浜松商工会議所では商工省内小売業改善委員会の依頼により市内連尺町から田町万年橋に至る昭和通り、銀座通りの約5町の

間に、浜松市最初の典型的小売商店街を指定し、店頭販売方法、売上高、飾窓技術等につき詳細の調査を行ひ、指導統制を図っ
て指定地99商店から成る平面的デパートを建設する事となった。之は近来各地方で問題となってゐるデパート、大商店等資本家
の地方進出に対抗して無力な小売人を結束せしむる一手段とも見られその成果を各方面から期待されてゐるが、商工省指定によ
り分類すれば、
△第一類　衣料品店32軒（呉服店、洋服店、下駄、靴、洋品店其他）
△第二類　食料品店16軒（青物果物、菓子、酒店其他）
△第三類　住料品店15軒（瓦、煉瓦、家具、荒物其他）
△第四類　燃料品店2軒（ガソリン灯油其他）
△第五類　文什品12軒（書籍、文房具、薬舗、時計店其他）
△第六類　生産品店4軒（自動車、自転車、機械及部分品其他）
△第七類　其他雑18軒（銀行、旅館、喫茶其他）
で、現在99軒中3軒空屋となってゐるが、この新計画の実現につき浜松商工会議所では種々準備を進めてゐる。
（2）『静岡民友新聞』昭和11年1月16日付：「公設市場を廃止　小売市場を設置　浜松市産業課計画」
【浜松発】浜松市産業課では11年度予算に経費7万7千余円を計上し、現在市内4ヶ所に分散してゐ公設市場を廃止して、これ
に代るべき市立小売市場を建設せんとする新案を立て折衝を行ってゐるが、近くこれを主題とする公営事業調査委員会を開き付
議する模様で、実現の暁は各種小売商品の標準価格を公定する一手段として有効なる施設と期待されてゐる。
（3）『静岡新報』昭和11年1月22日付：「デパート式公設市場　浜松で開設計画　一部に反対運動起る」
デパート大資本家等の地方進出及産業組合法等により地方に於ける郡小商工業者は、全国的不況と相まって四苦八苦の土壇場
に直面してゐる時、浜松市では一般需要家の便を計り、更に曳馬、富塚合併後に於ける近代都市構成上の考慮をも加へ、昭和11
年度に於いて現在の貧弱な公設市場3ヶ所を全廃し、購買力最も旺盛と云はれる南部砂山町及び合併後の曳馬町民吸引策をかね
て北部元浜町に夫々商工都市浜松を表象するデパート式公設大市場を建設する事となり、目下市当局では此の実現につき種々調
査を進めてゐるが、この新計画による公設市場は従来の食料品、日用品を取扱ふ外、販売品目を拡大して完全なデパート式条件
を具備したものと見られ、一般消費者からはこの実現を期待されてゐるが、迫る不況と産業組合法、資本家の地方進出等に脅か
されてゐる中小業者は市当局の公設市場に依って、その生活に更に重圧を倍加するもので、市会議員中には早くもこの計画に反
対意見を唱へる向も出て来たので、公設市場実現は各方面から注意を払はれてゐる。
（4）『静岡民友新聞』昭和11年7月17日付：「日本でたった一つ 階上連絡デパート計画　浜松―塩町沿道40戸が思ひ切った不況
打開策」
【浜松発】浜松市11年度都市計画事業国道伝馬町角から成子町に至る延長338間5分、幅員10間半の拡張工事は松江―中田島
線並に塩町松本呉服店際より馬込橋に至る国道と共に総予算75万8,333円を以て施行されることになってゐるが、この国道拡張
を好機として塩町沿道民約40戸は日本最初の階上連繋デパート計画を出現すべく秘密裡に調印取纏め中である。即ち塩町関係路
線は延長76間6分であるが、これを全部舗装し、両側にコンクリート2階建築を行ひ、階下を各自の住宅に充て両側共階上全部
を横断的にブッ通しで一大デパートを建設、向ひ合せの階上から階下にはガードを設けて、一般顧客が自由自在に交通出来得る
やう組立てんとするもので、これが予算は約20万円を要するが、都市計画による営業補償並に家屋、地上物件、移転費等を以て
家屋を新築し、不足分を株式組織で補へば左程困難でもないので、同町道徳ガラス店等が中心に市当局へ設計を依頼し、これが
実現に向って奔走をつゞけてゐる。
（5）『静岡新報』昭和11年7月17日付：「全町総2階建にて横断デパート計画　都計の補償費移転費等を以て　浜松塩町民が一致計画」
浜松市では11年度都市計画事業として本年中に伝馬町成子町線の拡張工事へ着手する事になってゐるが、
▽これに対し地元の一部では市より交付される営業補償費、移転費等を以て全町民一致の下に全町総2階の連繋横断デパートを
新設するべく目下調印取纏め中である。右計画の横断デパートは工費20万円で、
▽鉄筋コンクリート総2階建共同建築とし、大資本デパートに対抗する小売商店の団結営業を物語るもので、工事費の不足分は
株式組織を以て各町民醵金する事になってゐる。
（6） 『静岡民友新聞』昭和11年7月13日付：「鴨江を商店街に “浜松浅草” を設定＝東電営業所移転をチャンスに＝」
【浜松発】東電浜松営業所は現在の伝馬町国道改修を目前に控へいよいよ移転新築の機運が熟し、近く同社所有地鴨江町の元
専売局跡敷地東側に近代式な明るい新営業所の高層建築を行ふことに内定、本社で建築設計を急いでゐるが、建坪650坪で総工
費は100万円程度である。これが建築実現と共に地元有志は同敷地西側に商店街を形成し、静寂な鴨江町通りを賑はす計画を進
める一方伝馬町側有力者は東電営業所移転を待って、同所に映画館建設、既報の吾妻座、歌舞伎座等と共に、華やかな興行街を
設け浜松の浅草化さうと頭をひねってゐる。
（7）『静岡民友新聞』昭和11年10月2日付：「市制25周年浜松商工祭 11月1日から全市大売出し 商工対抗的催し物」
【浜松発】浜松商店連盟では市制施行25周年を記念し、きたる11月1日から5日まで5日間商工祭をもよほし、全市記念大売出
しをおこなふことゝなったが、今年は従来のやうに商業者に限らず工業者も加へ永久社、南部織物組合その他商工会議所、市役
所後援のもとに商工対抗的に大衆の人気を呼びよせやうといふもので、期間中は移動広告競技会、仮装行列、音楽行進等をもよ
ほして一層の景気をつける筈であると。
（8）『静岡新報』昭和12年4月29日付：「松坂屋出張所の新設に反対　島田で寄り寄り協議」
志太郡島田町の目貫通りへ今回静岡松坂屋出張所（洋品、呉服類販売）が新設されんとし、目下敷地（3丁目芹沢茶店跡）売

買の交渉が進みつゝあるとのことから全町に衝動を与へてゐるが、就中関係中小業者では此の大商店進出により被る影響の大な
るものと狼狽し、自業擁護のため設置反対を叫ぶべく寄々協議中であるが、近く同町商工会と相計り善処対策を講ずる模様で成
行は一般から注目されてゐる。
（9）『静岡新報』昭和12年5月1日付：「松坂屋出張所問題の真偽を確む　支店長を訪問して」
（既報）島田町へ静岡松坂屋出張所進出を伝へられた同町洋品呉服商間に大衝動を与へ、狼狽して急遽同業者の協議が29日夜
開かれた結果、町商工会幹部へ懇願する所あり。来る2日一応静岡支店長を訪れ、設置の真否を確めることゝなり、其の上善後
策を講ずることに決したが、大デパートの進出に成行は一般から注視されてゐる。
備考）漢数字を算用数字に書き換えている。
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し
、
商
店
経
営
研
究
所
の
所
長
で
あ
っ
た
清
水
正
巳
に
よ
る
「
大
衆
商
店
と

中
級
商
店
の
経
営
法
」
の
講
演
を
行
っ
て
い
た）

57
（

  

。
清
水
の
講
演
が
、『
浜
松

市
公
報
』
に
「
雨
天
に
も
不
拘
来
聴
者
五
百
余
名
」
が
集
ま
っ
た
「
頗
る
盛

会
で
あ
っ
た
」
と
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
大
好
評
で
あ
っ
た
講
演
の
冒
頭
で
、

清
水
は
「
今
晩
の
お
話
は
会
議
所
の
方
か
ら
注
文
を
戴
き
ま
し
て
、
大
衆
商

店
の
経
営
の
方
法
と
中
級
商
店
の
経
営
の
方
法
と
の
此
二
つ
に
付
い
て
話
を

し
て
貰
ひ
た
い
と
、
斯
う
い
ふ
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
先
程
か
ら
色
々
伺
っ
た

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
デ
パ
ー
ト
が
出
来
た
り
、
産
業
組
合
が
進
出
し
た
り
、

中
々
小
売
商
店
も
骨
が
折
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
晩
一
つ
皆
さ
ん
に
大
い
に
旨

く
や
っ
て
戴
く
方
法
を
是
か
ら
申
上
げ
る
こ
と
ゝ
致
し
ま
す
」
と
主
旨
を
話

し
て
い
た
。
清
水
の
講
演
は
、
ま
さ
に
こ
れ
ま
で
掲
げ
て
き
た
新
聞
記
事
と

一
致
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
松
菱
開
設
を
意
識
し
た
う
え
で
百
貨
店
と
中
小

小
売
店
の
一
長
一
短
を
話
す
こ
と
に
よ
り
、
百
貨
店
と
の
共
存
共
栄
の
方
法

を
示
し
た
よ
う
に
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
は
棒
屋
が
開
店
を

間
近
に
控
え
た
頃
で
も
あ
り
（
記
事
20
）、
鈴
木
が
お
膳
立
て
を
し
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。 

 　

そ
し
て
、
こ
の
講
演
に
感
化
さ
れ
計
画
さ
れ
た
と
も
取
れ
る
二
つ
の
記
事

が
み
ら
れ
た
。
一
つ
は
、『
民
友
』
昭
和
十
一
年
七
月
十
七
日
付
に
「
日
本

で
た
っ
た
一
つ
階
上
連
絡
デ
パ
ー
ト
計
画　

浜
松
―
塩
町
沿
道
四
十
戸
が

思
ひ
切
っ
た
不
況
打
開
策
」
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、『
新
報
』
昭
和

十
一
年
七
月
十
七
日
付
に
「
全
町
総
二
階
建
に
て
横
断
デ
パ
ー
ト
計
画　

都

計
の
補
償
費
移
転
費
等
を
以
て　

浜
松
塩
町
民
が
一
致
計
画
」
と
掲
載
さ
れ

た
記
事
で
あ
る
。
両
内
容
が
表
7
（
4
）（
5
）
で
あ
り
、
平
面
デ
パ
ー
ト

計
画
が
浜
松
市
の
都
市
計
画
の
予
算
を
も
っ
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

こ
の
計
画
は
、
前
述
の
商
工
会
議
所
が
指
導
し
て
策
定
し
て
い
た
区
間
と
は

別
の
場
所
で
あ
っ
た
。
近
代
的
大
型
店
舗
を
擁
す
る
大
都
市
系
百
貨
店
に
対

抗
す
る
た
め
の
地
元
小
売
商
に
と
っ
て
最
も
有
効
な
方
法
は
、
平
面
デ
パ
ー

ト
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
、
地
元
商
店
街
の
堅
固
な
組
織
化
に
繋
が

る
と
も
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
景
に
は
、
昭
和
十
一
年
に
浜
松

市
が
市
制
二
十
五
周
年
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
浜
松
市
で
は
、
バ

ス
の
運
行
や
観
光
協
会
の
設
立
、
浜
松
市
都
市
計
画
に
お
け
る
国
道
の
完
成
、

周
辺
の
村
々
と
の
合
併
な
ど
に
よ
り
静
岡
市
と
張
り
合
う
都
市
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
た）

58
（

  

。 
 　

以
上
、
浜
松
市
に
お
け
る
商
工
会
議
所
や
市
当
局
の
動
向
を
み
て
く
る
と
、

こ
の
時
期
に
お
い
て
近
代
的
な
都
市
づ
く
り
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
、
決
定

的
な
役
割
と
し
て
近
代
的
大
型
店
舗
を
擁
す
る
百
貨
店
が
必
要
と
な
っ
て
い

た
。
全
国
的
に
み
て
も
人
口
十
五
万
弱
を
擁
し
て
い
た
地
方
都
市
に
お
い
て

百
貨
店
が
立
地
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
当
時
浜
松
市
の
み
で
あ
っ
た）

59
（

  

。
浜

松
市
に
百
貨
店
を
欲
し
て
い
た
誘
致
賛
成
派
は
地
元
商
店
街
を
考
慮
し
、
ま

ず
は
平
面
デ
パ
ー
ト
作
り
か
ら
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
静
岡
の
両
新
聞
か

ら
で
は
松
菱
側
と
誘
致
側
と
の
交
渉
経
緯
は
み
え
な
く
推
測
の
域
を
出
な
い

の
で
あ
る
が
、
浜
松
市
に
お
け
る
都
市
化
の
進
展
に
沿
う
べ
く
活
動
し
て
い

た
行
政
側
と
松
菱
側
の
利
害
が
一
致
し
、
誘
致
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

60
（

  

。

　

ま
た
鈴
木
は
、
浜
松
市
へ
の
出
張
販
売
に
お
い
て
地
元
小
売
商
と
競
い

合
っ
て
い
た
三
越
、
白
木
屋
、
松
坂
屋
な
ど
呉
服
系
百
貨
店
を
避
け
て
、
新

興
百
貨
店
で
あ
っ
た
京
都
駅
前
を
本
店
と
す
る
「
関
西
丸
物
系
松
菱
」
を
選
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択
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、（
記
事
2
）
に
書
か
れ
て

い
た
よ
う
に
丸
物
は
、
昭
和
五
年
六
月
に
岐
阜
支
店
、
昭
和
七
年
十
月
に
豊

橋
支
店
を
開
設
す
る
な
ど
三
越
・
松
坂
屋
と
並
ん
で
近
隣
の
地
方
都
市
に
支

店
設
置
を
進
め
て
い
た
こ
と
で
、
地
元
小
売
商
は
脅
威
に
感
じ
た
こ
と
は
間

違
い
な
い）

61
（

  

。 
 　

表
7
（
6
）（
7
）
に
は
、
昭
和
十
一
年
七
月
十
三
日
付
の
「
鴨
江
を
商

店
街
に
〝
浜
松
浅
草
〞
を
設
定
＝
東
電
営
業
所
移
転
を
チ
ャ
ン
ス
に
＝
」
や
、

昭
和
十
一
年
十
月
二
日
付
の
「
市
制
二
十
五
周
年　

浜
松
商
工
祭　

十
一

月
一
日
か
ら
全
市
大
売
出
し　

商
工
対
抗
的
催
し
物
」
を
展
開
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
記
事
を
載
せ
た）

62
（

。
表
（
4
）（
5
）
と
（
6
）
で
書
か
れ
た
地
域
は
、

場
所
も
近
い
こ
と
か
ら
同
じ
時
期
に
意
識
的
に
記
事
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
商
店
連
盟
を
中
核
と
し
た
地
元
小
売
商

は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
浜
松
市
を
盛
り
上
げ
、
松
菱
の
建
築
工
事
を
目
の
当

た
り
に
し
な
が
ら
対
抗
的
に
需
要
を
呼
び
起
こ
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る  

。 
 　

と
こ
ろ
で
、
浜
松
市
の
周
辺
都
市
は
呉
服
系
百
貨
店
の
進
出
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
七
年
静
岡
市
へ
の
松

坂
屋
出
店
と
関
わ
る
の
で
、
表
7
（
8
）（
9
）
に
掲
げ
た
松
坂
屋
関
係
の

記
事
を
み
て
お
き
た
い
。
二
つ
の
見
出
し
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
松
坂
屋

静
岡
店
に
は
、
島
田
市
へ
の
出
張
所
の
新
設
計
画
が
存
在
し
て
い
た
。
島
田

市
に
松
坂
屋
の
出
張
所
が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
浜
松
市
と
そ
の
周
辺
都
市
へ
の

出
張
販
売
が
容
易
と
な
り
、
浜
松
市
の
地
元
小
売
商
へ
の
影
響
は
一
段
と
大

き
く
な
ろ
う
。
す
で
に
戦
前
期
か
ら
静
岡
県
一
帯
へ
の
松
坂
屋
を
中
心
と
し

た
呉
服
系
百
貨
店
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
絶
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
松
坂
屋

に
お
い
て
静
岡
支
店
開
設
の
次
の
営
業
戦
略
は
、
静
岡
県
全
体
を
網
羅
す
る

形
で
の
出
張
所
開
設
の
段
階
に
移
っ
て
い
た
。
こ
の
展
開
が
、
戦
後
以
降
今

日
ま
で
の
呉
服
系
百
貨
店
の
外
商
に
よ
る
広
範
囲
な
販
売
網
に
繋
が
っ
て
い

く
要
素
と
な
っ
た）

63
（

  

。 
 　

多
様
な
背
景
の
な
か
鈴
木
幸
作
が
、新
興
百
貨
店
に
位
置
づ
け
ら
れ
る「
関

西
丸
物
系
松
菱
」
を
誘
致
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
鈴
木
と
は
如
何
な
る
人

物
で
あ
っ
た
の
か
。
鈴
木
に
つ
い
て
は
、
前
節
の
記
事
で
も
書
か
れ
て
い
た

よ
う
に
商
工
会
議
所
会
頭
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
店
連
盟

と
敵
対
関
係
に
な
っ
た
鈴
木
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
二
つ
の
史
料
か
ら
抜
き
出
し
て
表
8
に
整
理
し
て
み
た）

64
（

  

。

　

彼
の
経
歴
は
、
と
く
に
表
8
冒
頭
の
会
社
役
職
等
一
覧
か
ら
一
目
瞭
然
で

あ
る
。
詳
し
い
解
説
は
省
く
が
、
鈴
木
は
企
業
家
と
し
て
の
様
々
な
経
歴
を

持
ち
、
当
時
浜
松
市
の
政
界
に
お
い
て
最
有
力
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
鈴
木
は
醤
油
醸
造
業
を
営
ん
で
い
た
が
、
浜
松
市
の
商
店
街
に
お
い

て
メ
イ
ン
通
り
に
位
置
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
百
貨
店
の
有
力
な
販
売

商
品
で
あ
っ
た
衣
服
・
雑
貨
類
の
商
売
に
は
ほ
ぼ
関
係
な
か
っ
た
こ
と
が
松

菱
を
誘
致
す
る
動
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
が
全
国
産
業
博
覧
会
に

お
い
て
副
会
頭
を
経
験
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
自
ら
関
係
し
て
い
た
商
品
あ

る
い
は
商
工
関
係
の
商
品
を
松
菱
開
設
後
に
積
極
的
に
売
り
込
み
を
展
開
す

る
方
向
性
で
思
案
し
て
い
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
浜
松
の
渋
沢
栄
一

と
た
と
え
ら
れ
る
鈴
木
の
政
治
家
的
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
昭
和
十
一
年
段
階

の
浜
松
市
で
百
貨
店
が
存
在
し
な
い
都
市
で
あ
る
こ
と
が
む
し
ろ
見
劣
り
す
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表8　鈴木幸作の経歴

昭和7年刊行『人物史』より会社役職等一覧

浜松委托株式会社社長

浜名石材株式会社社長

浜松鉄道株式会社取締役

日本商事調停委員

浜松市会議員

前浜松市会議長

新居養魚株式会社社長

株式会社遠州銀行監査役

城北機業株式会社取締役

浜松消防組組頭

浜松商工会議所会頭

昭和15年刊行『躍進の浜松 人物編』より

【月旦】浜松政界並に財界の大御所として、また総帥として其名声は百花爛漫と今を盛り

の、東海の巨豪鈴木幸作君は、実に浜松の至宝である。之を概言すれば天下の幸運児たる

が如しと雖も、本市の政界及財界に於ける君の今日迄の活躍振りや、頭脳の働き方を仔細

に観察した時に、決して尋常な平凡人に非ざる事を知る可きなり。其達眼と活力は燦然と

して輝く、世間多くは巨万の富を擁して、徒らに死蔵し、其使途を知らざるに、君は克く

是を保持し、克く之を散ずと云ふ財力所有の本義をハッキリと認識し、ありふれた有産有

閑階級のそれとは、大に選を異にするものがある。性質は直情淡泊にして親しみあり、能

く門戸を開放して、人に接するに愛撫の念を以てす。然れども其半面には凛然たる威厳を

備へ、悠揚として迫らず、人格に崇高なる処あり。貴族院議員たる貫録を示めす。要する

に君は大輪郭の人で、一大包擁力を持ち自他共に許す、浜松市政実両界の統帥者である。

【過去と現在】君の中祖は旧白脇村に住し、代々庄屋を勤めた家系である。然かも往昔は

本願寺の寺侍なりしも、織田氏の石山攻めの際、遁れて是処に落ちたりと口碑に遺さる。先々

代弥助氏は、居村が毎年の水害と時代の推移に目覚め、家門に因はれて碌々と生を貧るこ

とを耻ぢ、先代五郎作を伴ひ、現住成子町に地を卜して移り、家業たる醤油醸造と浜納豆

の製造に拍車をかけ、五郎作氏は18歳にして家督を相続し、刻苦勉励すること50年にして、

百万長者を築き上げ大正13年正月古希齢を機会に、準養子たる小吉君に家督相続させ同時

に幸作を襲名せしめ、自分は五郎作と改名隠居せるも、尚ほ同志と浜松証券を創立せる外、

諸会社に関係して、本市実業界に偉大な功績を遺し、昭和9年80余歳の高齢を以て逝く。

　当主幸作氏は本年62歳、現に貴族院議員、浜松市会議員、浜松商工会議所会頭、浜松消

防組々頭、遠州銀行監査役、其他多数の公職私職にあり。前市会に於ては議長を務め、昭

和6年4月本市制20周年記念に開催せる、全国産業博覧会に際しては、副会長として大いに

快腕を振って、所期以上の大成功を収め、本市の長老宮本甚七氏が、商工会議所会頭を退

くや、衆望期せずして君に集り、満場一致を以て推挙せられ、業績見る可きものあり。名

会頭として定評あり、浜松の渋沢栄一を以て目さる。

　其政党関係は、貴族院に於ては研究会に籍を置くも、政友会に属し浜松に於ける大御所

たると共に、県下政友の重鎮である。然れども市政に対する態度は、政党政派を超越して

別に公友会を組織し現に其総帥である。前々市長渡邊素夫氏の勇退するや、市民市長要望

の声高く有力なる候補者たりしも、当時の市会に於て、中村陸平、津倉亀作両氏とを合せて、

三羽烏と称し、市政を牛耳り居たる関係上、其椅子を僚友中村氏に譲り、爾来之を補佐して、

名市長の名を恣にせしめたるも、一昨秋11月任期満ちて、自然退職となるや、其後任とし

て白羽の矢は、再び君の頭上に落ち、高柳覚太郎氏と共に第一候補に挙げられた程である。

又同年貴族院議員多額納税者の、互選が行はるゝや本県西部を代表し、中村円一郎と共に、

無競争にて月桂冠を獲得したと云ふ。是処にも恵れた人徳と、手腕の尋常ならざるものゝ

ある事を思はせるのである。（後略）

出所） 黒田美嵯雄『人物史』（事業ト人物社、1932年）53頁、松浦陳晁『躍進の浜松 人物編　皇紀
二千六百年記念刊行』（松浦錠太郎、1940年）1～ 2頁。

備考）漢数字を算用数字に書き換えている。

る
理
由
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
れ
だ
け
地
方
都
市
に
お
い
て
商

工
会
議
所
会
頭
ク
ラ
ス
が
行
政
と
結
托
し
て
ま
で
も
、
県
外
資
本
の
百
貨
店

を
誘
致
し
た
か
っ
た
時
期
に
な
っ
て
い
た）

65
（

  

。
な
お
、
鈴
木
は
「
政
友
会
に
属

し
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
民
政
党
系
の
『
民
友
』
に
書
き

立
て
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。 

 　

松
菱
開
設
の
背
景
に
つ
い
て
反
対
運
動
の
経
過
に
則
し
て
み
て
き
た
が
、

松
菱
誘
致
以
外
に
地
元
の
最
右
翼
の
小
売
商
で
あ
っ
た
棒
屋
が
百
貨
店
化
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
続
い
て
、
そ
の
松
菱
と
棒
屋
の
二
つ
の
百
貨
店
の
創
業

者
や
創
業
事
情
お
よ
び
経
営
展
開
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
次
節
で
は
、

前
者
の
松
菱
と
京
都
が
本
店
で
あ
っ
た
丸
物
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
谷
の
思

惑
と
絡
め
て
探
っ
て
み
よ
う
。 
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五
、
丸
物
常
務
取
締
役
谷
政
二
郎
の
思
惑
と
松
菱
の
営
業
概
要 

 　

京
都
駅
前
を
本
店
と
す
る
丸
物
の
創
業
者
中
林
仁
一
郎
と
、
当
時
同
社
常

務
取
締
役
谷
政
二
郎
が
兄
弟
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
面
は
、『
日
本
百
貨
店

総
覧
』
や
『
百
貨
店
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
丸
物
の
成
立
史
に

つ
い
て
は
、
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い）

66
（

  

。
本
稿
で
は
丸
物
の

経
営
史
に
つ
い
て
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
ま
ず
は
拙
著
・
拙
稿
で
論

じ
た
伊
勢
丹
、
阪
急
百
貨
店
、
十
合
な
ど
と
並
ん
で
昭
和
期
に
入
っ
て
急
成

長
を
遂
げ
た
新
興
百
貨
店
で
あ
っ
た
こ
と
の
確
認
程
度
は
し
て
お
き
た
い
。

上
記
の
三
つ
の
百
貨
店
と
比
べ
て
丸
物
は
、
す
で
に
本
支
店
体
制
作
り
に
お

い
て
優
位
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の
最
大
の
原
動
力
が
中
林
と
谷
と
い
う
二
人

三
脚
の
兄
弟
で
邁
進
し
た
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
が
育
て
た
幹
部
社
員
の
活
躍

で
あ
っ
た）

67
（

  

。 
 　

丸
物
側
で
は
、
新
聞
記
事
に
お
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
日
本
百
貨
店
商

業
組
合
の
規
定
お
よ
び
百
貨
店
法
案
成
立
の
問
題
と
絡
ん
だ
支
店
設
置
に
対

す
る
思
惑
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
前
記
の
『
百
貨
店
』
の
内
容
を

み
る
限
り
、
谷
の
名
前
は
視
認
で
き
な
い
。
長
き
に
わ
た
り
反
対
運
動
が
展

開
さ
れ
た
時
期
に
百
貨
店
業
界
内
に
お
い
て
丸
物
の
谷
が
、
松
菱
開
設
に
挑

ん
で
い
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
現

時
点
で
表
2
の
谷
の
回
想
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
最
初
か
ら
谷
が
先
頭
に

立
っ
て
松
菱
開
設
を
進
め
て
い
た
と
勘
違
い
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

静
岡
の
両
新
聞
を
読
む
限
り
丸
物
の
名
前
し
か
出
て
こ
な
い
の
で
、
谷
で
は

な
く
却
っ
て
丸
物
社
長
で
あ
っ
た
兄
の
中
林
が
支
店
設
置
に
動
い
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
周
囲
が
思
い
込
ん
で
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

実
は
谷
自
身
が
表
立
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
谷
の
支
店
設
置
の
策
略
が
あ
っ

た
と
み
て
よ
い
。
谷
は
、
丸
物
の
常
務
取
締
役
兼
総
支
配
人
と
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
、
当
時
中
林
の
実
弟
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
あ
か
ら
さ
ま
に
公
表
し
て

は
い
な
か
っ
た
。
次
の
『
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
調
査
彙
報
』
で
は
、「
浜

松
市
松
菱
の
開
店
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
当
然
谷
の
名
前
は
み
え

な
い）

68
（

。 

 

浜
松
市
鍛
冶
町
一
二
四
番
地
に
昨
年
七
月
以
来
新
築
中
で
あ
っ
た
株
式

会
社
松
菱
は
工
程
十
一
箇
月
を
以
て
全
く
竣
工
し
、
去
る
六
月
一
日
盛

大
に
開
店
し
た
。
資
本
金
は
百
万
円
（
四
分
一
払
込
）、建
物
は
近
世
式
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
一
階
、
地
上
八
階
建
、
延
坪
二
、七
〇
〇

坪
で
あ
る
。
同
市
は
人
口
約
二
十
万
、
夙
に
遠
州
織
物
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
近
年
著
し
き
発
達
を
見
つ
ゝ
あ
る
に
拘
ら
ず
、
従
来
一
つ
の

百
貨
店
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
今
回
松
菱
が
同
市
唯
一
の
百
貨
店
と
し

て
出
現
し
た
も
の
で
、
同
市
最
高
の
建
物
な
る
の
み
な
ら
ず
、
施
設
も

完
備
せ
る
た
め
意
外
に
各
方
面
の
人
気
を
集
め
て
ゐ
る
模
様
で
あ
る
。

同
店
の
規
模
は
浜
松
市
に
於
て
は
先
づ
好
適
の
も
の
と
見
ら
れ
、
将
来

の
活
躍
が
期
待
せ
ら
れ
る
。
重
役
の
顔
触
れ
は
左
の
如
く
で
あ
る
。 

 　

取
締
役
社
長
萩
原
芳
朗
氏
、
常
務
取
締
役
山
岸
勇
次
郎
氏
、
取
締
役

営
業
部
長
高
畠
次
郎
氏
、
監
査
役
中
木
保
太
郎
氏
。 

 　

谷
は
、
あ
く
ま
で
も
松
菱
の
取
締
役
社
長
と
し
て
義
弟
の
萩
原
（
後
述
の
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表9　谷政二郎の松菱設立による独立構想

（1）昭和11年。当時の日本は世界大恐慌からようやく脱し、政治、経済、軍事全ての面で欧米に比肩しようと拍車がかかり活気に満ち
ていた。百貨店業界も不況以来、店舗新設を初めとする無料配達地域の拡大、出張販売の強化等積極的な売上増進政策をすすめていたが、
こうした動きは競争を激化させ、殊に都会地に於て中小商業者の反百貨店姿勢を強めていた。このため昭和7年大手百貨店11店が支店
の開設は当分しない等の声明を出したが、これだけではおさまらず、昭和8年以来百貨店規制法案が議会に継続して提出され、成立は
時間の問題との感さえあった。これは逆に、百貨店建設を促すことにもなっていたが、法審議中の時なので既存店の支店や関係者がタッ
チする出店は許されず、あくまでも新規の百貨店でなければならなかったし、又それは急がねばならなかった。これが松菱設立が急が
れた理由である。

（2）昭和12年は、大恐慌から8年、ようやく日本が世界列強に仲間入りし、更に、政治、経済、軍事全ての面で、欧米に比肩しようと
拍車がかかった時だった。人々は進取の気に満ち、世の中は活気に溢れていた。百貨店も、かってのお土産や呉服屋から脱皮して、近
代的な企業としての形態が出来上がった時、新しい文化の担い手として、歩み始めた時だった。谷政二郎社長は、兄・中林仁一郎氏と
共に、百貨店丸物、丸栄を創業したが、更に独立した百貨店設立に意欲を燃やしていた。その第1号店が松菱である。しかし、この頃は、
百貨店役員の他社との兼任が認められていなかったので、松菱は、社長に親戚の萩原芳朗氏の名前を借りて開店することになった。

（3）昭和9年豊橋支店増築。翌10年2月京都本店新別館建設工事起工。12年4月岐阜支店増築起工。同5月京都本店第2期増築起工、と
目まぐるしいまでの相次ぐ拡大路線だった。名古屋市への進出は更にこれを上まわる大構想であった。新聞は “松坂屋の本陣に新店 “三
星（現丸栄）” の追撃。明秋を期して、戦端の火蓋！　経営は京都の某デパートで手腕を振るった人物” とセンセーショナルに報じた。
こうした中で谷会長は今一つ別会社設立を計画した。これが浜松市の “松菱” である。それは中林家とは別の谷家として独立すること
でもあった。

（4）昭和12年4月7日（谷会長44才）京都市都ホテルにて株式会社松菱設立総会。4月19日会社設立登記完了。資本金100万円。役員
人事も公表された。取締役社長萩原芳朗、常務取締役山岸勇次郎、取締役高畠次郎、監査役中木保太郎の各氏就任。当時丸物は京都本店、
岐阜支店の大増築中であり、又名古屋三星（現丸栄）の設立計画中でもあった。谷会長は丸物の常務取締役として兄仁一郎社長を助け
この計画も推進していたし、百貨店法案とのかねあいもあったので、ここでも役員として表面に名を出すことを避けた。萩原氏は、圭
子夫人＊の妹婿、名古屋市で麻等の貿易会社を経営しており、中木氏は圭子夫人の兄、後の淀町長であった。山岸氏は慶応大学、コロ
ンビア大学卒業後、家業呉服問屋のかたわら関西自動車（株）に在籍していたのを谷会長の代理人格として、高畠氏は東京駅前美松百
貨店が先に閉鎖したのを機に営業部長として、夫々招いたものだった。

出所） （1）（3）（4）は『谷政二郎会長追悼録』（株式会社松菱、1981年）32・34～ 35・38頁、（2）は『浜松と松菱の50年―松菱50年史―』（株式会社松菱、
1987年）20頁。

備考）漢数字を算用数字に書き換えている。＊圭子夫人とは谷政二郎の妻圭子のことである。

表
9
（
4
）
を
参
照
）
を
担
ぎ
上
げ
て
、
ま
た
他
の
重
役
に
お
い
て
丸
物
出

身
者
は
不
在
の
形
で
開
店
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で
、
谷
の
松
菱

開
設
に
お
け
る
動
向
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。
丸
物
の
『
第
八
期
営
業

報
告
書
』
に
は
、
谷
の
役
職
異
動
に
つ
い
て
窺
え
る
部
分
が
あ
る）
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（

  

。 

 

一
、
昭
和
拾
参
年
四
月
五
日
取
締
役
中
林
仁
一
郎
氏
、
同
谷
政
二
郎
氏
、

同
立
入
勇
蔵
氏
並
ニ
代
表
取
締
役
中
林
仁
一
郎
氏
再
選
重
任
ノ
登

記
ヲ
京
都
区
裁
判
所
ニ
申
請
シ
、
同
月
九
日
岐
阜
支
店
及
ヒ
豊
橋

支
店
何
レ
モ
其
ノ
登
記
ヲ
完
了
セ
リ
。 

 

一
、
昭
和
拾
参
年
六
月
拾
日
取
締
役
谷
政
二
郎
氏
常
務
職
ヲ
辞
任
、
取

締
役
会
ニ
於
テ
之
ヲ
承
認
セ
リ
。 

 

一
、
昭
和
拾
参
年
八
月
拾
五
日
取
締
役
会
ニ
於
テ
常
務
取
締
役
互
選
ノ

結
果
、
取
締
役
立
入
勇
蔵
氏
当
選
就
任
セ
リ
。 

 　

谷
は
、
松
菱
が
開
店
し
て
か
ら
一
年
後
の
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
六

月
十
日
に
丸
物
に
お
い
て
常
務
取
締
役
を
辞
任
し
、
平
取
締
役
に
降
格
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
れ
ど
平
取
締
役
と
い
え
ど
も
谷
の
発
言
力
が
、

兄
中
林
を
支
え
て
い
た
こ
と
は
営
業
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
株
主
名
簿

の
一
覧
表
や
後
の
谷
の
活
動
か
ら
わ
か
る）

70
（
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辞
任
か
ら
わ
ず
か
九
日
後
に
松
菱
で
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
交
代
の
動
き
が

あ
っ
た
。『
日
本
百
貨
店
組
合
調
査
彙
報
』の「
人
事
異
動
」の
項
目
に
は
、「
浜

松
市
松
菱
の
社
長
谷
丸
物
常
務
と
決
定
」
と
の
見
出
し
で
載
せ
ら
れ
て
い
る）

71
（

  

。 
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浜
松
市
松
菱
で
は
去
る
六
月
十
九
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会
に
於
て
社

長
萩
原
芳
朗
氏
は
辞
任
し
て
平
取
締
役
と
な
り
、
代
っ
て
取
締
役
谷
政

二
郎
氏
が
取
締
役
社
長
に
就
任
の
件
を
決
議
し
た
。
谷
氏
は
京
都
丸
物

の
常
務
取
締
役
と
し
て
敏
腕
を
謳
は
れ
て
ゐ
る
の
は
周
知
の
事
で
あ
る
。 

 　

昭
和
十
三
年
六
月
に
谷
が
松
菱
社
長
に
就
任
し
た
背
景
に
は
第
一
次
百
貨

店
法
が
施
行
さ
れ
、
全
国
的
に
み
て
も
反
百
貨
店
運
動
に
や
や
陰
り
が
み
え

始
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
丸
物
が
、
昭
和
十
一
年
三
月
に
増
築

後
の
一
部
開
店
時
に
丸
物
職
制
を
整
備
す
る
こ
と
で
本
店
の
経
営
体
制
を
完

成
さ
せ
、
さ
ら
な
る
本
支
店
網
形
成
に
進
み
だ
し
た
こ
と
が
あ
っ
た）

72
（

  

。
谷
の

正
式
な
異
動
は
丸
物
の
経
営
体
制
が
整
い
、
経
営
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
時

期
に
百
貨
店
業
界
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
た
。 

 　

で
は
、
丸
物
と
松
菱
と
は
本
支
店
の
関
係
と
捉
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
か
ら
谷
の
思
惑
を
探
り
つ
つ
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
。
そ
の
当
時
の
丸

物
を
取
り
囲
む
状
況
か
ら
知
れ
る
谷
の
心
情
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
が
、

『
谷
政
二
郎
追
悼
録
』
で
あ
る
。『
松
菱
五
十
年
史
』
の
谷
の
回
想
部
分
と
重

ね
て
表
9
に
し
て
み
た）

73
（

  

。
表
9
（
1
）
に
「
松
菱
設
立
が
急
が
れ
た
理
由
」

が
的
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
政
治
・
経
済
的
環
境
の
不
況
的
な
原
因
に
よ
る

百
貨
店
業
界
の
競
争
が
激
化
す
る
な
か
で
反
百
貨
店
運
動
が
巻
き
起
こ
り
、

そ
の
煽
り
で
第
一
次
百
貨
店
法
案
成
立
が
迫
っ
て
い
た
。
谷
が
、
そ
の
期
間

を
逆
に
新
規
店
舖
を
開
設
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
、
確
固
た
る
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
背
景
に
は
表
9
（
2
）（
3
）

に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
丸
物
の
支
店
設
置
構
想
と
は
違
っ
た
百
貨
店
独
立

構
想
が
、
谷
自
身
の
な
か
で
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
出
来
上
が
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
後
の
丸
物
と
松
菱
の
経
営
体
制
の
動

向
か
ら
谷
は
、
丸
物
の
支
店
と
い
う
よ
り
は
グ
ル
ー
プ
店
と
し
て
独
立
し
た

か
っ
た）

74
（

  

。
し
か
し
、
谷
は
表
9
（
4
）
の
如
く
役
員
と
し
て
表
面
に
さ
え
名

を
出
す
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
前
記
の
営
業
報
告
書
や
『
日
本

百
貨
店
（
商
業
）
組
合
調
査
彙
報
』
の
記
述
の
通
り
、
昭
和
十
三
年
六
月
ま

で
一
年
の
間
、
表
舞
台
に
登
場
し
て
も
差
し
支
え
な
い
時
期
が
来
る
の
を
静

か
に
待
っ
た
の
で
あ
る
。 

 　

谷
は
、
松
菱
の
開
店
一
年
後
に
取
締
役
社
長
に
就
任
す
る
こ
と
で
経
営
体

制
を
強
化
し
た
が
、
谷
は
自
ら
の
就
任
だ
け
で
は
済
ま
さ
な
か
っ
た
。
開
業

当
初
の
百
貨
店
経
営
を
考
え
る
う
え
で
問
題
と
な
る
の
は
、
部
門
管
理
体
制

を
踏
ま
え
た
幹
部
陣
の
養
成
で
あ
る
。（
記
事
11
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
元

美
松
の
高
畠
次
郎
を
取
締
役
営
業
部
長
と
し
て
雇
用
し
、『
百
貨
店
』
に
は

常
務
取
締
役
に
就
任
し
た
山
岸
勇
次
郎
の
存
在
も
み
え
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
谷
は
さ
ら
な
る
補
強
を
怠
ら
な
く
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
九

月
二
十
八
日
に
野
坂
寅
次
郎
氏
を
常
務
取
締
役
に
就
任
さ
せ
た）

75
（

  

。
野
坂
は
大

正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
一
月
に
丸
物
に
入
社
、
西
陣
分
店
長
、
岐
阜
支
店

長
を
歴
任
し
、
昭
和
十
年
に
丸
物
本
店
の
営
業
部
長
、
同
十
三
年
に
は
先
述

の
丸
物
に
お
け
る
常
務
取
締
役
変
更
に
よ
っ
て
昇
進
し
た
立
入
勇
蔵
の
後
任

と
し
て
支
配
人
に
ま
で
登
り
つ
め
た
丸
物
き
っ
て
の
逸
材
で
あ
っ
た）

76
（
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こ
こ
に
谷
は
、
野
坂
と
山
岸
を
両
輪
と
し
た
松
菱
の
経
営
新
体
制
を
作
り

上
げ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
菱
開
設
か
ら
わ
ず
か
三
年
半
後
の
昭
和

十
五
年
十
一
月
刊
行
の
前
掲
『
躍
進
の
浜
松 

人
物
編
』
に
お
い
て
、
こ
の
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表10　『躍進の浜松 人物編』に紹介された谷政二郎・野坂寅次郎・山岸勇次郎の経歴

松菱百貨店社長　谷政治郎君（昭和15年11月7日記）
　君は京都随一の百貨店、丸物の柱石、中林社長を輔けて今日の大を為さしめ、一昨年松菱社長に抜擢され、冷静鉄の如く重きを内外
に馳せ、同社のイデオロギーとして独特の手腕を帷幕に振ひ、公益優先の魂を、商品に宿らしめ、国策遂行の至宝的人才である。尚多
年呉服業に精進し、丸物商店の常務で総支配人で事実上の丸物参謀総長である。
　君は全く自力更生で今日の位置を築き上げた精力家で如何なる難関に遭遇するも、尾を捲く様な弱は虫では無い。全く新体制誂向の
手腕力量の持主である。我松菱が此の得難き、天下の傑物を得たる事は、独り同店の慶賀とする処のみでは無い。

　松菱常務取締役兼支配人　野坂寅次郎君（昭和15年11月6日記）

　【月旦】君は性質として温和、事を為すに総て実直を旨とするので、企図する処成らざるは無く、社内の信認絶大なるも誇らず、社長
の代官を以て任ずるが故に如何なる場合にも専姿横暴なく、従って心に不平不満無きを以て胸中常に余力を存し、ニコニコ主義で行く処、
流石に多士済々たる丸物王国の雄と称す可きである。
　【過去と現在】野坂家は代々鰹節問屋であったが、君の父宇之助氏が機業の勃興に動かされて、織機製作を創め、君は明治30年5月二
男に生れ、長浜商業を卒業後、京都の某呉服問屋に入り、大正15年1月丸物の前身である京都物産館に入社し、次で丸物に改組せらるゝ
や呉服部を担任し、大正4年には西陣に分店を開設せらるゝや、分店長に栄転して成績を挙げ、昭和6年には岐阜支店が開店せらるゝや、
同支店次長として赴任し、其活躍に今日の繁栄を築き、其手腕を認められて、昭和10年9月に本店の営業次長に累進したのである。
　然るに其真摯的な態度と、仕事に対する誠意は業績に反映し、刮目に値するものがあり、昭和11年3月営業部長に抜擢せられ、更に
同13年9月には支配人に登用され、京都駅頭を飾る丸物1万1千坪と云ふ、京都随一の大百貨建設に異数な治績を遺し、昭和14年松菱
百貨店の支配人に聘せられ、次で常務取締役に推選せられ、敷地面積533坪余、総建坪2,473坪の8階建摩天楼に君臨することとなり、
折柄の新体制の統制経済に策応し、此の非常時を克復する君の手腕は今後にあるのである。
　尚君は昭和13年秋、支那大陸視察行を為し、『上海素描』及『大陸の土を踏んで』と題する著書もあり、鋭敏なる視察眼を有した人
である。（後略）

　松菱常務取締役兼総務部長　山岸勇次郎君（昭和15年11月7日記）
　【月旦】君は松菱生え抜きの重役にして、其開店後に曰ふ『旧態依然たる配給機構に甘んじて居り隣接各都市の後塵を拝じて相当不便
を感じ、近代的配給機関たる百貨店すらない遺憾さを痛嘆させられて久しいものがあった』と浜松を縦横から見て、其欠陥を補修し、
物資の合理的配給を念願し、地方文化の向上と市勢の仲暢力の一助たらん事を、庶幾して此の拡舌の大建築を完遂したのである。君性
質温雅にして風姿亦粛洒、誠に此の使命を奉行する大責任を負ふ、幸に自愛自重して、此の統制経済時代の好伴侶となり大政に翼賛し
奉る可きである。
　【過去と現在】君は京都市西陣の帯地問屋で有名な山岸重助氏の次男で、慶應大学卒業後、米国コロンビヤ大学に入り、商店経営学を
専攻し、学業を終ってから、百貨店研究の為め、欧州各国を巡遊して帰朝し、家業を補佐し、幾多の事業に関係を持ち、昭和13年の夏、
浜松市に松菱百貨店建設を計画せらるゝや発起人総代となり、創立後代表取締役となり、蘊蓄を傾けて経営し来った事は事実である。
　然るに昨年末改革があって、上層部の改廃があり、野坂氏が常務取締役支配人として赴任するや、君は常務取締役総務部長となり、
統制経済時代に直面し、献身の努力精進をして居を。（後略）
出所）松浦前掲『躍進の浜松 人物編』212～ 213頁。
備考）漢数字を算用数字に書き換えている。谷政治郎と書かれているが、谷政二郎のことである。

三
人
の
経
歴
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
頷
け
る
。
当
時
の
松

菱
や
谷
ら
が
、
浜
松
市
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
た

の
か
な
ど
を
知
る
た
め
に
表
10
に
し
て
お
い
た
。
三
人
全
員
を
こ

れ
で
も
か
と
褒
め
ち
ぎ
っ
て
い
る
の
で
少
し
違
和
感
を
感
じ
な
い

わ
け
で
は
な
い
が
、谷
に
つ
い
て
は
「
事
実
上
の
丸
物
参
謀
総
長
」

と
い
う
表
現
が
彼
の
前
歴
を
象
徴
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
何
よ

り
も
「
一
昨
年
松
菱
社
長
に
抜
擢
」
と
い
う
記
述
が
引
っ
か
か
ら

な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
浜
松
市
側
か
ら
み
れ
ば
そ
う
捉
え
る
し

か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 　

次
の
野
坂
に
つ
い
て
は
、
表
10
の
順
序
と
異
な
っ
て
前
掲
『
躍

進
の
浜
松 

人
物
編
』
で
は
三
人
の
な
か
で
最
初
に
紹
介
さ
れ
、

丸
物
で
の
活
躍
が
評
価
さ
れ
松
菱
入
り
を
果
た
し
た
と
あ
る
。
ま

た
、「
統
制
経
済
」
の
「
非
常
時
」
で
あ
っ
た
た
め
に
彼
の
「
手

腕
は
今
後
に
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
箇
所
が
目
を
引
く
。
山
岸
に

つ
い
て
は
、「
然
る
に
昨
年
末
改
革
が
あ
っ
て
、
上
層
部
の
改
廃

が
あ
り
、
野
坂
氏
が
常
務
取
締
役
支
配
人
と
し
て
赴
任
す
る
や
、

君
は
常
務
取
締
役
総
務
部
長
と
な
」
っ
た
と
書
か
れ
、
そ
の
箇
所

が
松
菱
の
経
営
新
体
制
の
確
立
を
表
現
し
て
い
る
。 

 　

松
菱
開
設
当
初
の
社
員
数
と
幹
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
「
十
二

年
四
月
、
男
子
二
〇
〇
名
、
女
子
四
〇
〇
名
の
社
員
採
用
。
殊
に

女
子
は
就
職
先
の
限
ら
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
大
変
な
人
気

を
よ
ん
だ
。
応
募
は
二
次
三
次
に
及
び
中
に
は
学
校
を
中
退
し
て

試
験
を
受
け
た
人
も
い
た
と
い
わ
れ
る
。
中
堅
幹
部
は
丸
物
と
元
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表11　『松菱20年史』からみえる山岸勇次郎の回想

開店前の阻止運動
　当時全国に澎湃として起りつゝあった百貨店反対運動の片鱗として、浜松においても松菱開設に当って地元業者より熾
烈な反対の声が上がり、また一方では百貨店続出の気運も生じて新聞記事を賑わし、一層業界に混迷と衝動を与えたので
あります。

好評を得た松菱の開店
　しかるに一度び松菱開店の暁は周辺の営業には何等の悪影響はなく、寧ろ共存共栄の実を認めらるゝところとなって、
全く開店前の予想とは雲泥の差のあることが立証されることゝなったのであります。
　浜松市民より久しく待望されていた当市唯一の百貨店のことなれば各階層より絶大な支持を得て、東海有数の百貨店と
して松菱の名は日と共に広く宣揚されるに至りました。

松菱の使命
　事前に何の実績のない浜松において、松菱が約2,500坪の百貨店を一挙に完成したことは業界においても稀有とすると
ころで、聊か驚異の眼で見られたものであります。創業後順調な業績を挙げて期待に副うことができたのは、この地にお
いて一般消費者より百貨店の存在が如何に希求されていたかを語る証拠であるといって差支えないと存じます。もとより
百貨店の事業は単なる物品の販売に止らず、商品の生産者に対しては指導啓発の任を果し、品質と趣向の改善を求め、ま
た消費者に対しては適正な物価と最上のサービスを以て臨み、文化生活の進展に寄与することを期しているものでありま
す。従って百貨店は物価の調整と消費生活の向上のため都市において欠くことのできない機構となったのであります。
　松菱において展示する商品価格は浜松市の物価に基準を与え、消費物資の形態、品質等を明確にする役割を演じたこと
は普く仄聞するところであります。

第1次百貨店法の実施
　昭和12年10月、第1次百貨店法が実施されて百貨店の増開設及びその業務をも拘束することゝなり、業界の発展を阻止
する端緒となったのであります。もし松菱建設の着手が1年遅かりせば、恐らく浜松には百貨店の実現は許されないことゝ
なり、その後の経済情勢からすると現在に至るも大規模の百貨店は出現するに至らなかったのでないかと想像されるとこ
ろであります。そこに想到すると、松菱の企図は真に時宜を得たものであったことを、無上の欣幸とするものであります。
出所）『松菱20年史』（株式会社松菱、1957年）79～ 80頁。
備考）漢数字を算用数字に書き換えている。

美
松
百
貨
店
関
係
者
か
ら
採
用
し
た
の
で
、
松
菱
の
第
一
期
生
社
員
は
、
丸

物
、
美
松
、
浜
松
採
用
の
混
成
部
隊
だ
っ
た
」
と
あ
る）

77
（

  

。
当
時
全
国
的
に
み

て
も
地
方
都
市
に
お
け
る
百
貨
店
の
開
設
は
、
雇
用
面
か
ら
し
て
も
市
民
に

受
け
入
れ
ら
れ
た）

78
（

  

。
近
代
的
大
型
店
舗
を
擁
す
る
百
貨
店
を
立
ち
所
に
開
業

す
る
た
め
に
は
、
幹
部
社
員
と
し
て
百
貨
店
経
験
者
の
な
か
か
ら
中
途
採
用

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
面
か
ら
も
松
菱
開
設
当
初
は
、
丸
物

と
美
松
の
関
係
者
で
占
め
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）

79
（

。
し
か
し
、
前
述
の

通
り
松
菱
開
設
準
備
の
表
面
上
は
、
元
美
松
の
社
員
が
活
動
し
て
い
た
。   

 　

さ
て
、『
松
菱
三
十
年
史
』
か
ら
再
び
谷
が
松
菱
を
開
設
し
た
思
惑
を
探
っ

て
み
た
い
。
谷
の
目
算
に
つ
い
て
は
表
2
の
社
内
報
に
あ
る
「
松
菱
三
十
年

を
語
る
」
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
通
り
、
ラ
イ
バ
ル
の
百
貨
店
に
つ
い
て
と

地
元
で
あ
る
浜
松
市
民
と
の
「
共
存
共
栄
」
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

野
坂
と
並
ん
で
谷
と
松
菱
を
支
え
た
も
う
一
人
の
常
務
取
締
役
で
あ
っ
た
山

岸
勇
次
郎
が
『
松
菱
二
十
年
史
』
に
記
し
て
い
た
。
山
岸
に
よ
る
反
対
運
動

や
第
一
次
百
貨
店
法
案
成
立
と
の
絡
み
で
の
懐
述
で
、
表
11
に
掲
載
し
て
お

こ
う）

80
（

  

。 
 　

地
方
都
市
と
そ
の
市
民
の
「
文
化
生
活
の
進
展
に
寄
与
」
と
「
消
費
生
活

の
向
上
」
に
と
っ
て
百
貨
店
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
論

じ
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
昭
和
十
二
年
十
月
、
第
一
次
百
貨
店
法

が
実
施
さ
れ
て
百
貨
店
の
増
開
設
及
び
そ
の
業
務
を
も
拘
束
す
る
こ
と
ゝ
な

り
、
業
界
の
発
展
を
阻
止
す
る
端
緒
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
し
松
菱

建
設
の
着
手
が
一
年
遅
か
り
せ
ば
、
恐
ら
く
浜
松
に
は
百
貨
店
の
実
現
は
許

さ
れ
な
い
こ
と
ゝ
な
」
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
反
対
運
動
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表12　開設当初の松菱の営業状況一覧

（1）所在地：浜松市鍛冶町124

（2）創業・百貨店開店：昭和12年4月7日・同年6月1日
（3）沿革：東海の要地、新興都市浜松に近代文化の象徴たる百貨店の存在しないことは、市民文化生活上から見て遺憾に
堪えない所であり、又大衆の盛んなる要望に応じて昭和12年6月1日開店したもので、爾来国策下に善処し来り現在に至っ
てゐる。
（4）地理的考察：浜松市には『御幸通り』『錦通り』『田町通り』の3商店街があるが松菱は上の裡『御幸通り』の入口に
位置してゐる。この地各商店との関係は平静にして全く摩擦なく寧ろ『御幸通り』『錦通り』附近一帯の小売商店は松菱
開店以来却って好景況を呈する状態の如くである。特に此地方は東海道の要衝に当り水陸交通の便が完備して来たので重
要工業地となりつゝあるが、一般近在に在ては相当購買力があるけれども、『市へ買物に来る』といふ事は年に数回の農
村へ金の落ちる時、（所謂農作物、産業等の収穫、出荷期）が多いので、之を一般都市の平均した販売率に比較すると、ど
うしても繁閑の差が多い。これがこの地方の特徴と見られて居る。
（5）業態：第3期の同店営業報告書によれば昭和13年3月1日より昭和13年8月31日までの業績は我国経済界未曽有の統
制下にあって、万全の経営法を以て販路の開拓に当り、商品の充実と顧客の支持により漸進的に向上を見せたが、それを
数字的に調べてみると次の通り。

（6）財産目録（昭和13年8月31日現在） （7）損益計算書
科　目

商 品
金 銀
売 掛 代 金
雑 預 ヶ 金
未経過保険料
貯 蔵 品
仮 払 金
有 価 証 券
土 地
建 物
什 器
未 払 込 株 金
合 　 　 計

金　額　　
322,416

13,928
10,297

172
2,825

14,345
1,791
6,874

262,101
1,048,730

186,463
250,000

2,119,942

収 　 　 入
勘 定 科 目
総 益 金
合 計
支 出
勘 定 科 目
総 損 金
当期利益金

金　額　　　
220,165
220,165

金　額
158,945

61,219

（8）催物：流行を主眼とする呉服雑貨の会は次の2つである。『松麗会』呉服流行紹介（年三回）、『雑貨流行発表陳列会』
（年三回）。主なる催し物に就いて最近の一例を挙げると、婦人国防展覧会、子供を良くする為の展覧会、支那事変戦利品
展覧会、種狸展覧会、保険衛生展覧会、昔の武器と武具の展覧会、日独伊防共協定記念展覧会、優良乳児表彰と育児展。
（9）広告：同店広告の第1位は折込広告で、第2位は宛名広告、次いで新聞広告及び交通関係を利用した広告の順位である。
（10）外売：市内及び市外とも均等に目下尽力しつゝある。
（11）加盟同業組合：酒業、薬業、食肉、煙草、度量衡、蓄音機、料理。
（12）営業の主力：呉服雑貨ともに中級品に主力を注いでゐる。
（13）店内施設：店内を廻ると地階、食料品、御祝儀用品、和洋酒、海産物果物などがあり、喫茶サロンが設けてある。1
階‥和洋菓子、化粧品、煙草、薬品、商品券及び旅行案内所があり、顧客の便宜にそなへてゐる。2階‥子供用品、婦人
子供雑貨、ベビー用品等、3階‥旗幕悉皆承所、京呉服、一般呉服類、4階‥写真機、貴金属、時計、眼鏡、紳士洋服、帽子、
文房具、運動具、旅行用具等、５階‥電気器具、美術工芸品、漆器、和洋食器、調理用品、荒物金物、家具、室内装飾、6
階‥楽器、玩具、大食堂、7階‥催場、写真撮影室、子供の国、金魚園芸、呉服雑貨特選売場、8階‥特別室と機械室及び
展望台スポーツランド
（14）売場概観：売場通路の最高幅員は7尺、最狭幅員は4尺となってゐる。売場ケースの大きさは硝子ケースが高さ3尺2
寸、カウンターは2尺5寸である。
（15）食堂：食堂は別掲の如く6階に大食堂及び特別食堂あり、地下1階には喫茶サロンもあり、量的にも頗る盛んなもの
あり、和食が13種、洋食16種、支那食4種、寿司7種、麺類8種、その他飲み物、和洋菓子等を豊富に提供してゐる。
（16）店則：至上の感謝を捧げ、至上のサービスを尽し、商品配給報国の任務を自覚努力すべし。
（17）店務綱領：［1］奉仕精神の徹底：我国古来の美徳「奉公」の実を採り、お客様第1主義を格守し、常に「皆様の百貨
店」と唱へ、常に店員一同誠を以てお客様に奉仕する。［2］文化への貢献：「一般市民の為の最良の購買掛」として最優
良品の消費価格を最低生産価格に接近せしめると共に、精神的経済的に亘り諸種の資設、発表等により地方文化生活に尽
力す。［3］人格修養の向上：販売接客其他あらゆる機会に処して一致団結和を計り、常に自己の人格向上修養に資する。
出所）菱田芳治編『日本百貨店総覧 昭和14年版』（百貨店新聞社、1939年）253～ 255頁。
備考） 漢数字を算用数字に書き換えている。（6）財産目録の合計金額は「2,119,945」となっていたが、再計算して「2,119,942」となった。（7）損益計算書

の収入と支出の合計金額は一致しないが、そのままとした。
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六
、
棒
屋
の
営
業
概
要
と
創
業
者
中
村
藤
吉 

 　

新
聞
記
事
お
よ
び
松
菱
関
連
の
史
資
料
か
ら
松
菱
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
出

現
し
た
棒
屋
の
営
業
概
要
に
つ
い
て
は
、『
日
本
百
貨
店
総
覧
』
の
昭
和

十
七
年
版
か
ら
表
13
を
作
成
し
た
。『
同
』
昭
和
十
四
年
版
に
も
棒
屋
の
概

要
が
書
か
れ
て
い
る
。
両
方
を
比
較
し
て
み
る
と
、「
営
業
上
の
主
力
」と「
営

業
方
針
」
と
「
広
告
」
は
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。「
外
売
」
に
つ
い
て
は

十
四
年
版
の
み
で
、「
店
員
」に
つ
い
て
は
十
七
年
版
の
み
で
あ
る
。し
た
が
っ

て
時
期
が
少
し
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
全
体
的
に
十
七
年
版
の
内
容
が
充

実
し
て
い
た
の
で
選
択
し
た
。
表
12
の
松
菱
と
比
較
し
て
棒
屋
は
個
人
経
営

で
、
店
舗
規
模
が
小
さ
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
、
百
貨
店
と
し

て
営
業
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
「
施
設
・
営
業
方
針
・
店
員
・
人
事
職
制
」

の
内
容
か
ら
判
明
し
、
こ
の
時
点
で
は
店
名
は
「
優
良
百
貨
棒
屋
」
で
あ
っ

た
。
と
く
に
棒
屋
は
、「
営
業
方
針
」
か
ら
呉
服
・
雑
貨
類
販
売
以
外
に
食

堂
に
力
を
入
れ
、「
断
然
大
衆
向
商
品
」
の
百
貨
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。 

 　

棒
屋
が
、
戦
後
に
至
っ
て
も
経
営
を
続
け
た
こ
と
は
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
編

『
昭
和
二
十
六
年
版 

全
国
百
貨
店
・
有
名
取
引
業
者
総
覧
』か
ら
理
解
で
き
る）

83
（

  

。 

 
浜
松
市
は
他
市
に
比
し
比
較
的
都
市
計
画
が
遅
れ
て
い
る
が
、
人
口

十
四
万
強
を
有
し
て
い
る
た
め
同
店
も
勢
い
好
調
な
る
販
売
成
績
を

辿
っ
て
い
る
。
浜
松
駅
前
に
松
菱
百
貨
店
と
対
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、

幾
分
の
弱
点
は
認
め
ら
れ
る
が
、
昨
年
の
売
上
高
、
四
月
八
五
〇
万
円
、

を
押
し
切
っ
て
で
も
松
菱
を
開
設
さ
せ
た
谷
の
所
期
の
目
的
が
、
こ
の
部
分

か
ら
見
出
せ
る
。
そ
し
て
、
表
2
で
谷
が
発
言
し
て
い
た
こ
と
に
当
然
酷
似

し
て
い
る
が
、
表
11
で
も
地
方
都
市
に
お
い
て
百
貨
店
が
設
立
さ
れ
た
後
の

「
共
存
共
栄
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
無
論
、
松
菱
贔
屓
の

視
点
で
あ
る
が
、
地
方
都
市
に
外
部
か
ら
進
出
し
て
き
た
百
貨
店
が
定
着
し

て
い
っ
た
理
由
は
、
拙
稿
の
「
お
わ
り
に
」
で
も
触
れ
た
通
り
で
あ
る）

81
（

  

。

　

し
た
が
っ
て
多
く
の
地
方
都
市
で
反
百
貨
店
運
動
を
押
し
切
っ
て
県
外
資

本
の
百
貨
店
が
開
設
さ
れ
て
も
、
そ
れ
で
百
貨
店
対
中
小
小
売
商
問
題
が
終

結
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
再
び
確
認
し
て
お
き
た
い
。
静
岡
市
の

松
坂
屋
同
様
、
松
菱
で
も
戦
後
・
高
度
成
長
期
に
お
い
て
浜
松
市
お
よ
び
地

元
小
売
商
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
一
体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

地
域
貢
献
を
果
た
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
昭
和
初
期
に
お
け
る
数
多
の
百
貨

店
経
営
者
の
な
か
で
、
そ
の
力
量
が
称
え
ら
れ
た
谷
の
最
終
的
な
思
惑
と
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。 

 　

そ
こ
で
、
表
12
に
『
日
本
百
貨
店
総
覧
』
の
昭
和
十
四
年
版
か
ら
松
菱
開

設
時
に
関
わ
る
沿
革
や
営
業
状
況
、
店
内
施
設
、
営
業
方
針
な
ど
重
要
な
内

容
を
一
覧
に
し
て
お
い
た
。
勿
論
、
百
貨
店
側
の
観
点
か
ら
ま
と
め
ら
れ
、

沿
革
や
地
理
的
考
察
の
部
分
は
松
菱
開
設
を
歓
待
し
た
よ
う
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
の
後
の
浜
松
市
に
お
い
て
松
菱
が
順
調
に

営
業
・
経
営
を
展
開
し
、
戦
後
以
降
も
浜
松
市
の
復
興
と
発
展
に
貢
献
し
た

こ
と
が
催
物
、
店
内
施
設
、
店
則
、
店
務
綱
領
な
ど
の
百
貨
店
ら
し
い
営
業

内
容
か
ら
想
像
で
き
よ
う）

82
（

  

。 
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表13　開設後の棒屋の営業状況一覧

（1）称号：優良百貨棒屋
（2）所在地：浜松市鍛冶町210番地
（3）創業・百貨店開設：昭和11年6月・同
（4）組織・店主：個人経営・中村藤吉
（5）店舗：店舗は木造地上2階建の本館及び別館より成り、床面積は本館1,100平方米、別館515平方米であるが、売場面
積は両館を合せて1,082平方米となってゐる。他に木造土蔵3階建45坪のもの1棟と平家建12坪のもの1棟の附属建物があ
り、商品倉庫として使用してゐる。
（6）施設（飾窓）：路面用2箇を設けてあるが、間口12尺、高さ10尺、奥行8尺のものと、間口10尺、高さ10尺、奥行6
尺となってゐる。
（7）施設（売場）：売場通路の最広は幅8尺、最狭は幅4尺となって居り、売場ケースの高さは硝子ケースが9尺、商品台
の高さは2尺5寸である。
（8）施設（屋上）：豊川稲荷大明神が社祠として祀ってある。
（9）施設（食堂）：客席60人分を準備し和洋支食を供し、外に喫茶室を設けてあるが、客席はやはり60人を収容し得られる。
（10）営業方針：呉服、洋品雑貨に主力を注いでゐるが、食堂喫茶にも充分に努力を傾注してゐるので評判が良い。これ
を階級別に見ると断然大衆向商品が主力をなしてゐる。
（11）広告：広告のうち最高位にあるのは折込広告で、新聞、宛名広告等も併用してゐる。また映画館と提携する広告、ポ
スター、パンフレット等も時折り用ひて相当の効果を挙げてゐる。
（12）店員：現在男子24名、女子42名の従業員が店主中村藤吉、営業部長久野安馬両氏の統轄のもとに、店務に精励して
ゐるが、店員に対する待遇も大家族主義により十分に温かさを見せ、よく一致団結してゐる。
（13）休業日・営業時間：第2、第4月曜日。自午前9時―至午後9時（但し1年180日間夜間営業）
（14）人事職制：店主中村藤吉、営業部長久野安馬、仕入部長（兼）久野安馬、庶務係長武田歌治、会計係長杉原治、庶
務主任牧野茂三郎、企画宣伝係長浅井春樹、営繕部（兼）浅井春樹、第一売場主任村松信雄、第二売場主任松野福男、第
三売場主任小池美津真、第四売場主任山下秀雄、食堂係長笛木福士郎
出所）村上静人編『日本百貨店総覧 昭和17年版』（百貨店新聞社出版部、1942年）230頁。
備考） 漢数字を算用数字に書き換えている。

五
月
八
五
〇
万
円
、
六
月
八
〇
〇
万
円
、
七
月
九
百
五
〇
万
円
、
と
手

堅
い
成
績
を
表
し
て
い
る
。（
後
略
） 

 　

戦
後
復
興
期
に
新
装
開
店
し
て
松
菱
と
競
っ
て
い
た
こ
と
は
勿
論
、
戦
後

浜
松
市
に
お
け
る
地
方
百
貨
店
の
展
開
状
況
が
読
み
取
れ
る
貴
重
な
内
容
で

あ
る
。
棒
屋
は
、（
記
事
20
）
や
『
日
本
百
貨
店
総
覧
』
に
お
い
て
書
か
れ

て
い
た
よ
う
に
松
菱
よ
り
も
一
年
前
の
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
七
日
に
開
設

し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
示
す
面
白
い
記
事
が
、『
新
報
』
昭
和
十
一
年

十
一
月
二
十
九
日
付
に
「
杖
が
折
れ
た
と
て
デ
パ
ー
ト
で
大
暴
れ　

大
格
闘

と
な
り
二
名
負
傷
」
の
見
出
し
で
載
せ
ら
れ
て
い
る）

84
（

  

。
静
岡
の
両
新
聞
か
ら

は
、
管
見
の
限
り
こ
れ
の
み
で
あ
る
。
棒
屋
が
「
デ
パ
ー
ト
」
と
し
て
開
設

し
、
市
民
か
ら
浜
松
市
最
初
の
百
貨
店
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
当
時
百
貨
店
で
は
い
ろ
ん
な
事
件
が
起

き
て
い
た
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
戦
前
の
百
貨
店
は
、
都
市
に
お

け
る
華
や
か
な
消
費
文
化
の
殿
堂
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
実
は
昭
和
初

期
の
社
会
背
景
を
交
え
た
事
件
が
度
々
百
貨
店
の
建
物
内
外
で
生
じ
て
い
た）

85
（

  

。 
 　

次
に
（
記
事
26
）
に
は
、「
地
元
財
閥
棒
屋
」
と
書
か
れ
て
い
た
棒
屋
の

創
業
者
で
あ
っ
た
中
村
藤
吉
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
表
14
に

中
村
の
経
歴
を
一
覧
に
し
て
み
た
。
表
8
の
鈴
木
幸
作
の
会
社
役
職
等
一
覧

と
比
較
し
て
も
見
劣
り
は
し
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。
中
村
は
商
工
会
議
所
の

「
常
議
員
」
で
、
ま
た
数
多
く
の
社
会
的
貢
献
を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し

昭
和
十
五
年
に
死
去
し
て
い
た
こ
と
は
、
表
14
に
「
外
に
棒
屋
デ
パ
ー
ト
を

直
営
し
て
燦
然
た
る
光
輝
を
放
つ
も
、
デ
パ
ー
ト
の
本
建
築
の
機
を
失
し
た
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表14　中村藤吉の経歴

（1）昭和7年刊行『人物史』より会社役職等一覧
　日本楽器製造株式会社取締役
　浜松委托株式会社取締役
　浜松鉄道株式会社取締役
　浜松瓦斯株式会社監査役
　三立製菓株式会社社長
　三龍運送株式会社社長
　新居養魚株式会社取締役
　遠江商業学校主

　帝国製帽株式会社取締役
　遠州電気鉄道株式会社取締役
　五二運送株式会社取締役
　中村氷糖株式会社社長
　浜松木材株式会社社長
　遠州板紙株式会社社長
　浜松商工会議所常議員

（2）昭和15年刊行『躍進の浜松 人物編』より
　中村家は本市に於ける旧家で、先々代讓庵氏が故代議士中村四郎兵衛家より分家し、努力奮闘の賜として長
者たるの基礎を築き、先代唯楽翁が尚ほ少年の頃、忠撲弥助の訓育に依り、大棒屋を建設し、商業会議所会頭
の椅子を占め、或は浜松市会に議席を持ち、政実両界に貢献する処僅少ならず、晩年池川山荘に金婚、古希、
忠撲建碑の一大盛宴を張る。
　君は肴町澤木倉次郎氏の3男、幼名を藤八と称し、先代藤吉氏に懇望されて養嗣子となり、大正12年家督相
続と共に襲名し、財団法人中村学園を創立し、専ら家礎の堅実化を図り、三立製菓、中村氷糖、満州製菓、浜
松木材、天竜川木材、遠州板紙、浜松製菓、三龍運送等各株式会社の社長、帝国製帽、遠州電気鉄道、浜松鉄道、
日本楽器製造等各株式会社の取締役に就任し、外に棒屋デパートを直営して燦然たる光輝を放つも、デパート
の本建築の機を失したることは、今にして思へば恨事であった。
　公共寄与としては浜松商工会議所議員に挙げらるゝこと数期、再選就任したるのみならず嘗て市会にも議席
を持ちしも政治は得意とする処に非ず、大正8年新川改修費として金壱万円、大正10年浜松救済事業基金とし
て金壱万円、大正13年公会堂建設費中へ金壱万円を寄附したる外、城北高等小学校敷地及建造物の寄附を為し、
本年9月10日病を得て61歳を以て逝く。
出所）黒田前掲『人物史』25頁、松浦前掲『躍進の浜松　人物編』189頁。
備考） 漢数字を算用数字に書き換えている。

る
こ
と
は
、今
に
し
て
思
へ
ば
恨
事
で
あ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

前
述
し
た
市
民
デ
パ
ー
ト
は
未
完
成
の
ま
ま
で
終
わ
り
、
さ
ら
に
の
ち
の
棒

屋
の
経
営
や
浜
松
市
の
実
業
界
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た）

86
（

  

。 
 　

と
こ
ろ
で
、
表
14
か
ら
棒
屋
を
百
貨
店
化
し
た
中
村
藤
吉
は
初
代
で
な

か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る）

87
（

。
実
は
先
代
の
中
村
藤
吉
は
松
菱
を
誘
致
し
た
委
托

会
社
の
二
代
社
長
で
、  

四
代
が
先
代
の
鈴
木
幸
作
、
五
代
社
長
が
当
該
の
鈴

木
幸
作
で
あ
っ
た
。
委
托
会
社
は
、
明
治
二
十
二
年
に
「
浜
松
の
有
力
実
業

家
」
が
集
ま
っ
て
、「
農
産
物
の
取
引
な
ら
び
に
こ
れ
を
保
管
す
る
倉
庫
、

お
よ
び
こ
れ
を
担
保
と
す
る
金
融
」
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
す
る
株
式
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
た）

88
（

  

。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
商
工
会
議
所
の
な
か
で
中
村
派
と
鈴

木
派
と
に
分
裂
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
、
当
時
の
会
頭

職
に
あ
っ
た
鈴
木
の
手
腕
が
一
歩
先
ん
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
松
菱
誘
致
に
成

功
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
と
谷
に
対
し
て
地
元
の
有
力
財
閥
と
い
う
べ
き

存
在
で
あ
っ
た
中
村
の
棒
屋
が
す
ぐ
さ
ま
百
貨
店
化
し
、
対
抗
的
な
立
場
を

と
っ
た
の
で
あ
る
。 

 　

無
論
、
鈴
木
と
谷
と
の
間
で
利
害
が
一
致
し
た
点
か
ら
松
菱
誘
致
が
成
し

遂
げ
ら
れ
た
一
方
で
、
中
村
も
ま
た
浜
松
市
に
百
貨
店
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
か
ら
こ
そ
、
か
つ
何
よ
り
経
営
を
有
利
に
展
開
す
る
た
め
に
松
菱
よ
り

一
年
も
早
く
オ
ー
プ
ン
に
漕
ぎ
つ
け
た
。
中
村
と
鈴
木
は
年
齢
も
ほ
ぼ
同
じ

こ
と
か
ら
し
て
良
き
ラ
イ
バ
ル
関
係
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
深

く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
両
者
に
あ
る
意
味
で
は
「
両
雄

並
び
立
た
ず
」
的
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
し
量
っ
て
お
き
た

い）
89
（

  

。
静
岡
市
の
田
中
屋
と
同
様
に
大
都
市
系
百
貨
店
の
出
現
に
備
え
て
浜
松
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市
き
っ
て
の
大
商
店
に
よ
る
百
貨
店
化
に
成
功
し
た
の
が
、中
村
率
い
る「
優

良
百
貨
棒
屋
」
で
あ
っ
た
。 

 

七
、
お
わ
り
に 

 　

三
つ
の
結
論
と
課
題
に
つ
い
て
記
し
て
締
め
括
り
た
い
。 

 　

第
一
。
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
経
過
と
動
向
に
つ
い
て
で
あ
る
。
図
1
に

は
、
本
論
で
明
ら
か
に
し
た
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
実
態
と
諸
関
係
を
併
せ

て
図
式
化
し
た
。
従
来
反
百
貨
店
運
動
の
研
究
に
お
い
て
は
、
対
象
事
例
の

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
あ
る
い
は
表
面
部
分
し
か
拾
い
上
げ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
大

半
で
あ
っ
た）

90
（

  

。
図
1
か
ら
は
浜
松
市
の
地
元
商
店
街
＝
商
店
連
盟
側
の
動
向

と
諸
関
係
、
と
く
に
事
情
が
複
雑
化
し
て
い
た
た
め
に
商
店
連
盟
の
対
抗
策

の
方
向
性
に
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
と
、
反
対
運
動
の
最
中
に
地
元
出
自
の
百

貨
店
が
出
現
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。『
民
友
』
の
記
者
の
表
現
や
内
容
か

ら
は
、
ま
さ
し
く
一
進
一
退
の
日
々
が
続
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
た
。
拙
稿

の
静
岡
市
の
事
例
と
併
せ
て
言
う
と
、
今
後
は
ま
ず
各
地
の
反
対
運
動
の
経

過
に
つ
い
て
地
元
新
聞
を
中
心
に
丹
念
に
地
域
（
史
）
調
査
を
試
み
て
い
く

こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。 

 　

第
二
。
松
菱
開
設
反
対
運
動
の
背
景
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、

呉
服
系
百
貨
店
の
支
店
設
置
と
百
貨
店
業
界
内
で
の
競
争
激
化
の
た
め
に
、

各
百
貨
店
が
経
営
体
制
を
強
化
す
る
な
か
で
、
新
興
百
貨
店
の
支
店
設
置
も

行
わ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
新
興
百
貨
店
こ
そ
が
、
京
都
駅
前
を
本
店
と
す
る

丸
物
で
あ
っ
た
。
別
言
す
れ
ば
、
丸
物
は
日
本
で
最
初
に
支
店
設
置
を
果
敢

図1　松菱開設反対運動の関係図
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る
。
両
都
市
の
反
対
運
動
側
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
平
面
デ
パ
ー
ト
計
画
を
中
心

と
し
た
対
抗
策
や
県
へ
の
反
対
陳
情
を
行
う
こ
と
で
、
地
元
小
売
商
は
協
力

し
て
結
束
を
強
固
に
し
て
い
っ
た
。
加
え
て
、
誘
致
側
の
巧
み
な
延
引
策
か

ら
長
期
化
に
よ
る
混
乱
の
な
か
地
元
商
店
街
の
各
店
は
、
新
た
な
営
業
方
法

を
編
み
出
し
て
い
っ
た
こ
と
を
鑑
み
て
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
ま
た
、
谷
が
刺
激
を
与
え
な
い
よ
う
に
開
設
準
備
を
進
め
、
開
設

後
に
共
存
共
栄
を
望
ん
で
い
た
こ
と
は
松
坂
屋
静
岡
支
店
の
ケ
ー
ス
と
一
致

し
た
。
地
元
小
売
商
か
ら
猛
烈
な
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
文
化
面
や
雇

用
面
さ
ら
に
は
地
方
特
産
物
振
興
の
側
面
か
ら
み
る
と
、
静
岡
市
と
浜
松
市

の
行
政
側
お
よ
び
両
市
民
と
も
に
百
貨
店
開
設
を
待
ち
望
ん
で
い
た
場
面
が

随
所
に
現
れ
て
い
た
。
静
岡
県
は
東
京
・
横
浜
―
名
古
屋
の
大
都
市
に
挟
ま

れ
る
環
境
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
大
都
市
系
百
貨
店
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
も
、
多
く
の
浜
松
市
民
が
松
菱
の
開
店
を
待
ち
望
ん
で
い
た
と
取
れ
る

記
事
が
あ
っ
た
。
な
お
さ
ら
松
菱
開
設
直
前
に
お
い
て
は
、
静
岡
市
で
二
つ

の
百
貨
店
が
催
事
を
展
開
し
て
い
た
広
告
が
地
元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

の
で
浜
松
市
民
の
期
待
も
一
層
膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う）

93
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ま
た
、
静
岡
・
浜
松
の
両
都
市
で
は
大
都
市
か
ら
の
百
貨
店
の
進
出
に
備

え
て
松
坂
屋
静
岡
支
店
と
松
菱
が
開
店
す
る
一
年
前
に
地
元
か
ら
百
貨
店
が

出
現
し
て
い
た
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
影
響
が
色
濃
く
残
る
な
か
で
、
松

菱
に
よ
る
進
取
的
な
支
店
設
置
活
動
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
決
し
て
松
菱
側

だ
け
で
な
く
地
方
都
市
が
要
求
し
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
昭
和

十
・
十
一
・
十
二
年
の
戦
時
体
制
下
に
入
る
直
前
の
地
方
都
市
で
は
、
百
貨
店

開
設
が
急
増
す
る
と
と
も
に
地
元
小
売
商
が
対
抗
策
を
練
る
こ
と
で
近
代
化

に
推
し
進
め
た
新
興
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
当
初
は
そ
の
丸
物
が
、
第
一
次
百

貨
店
法
案
成
立
を
見
越
し
て
浜
松
市
に
お
い
て
支
店
設
置
を
積
極
的
に
展
開

し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
結
果
的
に
開
設
さ
れ
た
松
菱
は
丸
物
の
支
店
で

は
な
く
グ
ル
ー
プ
会
社
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
た
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
真

の
黒
幕
の
谷
は
、
松
菱
を
開
設
す
る
う
え
で
自
ら
が
露
見
し
な
い
よ
う
に
慎

重
に
歩
を
進
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。 

 　

前
述
の
よ
う
に
小
倉
市
に
は
市
当
局
に
よ
る
百
貨
店
誘
致
に
成
功
し
た
事

例
が
あ
り
、
そ
の
小
倉
市
に
お
け
る
玉
屋
＝
白
崎
百
貨
店
の
覆
面
的
な
支
店

設
置
の
戦
術
を
参
考
に
し
、
鈴
木
や
谷
が
話
を
進
め
た
可
能
性
は
否
定
で
き

な
い
。『
小
売
業
運
動
史
』
で
は
、「
京
浜
デ
パ
ー
ト
川
崎
分
店
襲
撃
事
件
」

と
「
白
崎
百
貨
店
問
題
」
が
反
百
貨
店
運
動
の
二
大
事
件
と
さ
れ
て
い
た）

91
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。

と
こ
ろ
が
、『
百
貨
店
』
に
は
松
菱
開
設
反
対
運
動
に
つ
い
て
「
白
崎
百
貨

店
問
題
」
の
よ
う
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
百
貨
店
業
界
で
は
着
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
り
、

谷
の
思
惑
が
達
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う）
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。 
 　

本
稿
の
検
討
で
松
菱
開
設
反
対
運
動
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ

た
昭
和
戦
前
期
の
最
後
の
大
き
な
反
百
貨
店
運
動
と
し
て
位
置
づ
け
で
き
る
。

反
対
運
動
が
長
期
化
し
た
背
景
に
は
、
商
工
会
議
所
会
頭
と
会
議
所
・
行
政

側
の
そ
の
一
派
を
含
む
誘
致
側
と
反
対
運
動
側
と
の
攻
防
戦
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
そ
れ
は
浜
松
市
の
実
業
家
同
士
の
に
ら
み
合
い
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
商
工
会
議
所
、
地
元
の
大
商
店
、
松
菱
の
三
者
に
振
り
回
さ
れ

た
地
元
商
店
街
の
困
惑
し
た
状
況
が
、
地
元
新
聞
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。 

 　

第
三
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
と
合
わ
せ
て
み
た
比
較
的
考
察
の
結
果
で
あ
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し
て
い
っ
た
様
子
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。 

 　

最
後
に
次
の
課
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
丸
物
自
体
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な

成
立
史
・
経
営
史
研
究
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
そ
れ
と
併
せ
て
丸
物
の
支
店

設
置
と
地
元
小
売
商
の
動
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
理
由
に
は
、

兄
で
あ
る
中
林
の
遺
稿
集
『
仁
風
』
に
お
い
て
、
兄
の
「
翁
の
事
実
上
の
活

躍
を
述
べ
ん
と
す
る
時
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
に
現
会
長
谷
政
二
郎
氏

が
い
る
。
翁
の
令
弟
と
し
て
翁
が
家
業
を
継
が
れ
た
時
よ
り
常
に
行
動
を
共

に
し
、
物
産
館
創
業
後
も
翁
の
片
腕
と
し
て
活
躍
し
た
。
翁
の
積
極
性
に
配

す
る
に
谷
氏
の
慎
重
さ
が
良
き
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
今
日
の
大
丸
物

発
展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。
谷
氏
は
昭
和
十
二
年
浜
松
市
に
松
菱
百
貨
店
を

興
し
た
が
、
こ
の
創
立
に
当
っ
て
翁
は
尽
力
し
た
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る）
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つ
ま
り
本
稿
で
は
、
谷
が
松
菱
を
独
立
し
て
グ
ル
ー
プ
会
社
と
し
て
開
設
し

た
と
結
論
付
け
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
兄
中
林
の
存
在
と
丸
物
の
支
店
設
置

活
動
と
い
う
手
本
が
あ
っ
た
か
ら
成
功
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
松
菱
開
設
に
つ
い
て
は
、
今
一
度
丸
物
の
支
店
設
置
活
動
と
の
連
動
の

な
か
で
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
松
菱
開
設
は
、
戦
後
以
降
、

第
二
次
百
貨
店
法
が
制
定
さ
れ
る
昭
和
三
十
年
代
に
か
け
て
京
都
か
ら
東
海

地
域
お
よ
び
関
東
方
面
に
至
る
丸
物
・
松
菱
・
丸
栄
の
百
貨
店
グ
ル
ー
プ
形

成
に
繋
が
っ
て
い
く
起
点
と
な
っ
た）
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附
記

 　

本
研
究
の
基
礎
資
料
と
な
っ
た
小
冊
子
『
思
い
出
の
松
菱
展
』（
簡
易
図
録
）
の
ご
提

供
お
よ
び
新
聞
資
料
（
マ
イ
ク
ロ
版
）
を
始
め
関
係
の
史
資
料
収
集
に
つ
い
て
は
、
浜
松

市
立
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
に
数
多
く
の
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。『
百
貨
店
新
聞
』の
利
用
に
つ
い
て
は
、大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー

の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
五
・
二
〇
一
六
年
度
中
部

大
学
特
別
研
究
費
に
基
づ
い
て
活
動
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 

 

注
記 

 （
1
） 

末
田
智
樹
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」

（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
五
号
、
二
〇
一
六
年
）。
以
下
、

後
述
の
文
献
を
含
め
て
頁
数
を
示
し
て
い
な
い
場
合
は
文
献
全
体
に
関
係
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。 

 （
2
） 

末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
―
企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
第
7
章
を
参
照
。 

 （
3
） 

公
開
経
営
指
導
協
会
編
『
日
本
小
売
業
運
動
史 

戦
前
編
』（
公
開
経
営
指
導

協
会
、一
九
八
三
年
）。
ほ
か
に
、田
中
正
佐
『
昭
和
九
年
日
本
百
貨
店
一
覧
（
研

究
資
料
第
二
十
三
輯
）』（
株
式
会
社
大
丸
本
部
調
査
課
、
一
九
三
五
年
）、『
昭

和
十
年
日
本
百
貨
店
一
覧
（
研
究
資
料
第
二
十
五
輯
）』（
株
式
会
社
大
丸
本
部

調
査
課
、
一
九
三
六
年
）、『
昭
和
十
一
年
日
本
百
貨
店
一
覧
（
研
究
資
料
第
二

十
八
輯
）』（
株
式
会
社
大
丸
本
部
調
査
課
、
一
九
三
七
年
）、
田
中
鮮
二
編
『
昭

和
十
二
年
日
本
百
貨
店
一
覧
（
研
究
資
料
第
三
十
輯
）』（
株
式
会
社
大
丸
本
部

調
査
課
、
一
九
三
八
年
）
に
お
い
て
、
当
該
期
間
の
百
貨
店
新
設
と
反
百
貨
店

運
動
の
状
況
が
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
使
用
し
、
両
方

の
全
体
像
を
描
き
出
し
論
考
と
す
る
こ
と
を
今
後
の
予
定
の
一
つ
と
し
て
い
る
。 

 （
4
） 

末
田
前
掲
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」

お
よ
び
小
堀
誠
之
編
『
不
断
努
力 

青
島
富
太
郎
の
生
涯
』（
株
式
会
社
田
中
屋
、

一
九
六
八
年
）。 

 （
5
） 

平
野
隆
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」（
山
本
武
利
・
西
沢
保
編
『
百
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あ
る
。 

 （
9
） 

浜
松
読
書
文
化
協
力
会
・
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
『
思
い
出
の
松
菱
展
』（
浜

松
市
立
中
央
図
書
館
、
二
〇
〇
九
年
）。
な
お
、『
思
い
出
の
松
菱
展
』
は
平
成

二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
十
一
月
に
か
け
て
中
央
図
書
館
内
の
二
階
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 （
10
） 

『
静
岡
県
史 

通
史
編
六 

近
現
代
二
』（
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
）、『
浜
松
市

史　

三
』（
浜
松
市
、
一
九
八
〇
年
）、『
浜
松
市
史 

新
編
史
料
編
四
』（
浜
松
市
、

二
〇
〇
六
年
）。
以
上
は
戦
前
期
で
あ
る
が
、
戦
後
以
降
に
つ
い
て
は
、
注

（
82
）
以
外
に
『
浜
松
市
史 

新
編
史
料
編
五
』（
浜
松
市
、
二
〇
〇
八
年
）、『
浜

松
市
史 

新
編
史
料
編
六
』（
浜
松
市
、
二
〇
一
〇
年
）、『
浜
松
市
史 

五
』（
浜

松
市
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
の
こ
と
。 

 （
11
） 

最
近
の
地
方
百
貨
店
史
に
つ
い
て
は
、
谷
内
正
往
「
戦
前
、
三
重
県
津
市
大

門
百
貨
店
の
創
立
」（『
大
阪
商
業
大
学
商
業
史
博
物
館
紀
要
』
第
十
五
号
、
二

〇
一
五
年
）、加
藤
諭「
戦
前
期
東
北
の
百
貨
店
業
の
形
成
―
藤
崎
を
事
例
に
―
」

（
荒
武
賢
一
朗
編
『
東
北
か
ら
み
え
る
近
世
・
近
現
代
―
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
豊
か
な
歴
史
像
へ
―
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
の
研
究
が
み
ら
れ
る
。

今
後
も
各
地
方
都
市
の
現
地
を
訪
れ
て
史
資
料
収
集
を
図
り
、
一
つ
一
つ
掘
り

下
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

 （
12
） 

筆
者
は
、『
浜
松
高
工
同
窓
会
誌
』
第
十
三
号
（
浜
松
高
等
工
業
学
校
同
窓
会
、

一
九
三
七
年
）
に
含
ま
れ
る
原
文
を
確
認
し
て
い
る
。 

 （
13
） 

『
ま
つ
び
し 

株
式
会
社
松
菱
社
報　

通
巻
三
十
巻
新
年
号
』（
株
式
会
社
松
菱
、

一
九
六
七
年
）、『
ま
つ
び
し 

創
業
満
四
十
周
年
記
念
号 

株
式
会
社
松
菱
社
報

　

No. 

一
四
八
』（
株
式
会
社
松
菱
、
一
九
七
七
年
）。 

 （
14
） 

昭
和
十
一
年
は
第
一
次
百
貨
店
法
案
成
立
の
問
題
で
紛
糾
し
て
い
た
時
期
で

あ
っ
た
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
時
期
の
地
方
都
市
に
お
け
る
百
貨
店
新
設
と
反

百
貨
店
運
動
の
全
体
的
動
向
を
捉
え
た
う
え
で
、
松
菱
開
設
反
対
運
動
を
考
察

す
る
必
要
性
が
あ
る
が
、
全
体
的
動
向
に
関
し
て
は
別
稿
に
期
し
た
い
。 

 （
15
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
三
日
付
。
本
文
・
表
・
注
記
に

貨
店
の
文
化
史
―
日
本
の
消
費
革
命
―
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
）。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
拙
稿
と
本
稿
作
成
に
お
い
て
調
査
を
進
め
て
い
る
。 

 （
6
） 

遠
城
明
雄
「
一
九
三
〇
年
代
の
都
市
中
小
小
売
商
―
福
岡
県
の
場
合
―
」（
九

州
大
学
『
史
淵
』
第
百
四
十
輯
、
二
〇
〇
三
年
）。 

 （
7
） 
『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
二
八
四
、
昭
和
十
一
年
一
月
一
日
）
に
は
「
本
社
主
催

東
京
十
大
百
貨
店　

最
高
権
威
を
聚
め
て
経
営
縦
横
談
を
聴
く
」
と
あ
り
、「
松

屋
監
査
役
大
浜
喜
一
郎
、
三
越
新
宿
支
店
長
渡
邊
新
三
郎
、
髙
島
屋
総
支
配
人

川
勝
堅
一
、
白
木
屋
取
締
役
鏡
山
忠
男
、
東
横
営
業
部
長
山
本
知
太
郎
、
三
越

常
務
取
締
役
桜
井
信
四
郎
、
上
野
松
坂
屋
営
業
部
長
北
沢
平
蔵
」
が
出
席
し
て

い
た
。
次
い
で
『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
二
九
二
、昭
和
十
一
年
二
月
二
十
四
日
）

に
は
「
本
社
主
催
関
西
三
都
百
貨
店　

最
高
幹
部
座
談
会
」
と
あ
り
、「
阪
急

取
締
役
営
業
部
長
岩
倉
具
光
、
十
合
宣
伝
部
長
鷲
見
英
太
郎
、
丸
物
取
締
役
営

業
部
長
立
入
勇
蔵
、
三
越
大
阪
支
店
長
能
勢
昌
雄
、
髙
島
屋
支
配
人
倉
橋
友
四

郎
、
大
丸
取
締
役
支
配
人
安
田
孝
次
郎
、
松
坂
屋
営
業
部
次
長
松
岡
正
礼
、
京

阪
常
務
取
締
役
藤
崎
正
太
郎
、
神
戸
三
越
支
店
長
枝
貢
、
十
合
常
務
取
締
役
木

水
栄
太
郎
、
神
戸
大
丸
副
支
配
人
宮
崎
英
之
助
」
が
出
席
し
て
い
た
。
以
上
の

よ
う
に
百
貨
店
新
聞
社
主
催
の
座
談
会
が
東
京
と
関
西
の
括
り
で
開
か
れ
て
い

た
。 

 （
8
） 

反
百
貨
店
運
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
中
小
小
売
商
の
観
点
か
ら
語
ら
れ

て
き
た
感
が
強
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
百
貨
店
経
営
の
動
向
を
み
な
け
れ
ば
反

百
貨
店
運
動
の
真
の
実
態
は
不
明
瞭
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
松
菱
開
設
を
事

例
と
し
た
理
由
は
丸
物
に
関
連
し
て
い
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、
筆
者
が
こ
れ
ま

で
研
究
を
進
め
て
き
た
松
坂
屋
と
の
東
海
地
方
の
覇
権
争
い
に
大
い
に
関
連
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
期
に
入
り
全
国
主
要
な
地
方
都
市
に
百
貨
店
が
急

速
に
開
設
さ
れ
、
そ
の
時
点
で
の
百
貨
店
対
中
小
小
売
商
問
題
は
昭
和
十
二
年

ま
で
の
日
本
の
社
会
情
勢
を
語
る
う
え
で
外
せ
な
い
大
き
な
商
業
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
こ
の
問
題
の
背
景
に
あ
る
地
方
百
貨
店
の
勃
興
は
、
地

方
都
市
の
発
展
と
戦
後
復
興
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
ら
で
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引
用
し
た
新
聞
記
事
に
つ
い
て
は
、
旧
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改
め
、

旧
仮
名
遣
い
お
よ
び
実
線
・
波
線
等
は
原
文
通
り
と
し
、「
つ
」
に
つ
い
て
は

ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
い
る
。
表
に
書
か
れ
た
「
〳
〵
」（
踊
り
字
）
の
横
書
き

に
つ
い
て
は
適
宜
読
み
や
す
い
文
字
に
直
し
て
い
る
。
句
読
点
に
つ
い
て
は
本

書
形
式
に
合
わ
せ
て
適
宜
加
筆
し
、
漢
字
・
平
仮
名
な
ど
の
誤
字
脱
字
、
消
失
、

判
読
不
能
な
場
合
に
は
前
後
か
ら
判
断
し
、
適
切
な
字
体
を
補
う
な
ど
加
筆
修

正
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
に
お
け
る
他
の
史
資
料
の
引
用
文
に
つ
い
て

も
同
様
な
処
置
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、
朝
刊
と
夕
刊
記
事
が
あ
る
が
、
す
べ

て
日
付
で
統
一
し
た
。
同
日
付
け
の
記
事
が
あ
る
場
合
は
、
前
日
の
夕
刊
と
翌

日
の
朝
刊
の
順
で
掲
載
し
て
い
る
。 

 （
16
） 

浜
松
委
托
株
式
会
社
に
つ
い
て
は
、『
弐
拾
年
間
変
遷
録
』（
浜
松
委
托
株
式

会
社
編
、
一
九
一
〇
年
）、『
九
十
年
の
あ
ゆ
み 

創
立
九
十
周
年
記
念
』（
浜
松

委
托
倉
庫
株
式
会
社
編
、
一
九
八
〇
年
）、『
浜
松
委
托
倉
庫
創
業
一
〇
〇
年
の

歴
史 

創
立
一
〇
〇
周
年
記
念
』（
浜
松
委
托
倉
庫
株
式
会
社
編
、一
九
八
九
年
）

を
参
照
。
会
社
名
に
つ
い
て
は
正
式
に
は
新
聞
記
事
に
書
か
れ
て
い
る「
委
託
」

で
は
な
く
「
委
托
」
が
正
し
い
た
め
、本
稿
で
は
新
聞
記
事
を
含
め
す
べ
て
「
委

托
」
に
統
一
し
て
使
用
す
る
。 

 （
17
） 

新
聞
記
事
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
「
管
見
の
限
り
」
の
意
味
合
い
が

強
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
新
聞
の
調
査
を
慎
重
に
進
め
た
が
、

記
事
を
見
落
と
し
て
い
る
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
念
の

た
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。 

 （
18
） 

浜
松
市
の
商
店
街
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
浜
松
百
撰
編
『「
街
は
生
き
て
い

た
。」　

浜
松
商
店
界
連
盟
創
立
三
十
周
年
記
念
誌
』（
浜
松
商
店
界
連
盟
、
一

九
七
九
年
）
を
参
照
。
ま
た
、
戦
前
期
浜
松
市
の
商
工
会
議
所
や
商
店
連
盟
の

動
向
に
つ
い
て
は
、『
浜
松
商
工
会
議
所
五
十
年
史
』（
浜
松
商
工
会
議
所
、
一

九
四
三
年
）
二
九
四
〜
三
〇
八
頁
を
参
照
。 
 （

19
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
四
日
付
。 

 （
20
） 

笠
井
屋
に
つ
い
て
は
、
島
武
史
『
商
人
の
ふ
る
さ
と
紀
行
』（
東
明
社
、
一

九
九
三
年
）
一
八
四
頁
お
よ
び
「
浜
松
の
創
業
一
〇
〇
年
企
業 

有
限
会
社
笠

井
屋
」（『N

E
W

ing

（
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
）』
浜
松
商
工
会
議
所
、
一
九
九
八
年
）

を
参
照
。
ま
た
、
浜
松
市
内
の
商
工
業
者
に
つ
い
て
は
『
帝
国
商
工
人
名
録 

静
岡 

山
梨
県
之
巻
』（
博
信
社
、一
九
一
八
年
）
二
五
〜
四
七
頁
を
参
考
と
し
た
。 

 （
21
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
六
日
付
。 

 （
22
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
二
日
付
。 

 （
23
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
八
日
付
。 

 （
24
） 

「
東
京
美
松
デ
パ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、狩
野
弘
一
編
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』

（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）
二
〇
五
〜
二
一
〇
頁
を
参
照
。
ま
た
、
美

松
に
つ
い
て
は
本
稿
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、今
回
は「
美

松
」
に
統
一
し
て
お
く
。
な
お
、
美
松
に
つ
い
て
は
『
伊
勢
丹
七
十
五
年
の
あ

ゆ
み
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、
一
九
六
一
年
）
一
〇
六
〜
一
〇
七
頁
、『
伊
勢
丹

百
年
史
―
三
代
小
管
丹
治
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
―
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、
一

九
九
〇
年
）
五
〇
頁
、
土
屋
喬
雄
『
二
代 

小
管
丹
治 

上
』（
株
式
会
社
伊
勢
丹
、

一
九
六
九
年
）
二
二
〇
〜
二
二
二
頁
も
参
考
に
な
る
。 

 （
25
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
二
十
一
日
付
。 

 （
26
） 

拙
稿
の
静
岡
駅
前
反
対
運
動
と
比
べ
て
浜
松
市
の
反
対
運
動
側
の
中
核
に
な

る
人
物
が
即
座
に
新
聞
記
事
か
ら
読
み
取
れ
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、

「
市
民
デ
パ
ー
ト
」
の
表
現
に
つ
い
て
は
記
者
が
勝
手
に
名
付
け
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
商
店
連
盟
の
意
図
を
汲
ん
で
記
事
に
書
き
記
し
た

と
想
定
し
て
お
き
た
い
。 

 （
27
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
十
一
日
付
。 

 （
28
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
二
十
九
日
付
。 

 （
29
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
付
。 

 （
30
） 
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
一
日
付
。 

 （
31
） 
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
六
日
付
。 

 （
32
） 
末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
第
7
章
で
考
察
し
た
福
岡
市
の
岩
田

屋
は
、
開
業
に
あ
た
っ
て
元
三
越
の
吹
野
誠
太
や
元
大
丸
の
丹
羽
剛
を
採
用
し
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 （

49
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
八
日
付
。 

 （
50
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
二
年
三
月
二
十
四
日
付
。 

 （
51
） 

前
掲
『
躍
進
の
浜
松 

人
物
編
』
四
六
頁
。 

 （
52
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
四
日
付
。 

 （
53
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
二
年
五
月
二
十
六
日
付
。 

 （
54
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
年
十
二
月
二
十
七
日
付
。
筆
者
が
取
り
上
げ
た

福
岡
市
の
岩
田
屋
新
開
業
（
昭
和
十
一
年
十
月
）
と
静
岡
市
の
三
越
支
店
設
置

問
題
（
昭
和
五
年
十
月
）
に
お
い
て
、
地
元
商
店
街
に
よ
る
平
面
デ
パ
ー
ト
計

画
が
持
ち
上
が
っ
て
い
た
。
当
時
、
全
国
的
に
み
て
も
商
店
街
の
対
抗
策
と
し

て
平
面
デ
パ
ー
ト
の
考
え
方
が
主
流
で
あ
っ
た
。 

 （
55
） 

『
編
集
復
刻
版 

昭
和
十
年 

全
国
商
店
街
調
査
資
料
』
第
九
巻
（
不
二
出
版
、

二
〇
〇
八
年
）
二
三
〜
二
四
頁
。 

 （
56
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
一
月
十
六
日
付
、『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一

年
一
月
二
十
二
日
付
。『
静
岡
民
友
新
聞
』昭
和
十
一
年
五
月
一
日
付
に
は
、「
産

組
茶
業
進
出
問
題
是
非
（
二
）
県
購
連
の
番
付
取
引　

反
産
運
動
の
導
火　

産

業
組
合
の
正
体
論
」
と
い
う
見
出
し
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。
産
業
組
合
の
進
出

に
対
し
て
は
、
他
に
『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
五
月
四
日
付
、『
静
岡
民
友

新
聞
』
昭
和
十
一
年
十
二
月
二
十
五
日
付
・
同
十
二
年
四
月
九
日
付
を
参
照
。 

 （
57
） 

『
浜
松
市
公
報
』
No. 

二
七
一
（
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
五
日
）
八
五
七
一
〜

八
五
七
六
頁
・『
同
』
No.
二
七
二
（
同
年
七
月
二
十
五
日
）
八
五
九
〇
〜
八
五

九
三
頁
・『
同
』
No.
二
七
三
（
同
年
八
月
二
十
五
日
）
八
六
〇
八
〜
八
六
一
二
頁
。 

 （
58
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
七
月
十
七
日
付
、『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一

年
七
月
十
七
日
付
。『
浜
松
市
公
報
』
No. 

二
六
六
（
昭
和
十
一
年
一
月
二
十
五

日
）
八
四
九
〇
・
八
五
一
一
〜
八
五
一
三
頁
。『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
二

月
十
二
日
付
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
二
月
十
三
日
・
同
年
三
月
二

十
六
日
・
同
年
六
月
三
十
日
付
、『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
十
一
月
四
日
付
。 

 （
59
） 
末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
の
「
表
七
―
二

　

都
市
別
の
全
国
百
貨
店
一
覧
（
昭
和
九
年
十
二
月
）」
を
参
照
。『
静
岡
民
友

て
い
る
。 

 （
33
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
四
月
十
六
日
付
。 

 （
34
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
三
〇
四
）
昭
和
十
一
年
五
月
十
八
日
付
。 

 （
35
） 
『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
五
月
十
九
日
付
。 

 （
36
） 
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
五
月
十
九
日
付
。 

 （
37
） 

相
原
寿
「
百
貨
店
対
抗
運
動
史
」（『
商
店
界　

臨
時
増
刊　

百
貨
店
対
抗
小

売
店
新
戦
術
』
一
九
三
二
年
）
七
〇
頁
に
は
、「
浜
松
市
に
於
て
は
、
従
来
春

秋
二
期
東
京
、
名
古
屋
の
松
坂
屋
、
東
京
三
越
、
大
阪
大
丸
等
一
ヶ
年
を
通
じ

て
延
日
数
二
十
日
以
内
、
一
回
の
売
上
高
大
約
二
万
円
位
な
り
し
も
、
最
近
に

至
っ
て
、
右
の
他
に
名
古
屋
中
村
屋
呉
服
店
を
加
へ
、
屡
々
出
張
し
、
殊
に
本

年
に
入
り
て
は
殆
ん
ど
毎
月
の
如
く
交
互
に
出
張
す
る
に
至
り
、
是
迄
呉
服
店
、

小
間
物
店
等
の
内
に
内
々
対
策
を
研
究
さ
れ
て
居
た
が
、
愈
之
れ
が
表
面
に
現

は
れ
て
そ
の
苦
痛
甚
だ
し
く
、
有
志
奮
起
し
、
同
業
者
を
糾
合
し
、
対
策
の
具

体
化
を
研
究
し
、
一
方
当
面
の
会
場
封
鎖
を
な
す
可
く
、
交
渉
中
で
あ
る
。」
と
、

拙
稿
の
内
容
と
重
な
る
部
分
が
書
か
れ
て
い
る
。 

 （
38
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
三
〇
六
）
昭
和
十
一
年
六
月
一
日
付
。 

 （
39
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
十
三
日
付
。 

 （
40
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
十
四
日
付
。 

 （
41
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
十
九
日
付
。 

 （
42
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
一
日
付
。 

 （
43
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
六
日
付
。 

 （
44
） 

松
浦
陳
晁
『
躍
進
の
浜
松 

人
物
編　

皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
刊
行
』（
松
浦

錠
太
郎
、
一
九
四
〇
年
）
四
〇
頁
。 

 （
45
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
七
月
十
八
日
付
。 

 （
46
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
三
一
〇
）
昭
和
十
一
年
六
月
二
十
九
日
付
。『
静
岡
民

友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
三
月
十
九
日
付
。 
 （

47
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
三
一
一
）
昭
和
十
一
年
七
月
六
日
付
。 

 （
48
） 

『
百
貨
店
新
聞
』（
No.
三
二
七
）
昭
和
十
一
年
十
月
二
十
六
日
付
。 
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新
聞
』
昭
和
十
一
年
七
月
十
三
日
付
。 

 （
60
） 

浜
松
市
の
商
店
街
の
活
動
を
合
わ
せ
た
形
で
の
行
政
側
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。 

 （
61
） 
丸
物
が
岐
阜
市
と
豊
橋
市
に
お
い
て
支
店
を
開
設
し
た
背
景
事
情
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
文
献
と
し
て
『
岐
阜
市
史 

通
史
編 

近
代
』（
岐
阜
市
、
一
九
八
一

年
）
六
三
一
〜
六
三
三
頁
お
よ
び
『
豊
橋
市
史
』
第
四
巻
（
豊
橋
市
、
一
九
八

七
年
）
六
六
七
〜
六
七
〇
頁
を
参
照
。 

 （
62
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
一
年
七
月
十
三
日
付
・
同
年
十
月
二
日
付
。 

 （
63
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
九
日
付
・
同
年
五
月
一
日
付
。
竹
中

治
助
編
『
新
版 

店
史
概
要 
松
坂
屋
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
一
九
六
四
年
）
六

二
六
〜
六
三
四
・
七
〇
九
〜
七
一
三
頁
、『
松
坂
屋
百
年
史
』（
株
式
会
社
松
坂

屋
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
〇
〜
一
一
一
頁
。 

 （
64
） 

鈴
木
幸
作
家
と
中
村
藤
吉
家
と
の
家
同
士
の
関
係
が
深
い
。
こ
の
点
も
含
め

て
、
御
手
洗
清
『
遠
州
偉
人
伝　

第
一
巻
』（
浜
松
民
報
社
、
一
九
六
二
年
）

の
「
中
村
藤
吉
」（
二
七
八
〜
三
一
六
頁
）・「
鈴
木
幸
作
」（
四
六
二
〜
四
九
二

頁
）
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
棒
屋
に
つ
い
て
は
本
稿
に
お
い
て
い
く

つ
か
の
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
今
回
は
「
棒
屋
」
に
統
一
し
て
お
く
。 

 （
65
） 

鈴
木
は
昭
和
十
二
年
四
月
十
九
日
に
商
工
会
議
所
会
頭
に
再
選
し
て
い
た

（『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
十
二
年
四
月
二
十
日
付
）。
ま
た
、
今
後
は
他
の
地

方
都
市
の
事
例
を
探
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

 （
66
） 

丸
物
が
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
五
月
に
近
鉄
グ
ル
ー
プ
の
百
貨
店
と

し
て
再
発
足
し
、
丸
物
・
松
菱
グ
ル
ー
プ
が
完
全
に
解
体
し
た
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
丸
物
の
経
営
史
研
究
が
進
め
ら
れ
な
か
っ
た
大
き
い
要
因
で
あ
ろ
う
。『
近

鉄
百
貨
店
四
十
年
の
あ
ゆ
み
』（
株
式
会
社
近
鉄
百
貨
店
、
一
九
七
七
年
）
一

六
六
頁
を
参
照
。
現
時
点
に
お
い
て
中
林
と
谷
の
兄
弟
の
百
貨
店
開
業
な
ど
の

動
向
に
つ
い
て
は
、『
仁
風　

故
中
林
社
長
追
悼
特
集
号
』（
丸
物
仁
風
会
、
一

九
六
〇
年
）
と
『
谷
政
二
郎
会
長
追
悼
録
』（
株
式
会
社
松
菱
、一
九
八
一
年
）

が
基
本
的
文
献
と
な
る
。 

 （
67
） 

新
興
百
貨
店
と
し
て
の
丸
物
や
そ
の
幹
部
社
員
に
つ
い
て
は『
百
貨
店
新
聞
』

（
No.
三
三
二
）
昭
和
十
一
年
十
一
月
三
十
日
付
を
参
照
の
こ
と
。
中
林
家
と
谷

家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
谷
政
二
郎
会
長
追
悼
録
』
九
〜
十
五
頁
を
参
照
。 

 （
68
） 

丸
物
で
の
谷
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
、
狩
野
編
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要

覧
』
二
六
五
〜
二
六
八
頁
、
狩
野
弘
一
編
『
日
本
百
貨
店
総
覧　

昭
和
十
二
年

版
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
六
年
）
一
九
九
〜
二
〇
三
頁
を
参
照
。『
日
本

百
貨
店
商
業
組
合
調
査
彙
報
』
第
五
年
・
第
六
号
（
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
、

一
九
三
七
年
）
六
八
七
〜
六
八
八
頁
。 

 （
69
） 

『
自
昭
和
拾
参
年
参
月
壱
日
至
昭
和
拾
参
年
八
月
参
拾
壱
日 

第
八
期
営
業
報

告
書 

株
式
会
社
丸
物
』
四
〜
六
頁
。 

 （
70
） 

株
主
名
簿
が
付
け
ら
れ
た
丸
物
の
営
業
報
告
書
が
み
ら
れ
る
。
現
在
、
営
業

報
告
書
を
検
討
し
た
論
考
を
作
成
中
で
あ
る
。 

 （
71
） 

『
日
本
百
貨
店
組
合
調
査
彙
報
』
昭
和
十
三
年
七
月
号
（
日
本
百
貨
店
組
合
、

一
九
三
八
年
）
七
七
五
頁
。 

 （
72
） 

昭
和
十
・
十
一
年
の
丸
物
の
経
営
動
向
に
つ
い
て
は
、
営
業
報
告
書
と
『
百

貨
店
新
聞
』
の
丸
物
関
連
の
記
事
が
現
時
点
で
は
最
も
参
考
に
な
る
。 

 （
73
） 

『
浜
松
と
松
菱
の
五
十
年
―
松
菱
五
十
年
史
―
』（
株
式
会
社
松
菱
、
一
九
八

七
年
）。
ほ
か
に
松
菱
の
社
史
は
『
松
菱
二
十
年
史
』（
株
式
会
社
松
菱
、
一
九

五
七
年
）、『
松
菱
三
十
年
史
』（
株
式
会
社
松
菱
、
一
九
六
七
年
）
が
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
社
史
以
外
に
松
菱
の
高
度
成
長
期
以
後
の
社
内
報
を
使
用
し
た

研
究
を
進
め
て
い
る
。 

 （
74
） 

谷
に
よ
る
松
菱
開
設
以
降
の
豊
橋
市
に
お
け
る
百
貨
店
計
画
に
つ
い
て
は
、

谷
内
前
掲
論
文
に
お
い
て
興
味
あ
る
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
筆
者
も
丸
物
の
岐
阜

支
店
と
豊
橋
支
店
の
開
設
問
題
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
岐
阜
・
豊
橋
両
市
の

百
貨
店
対
中
小
小
売
商
問
題
に
つ
い
て
は
近
々
の
課
題
と
し
て
お
く
。 

 （
75
） 
前
掲
『
谷
政
二
郎
会
長
追
悼
録
』
四
五
頁
。
そ
の
他
に
前
掲
『
松
菱
二
十
年

史
』、
前
掲
『
松
菱
三
十
年
史
』、
前
掲
『
松
菱
五
十
年
史
』
を
参
照
の
こ
と
。 

 （
76
） 

村
上
静
人
編
『
日
本
百
貨
店
総
覧　

昭
和
拾
七
年
版
』（
百
貨
店
新
聞
社
出
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（
浜
松
市
、
二
〇
一
二
年
）
三
一
八
〜
三
一
九
頁
が
参
考
に
な
る
。 

 （
83
） 

デ
パ
ー
ト
新
聞
社
編
『
昭
和
二
十
六
年
版 

全
国
百
貨
店
・
有
名
取
引
業
者

総
覧
』（
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
）
一
八
一
頁
。 

 （
84
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
九
日
付
。 

 （
85
） 

こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
当
時
の
百
貨
店
の
存
在
を
考
え
る
う
え
で
新
た
な
視

点
と
な
る
と
考
え
る
。 

 （
86
） 

中
村
藤
吉
家
に
関
し
て
は
、
桑
原
久
治
郎
編
『
中
村
藤
吉
翁
言
行
録
』（
一

九
二
三
年
）、『
浜
松
市
史 

全
（
復
刻
版
）』（
名
著
出
版
、
一
九
七
四
年
）
九

一
四
〜
九
一
七
頁
も
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
昭
和
十
五
年
に
死
去
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
は
表
13
の
中
村
藤
吉
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。 

 （
87
） 

中
村
藤
吉
家
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
大
野
木
吉
兵
衛
「
松
島
保

平
の
手
記
と
棒
屋
中
村
藤
吉
商
店
」（『
遠
江
』
四
号
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「
浜

松
地
方
に
お
け
る
氷
砂
糖
製
造
業
の
歩
み
」（『
浜
松
短
期
大
学
研
究
論
集
』
第

二
十
号
、
一
九
七
九
年
）
が
最
も
参
考
に
な
る
。 

 （
88
） 

前
掲
『
弐
拾
年
間
変
遷
録
』
と
前
掲
『
浜
松
委
托
倉
庫
創
業
一
〇
〇
年
の
歴

史
』
十
二
〜
十
五
・
二
〇
〜
二
一
頁
。
浜
松
市
の
明
治
期
以
降
の
有
力
実
業
家

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
大
野
木
吉
兵
衛
「
浜
松
商
工
会
議
所
の
起
源
と
浜
松
商

友
社
の
動
静
―
明
治
前
期
遠
州
実
業
人
の
一
野
望
に
触
れ
て
―
」（『
遠
江
』
十

八
号
、
一
九
九
五
年
）、
佐
々
木
崇
暉
「
豪
農
・
豪
商
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域

の
産
業
化
―
地
縁
・
血
縁
・
報
徳
―
」（『
遠
江
』
三
十
六
号
、
二
〇
一
三
年
）

が
参
考
に
な
っ
た
。 

 （
89
） 

前
掲
『
遠
州
偉
人
伝
』。 

 （
90
） 

末
田
前
掲
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」

の
研
究
史
の
整
理
を
参
照
。 

 （
91
） 

前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史 

戦
前
編
』
を
参
照
の
こ
と
。 

 （
92
） 
小
倉
市
の
「
白
崎
百
貨
店
問
題
」
に
つ
い
て
は
、『
百
貨
店
新
聞
』
に
多
数

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
『
百
貨
店
新
聞
』
を
使
用
し
た
再
考
を
進
め
て
い

る
。 

版
部
、
一
九
四
二
年
）。『
百
貨
店
新
聞
』
に
野
坂
の
丸
物
時
代
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
筆
者
は
、
丸
物
に
関
す
る
史
料
か
ら
野
坂
が
当
時
の
丸
物

で
は
、
昭
和
十
一
年
ま
で
の
経
営
体
制
の
礎
を
作
り
上
げ
た
五
傑
（
中
林
仁
一

郎
、
谷
政
二
郎
、
立
入
勇
蔵
、
野
坂
寅
次
郎
、
山
口
義
治
）
の
一
人
で
あ
っ
た

と
評
価
し
て
い
る
。
丸
物
・
松
菱
の
本
支
店
に
お
け
る
経
営
体
制
に
つ
い
て
は

今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
表
10
に
み
え
る
よ
う
に
野
坂
や
山
岸

が
京
都
の
老
舗
問
屋
の
次
男
で
あ
り
、
彼
ら
を
雇
用
し
た
こ
と
は
丸
物
・
松
菱

へ
の
商
品
仕
入
の
側
面
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、丸
物
・
松
菱
グ
ル
ー

プ
形
成
・
発
展
に
貢
献
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 （
77
） 

前
掲
『
谷
政
二
郎
会
長
追
悼
録
』
三
八
頁
。 

 （
78
） 

昭
和
初
期
の
百
貨
店
の
雇
用
問
題
は
、地
方
都
市
へ
の
大
都
市
系
（
呉
服
系
・

新
興
）
百
貨
店
開
設
に
あ
た
っ
て
も
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。 

 （
79
） 

『
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
調
査
彙
報
』
第
三
年
・
第
九
号
（
日
本
百
貨
店
商

業
組
合
、
一
九
三
五
年
）
に
は
、「
東
京
美
松
閉
店
」（
九
三
〇
頁
）
の
記
事
が

「
東
京
市
日
比
谷
の
美
松
は
、
去
る
六
月
十
五
日
、
品
調
べ
の
名
目
で
臨
時
休

業
を
発
表
し
て
以
来
、
三
箇
月
余
も
表
扉
を
閉
鎖
し
て
来
た
が
、
遂
に
更
生
策

を
発
見
す
る
に
至
ら
ず
、
愈
九
月
十
八
日
か
ら
二
十
一
日
迄
閉
店
売
出
し
を
行

ひ
、
売
上
金
を
債
権
者
の
問
屋
、
家
主
の
常
磐
生
命
、
店
員
の
三
者
で
分
配
し

解
散
す
る
事
に
決
定
し
た
。
目
下
他
か
ら
資
本
家
を
求
め
、
店
内
を
一
部
改
造

の
上
、
十
月
上
旬
頃
か
ら
再
び
開
業
す
べ
く
活
躍
中
と
の
事
だ
が
其
の
更
生
如

何
は
注
目
さ
れ
る
。
同
店
は
昭
和
六
年
七
月
の
開
業
で
資
本
金
五
十
万
円
（
半

額
払
込
）、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
七
階
建
、
延
坪
約
三
千
坪
で
あ
る
」

と
あ
る
。 

 （
80
） 

前
掲
『
松
菱
二
十
年
史
』
七
九
〜
八
〇
頁
。 

 （
81
） 

末
田
前
掲
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」

四
五
〜
四
六
頁
に
お
い
て
論
じ
た
通
り
で
あ
る
。 
 （

82
） 

戦
後
の
松
菱
と
棒
屋
に
つ
い
て
は
、
松
井
一
雄
編
著
『
新
浜
松
の
事
業
と
人

物
』（
浜
松
民
報
社
、
一
九
四
八
年
）
五
〇
・
一
六
〇
頁
や
『
浜
松
市
史　

四
』
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（
93
） 

引
き
続
き
静
岡
県
の
地
元
新
聞
を
使
用
し
て
松
坂
屋
と
田
中
屋
の
催
事
展
開

を
考
察
す
る
予
定
で
あ
る
。

 （
94
） 

前
掲
『
仁
風　

故
中
林
社
長
追
悼
特
集
号
』
一
三
頁
。

  （
95
） 
末
田
前
掲
「
昭
和
初
頭
静
岡
市
へ
の
松
坂
屋
支
店
誘
致
と
反
百
貨
店
運
動
」

の
四
七
頁
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。 

 

（
二
〇
一
六
年
四
月
二
十
日　

受
理
）
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